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　私がこの世界に来るのは、これで二度目だ。

　一度目は自室のソファでテレビを見ていたはずが、気がつけば森の中に飛ばされていて。

　そして二度目の今、私は見知らぬ路地裏で一人の美しい騎き士しに見つめられていた。

「お久しぶりです、サラ」

「……もしかしてルーク、なの？」

　はい、と深く頷うなずいた彼の表情は、今にも泣き出しそうなものへと変わっていく。

「どうして、ここに」

「この十五年、毎日のように貴女あなたと過ごしたこの街へ来ていましたから」

　当たり前のようにそう言うと、彼は金色の瞳ひとみを柔やわらかく細め、愛いとおしそうに微ほほ笑えんだ。

　けれどその一方で、理解が追いついていない私は戸と惑まどいを隠かくせずにいる。

　私が三年前に出会ったルークは、たった十一歳の小さな男の子だったからだ。目の前の二は十た歳ちを超こえているであろう男性は、背せ丈たけだって私よりも頭ひとつ分は高い。

　それでも、深い海の底のような青い髪かみに蜂はち蜜みつ色の瞳だけは、あの頃ころと変わっていない。

　この世のものとは思えないくらいに、目の前の彼は綺き麗れいだった。

「……どうして」

　戸惑う私の口は、先さき程ほどと同じような問いを紡つむいでしまう。

　すると美しい笑えみを浮うかべた彼は、王子様のようにその手を私に差し出し、答えたのだ。




「貴女に、会いたかったからです」と。
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　今から遡さかのぼること一ヶ月前、私・咲良サラはこの世界にやってきた。

　料理が趣しゅ味みの二は十た歳ちの平へい凡ぼんなＯＬだったというのに、自分の部屋でのんびりとテレビを見ていたところ、気がつけば見知らぬ森の中にいたのだ。

　そして訳も分からず半泣きで裸足はだしで歩き続けていた時に、私はモニカさんと出会った。

　暗い焦こげ茶ちゃ色の髪かみを後ろでひとつにまとめ、エプロンをかけている彼女はとても優やさしげな、穏おだやかな雰ふん囲い気きを纏まとっていた。年ねん齢れいは母と同じくらいだろうか。

　近くで食堂を経営しているらしく、モニカさんは困り果てていた私を連れ帰り、怪け我がをした足を手当てし、ゆっくりと話を聞いてくれた。

「私、さっきまで家の中にいたのに、気がついたらあの森の中にいたんです。街も人も、私が住んでいたところとは全然違ちがっていて……」

「サラは転移魔ま法ほう使つかい、ってわけでもないんだね？」

「えっ？　ま、魔法使い？」

　信じられないという顔をする私を見て、モニカさんは「なるほどね」と深く頷うなずいた。

「ああ。魔法のない世界から来たサラはきっと、渡わたり人びとなんだろう」

　モニカさんの話によると、ここはリーランド王国という異世界らしい。私のような別の世界から来た人間は「渡り人」と呼ばれているという。

「渡り人というのは急に現れて、急に消えると聞くよ。だからサラも、いつか元の世界に帰れる日が来るさ。それまでここで好きに暮らすといい」

　モニカさんの祖父もまた、過去にこの世界に来たばかりの渡り人を助けたことがあったらしく、彼女は「これも何かの縁えんかもしれないねえ」と笑っていた。

　そしてこの世界には一定数魔法を使える人々がいて、渡り人と呼ばれる私のような人間はまれに、特とく殊しゅな魔法が使えることがあるらしい。

　私もつい先日モニカさんが怪我をした際に、手当てをしながら「治って欲しい」と強く念じたのがきっかけで、治ち癒ゆ魔法を発現していた。手をかざして念じるだけで怪我を治せるこの魔法は、とても珍めずらしく貴重なんだとか。

　さすが異世界だと、感心してしまった記き憶おくがある。

　──最初は訳も分からず不安で、何度も元の世界に戻もどりたいと思った。

　けれど周りの人達は皆みな優しくて、今ではモニカさんの食堂で働き、たまに近所の人々を治癒魔法で手当てしたりしながら、平和で穏やかな日々を送っている。

　元の世界では仕事をして寝ねるだけの疲つかれ切きった日常を送っていた私にとって、この世界での生活はとても心ここ地ちよく、満まん喫きつすらしていた。




　食堂での仕事の休きゅう憩けい中、そんな転移してきた当時のことを思い出しながらお茶を飲んでいると、厨ちゅう房ぼうにいたモニカさんに声をかけられた。

「すまないが、森から木き苺いちごを採ってきてくれないかい？　デザート分を切らしてしまって」

「はーい、分かりました！」

　受け取ったカゴを持つと食堂を出て、近くの森へと向かう。今ではこの辺りなら、一人で迷わず歩けるようになっていた。

「──えっ？」

　そうして木苺のある辺りまで歩いてきた私は、草むらの中に傷だらけの男の子が倒たおれているのを見つけ、思わず足を止めた。

　慌あわてて駆かけ寄よるとその身体からだは小さく震ふるえていて、声をかけても反応はない。私は羽織っていたローブをその子にそっとかけると、すぐに治癒魔法をかける。

「お願い、治って……！」

　ここまで酷ひどい怪我を治すのは初めてで、不安になりながらも手をかざし続けた。

　そうしているうちに、なんとか目に見える傷は全て治ったようで安あん堵どする。けれど全身ひどく汚よごれているため、まだ隠かくれている怪我はあるかもしれない。

「よいしょ、っと」

　このまま放っておくわけにもいかず、私は男の子を背負うと急いで街へと戻った。小さな身体は、信じられないほどに軽かった。

　まずはモニカさんを頼たよろうと、裏口から食堂へと入る。すると食器を抱かかえた彼女は私を見るなり、驚おどろいたように両目を見開いた。

「サラ？　その子は一体どうしたんだい？」

「森で倒れていたんです。一応怪我は治したんですが、どうしたらいいか分からなくて」

「とにかく二階のベッドまで運ぼうか。今いるお客さんを帰したら、私もすぐに行くよ」

「分かりました、ありがとうございます！」

　そのまま二階にあるモニカさんの家へお邪じゃ魔まし、来客用のベッドに男の子を下ろした。

　とりあえず酷い汚れだけでも拭ふいて落としてあげようと思っていると、血色の悪い唇くちびるからは小さな声が漏もれた。

「っう……」

　煤すすけた顔が歪ゆがみ、ゆっくりとその目が開く。

　そうして現れたのは、二つの美しい黄金の瞳ひとみだった。

「大だい丈じょう夫ぶ？」

　声をかけると、男の子は私を見てびくりと身体を震わせる。

　いきなり見知らぬ場所で見知らぬ大人が目の前にいれば、驚くのも当然だろう。少しでも安心して欲しくて、私は笑え顔がおを向けた。

「私はサラっていうの。君が森の中で倒れているのを見つけて、ここに連れてきたんだ。嫌いやがることも怖こわいことも何もしないから、安心してね」

「…………」

「治癒魔法をかけたんだけど、まだどこか痛いところはある？」

　数秒の後、小さく首を左右に振ふってくれてほっとする。怪我は全て治せたらしい。

　それからすぐにモニカさんが来て、全身汚れていた男の子がお風ふ呂ろに入っている間に、身体に優しい食事を作ってくれることになった。

「わあ……！」

　シーツを替かえ、軽く掃そう除じをしながら待っていると、やがてお風呂場から出てきたのは信じられないくらいに綺き麗れいな顔をした少年、いや天使だった。

　汚れていた髪は海の底のように深い青色で、煤けていた肌はだは透すき通とおるように美しい。長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた金色の瞳は、整いすぎた顔を更さらに引き立てている。

　それからは食事ができるまで並んでソファに座り、話を聞いてみることにした。

「改めまして、私の名前はサラです」

「……サラ」

「うん。よろしくね」

　こうして近くで見ても、まるで精せい巧こうな人形のように綺麗な顔立ちをしている。

　そんな彼は、感情の読めない瞳で私を見つめていた。

「……どうして、助けてくれたんですか」

　やがて形のいい唇からは、そんな問いがこぼれた。

　思い返せば、モニカさんに助けてもらったあの日、私も同じことを尋たずねた記憶がある。

「私も困っている時に、助けてもらったことがあるから」

　そしてその時に返ってきたのが、この言葉だった。

　元々私は世話焼きな方ではないし、正義感が強いわけでもない。それでもこの世界に来た時に、私は一人ぼっちの怖さや寂さびしさを知ったのだ。そして、人の温かさも。

　モニカさんが助けてくれなければ、今いま頃ごろどうなっていたか分からない。どこかへ売り飛ばされていた可能性だってある。

　だからこそ、こんな私でも誰だれかを救えるのなら、この手を差さし伸のべたいと思った。

「名前、聞いてもいい？」

「……ルーク、です」

「すごく綺麗な名前だね、君にぴったり！　教えてくれてありがとう」
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　思わず笑みを浮うかべた私に対して、ルークはやはり不思議そうな視線を向けている。

　──これが、私とルークの一度目の出会いだった。
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「そう言えば、ルークって何歳だっけ？　八歳くらい？」

「……十一歳です」

「あっ、そうなんだ！　ごめんね、よく分からなくて」

　ルークを連れ帰ってから、あっという間に一週間が経たった。

　少しずつ会話はしてくれるようにはなったものの、どこから来たのか尋ねると口を閉ざしてしまう。どうして怪我をしてあの場所で倒れていたのかも、分からないまま。

「ルークはきっと、いい家の子だと思うよ」

　読み書きもしっかりできるし、ひとつひとつの動作にも品がある。もしかすると貴族令息の可能性もあると、先日モニカさんがこっそり教えてくれた。

　きっと、ルークの家族だって心配しているはず。

　そう思い、日本で言う警察と同じ役割をしているらしい憲兵団へ行こうと声をかけてみたのだけれど。なぜかルークは私の腕うでをぎゅっと摑つかみ「やめて欲しい」と泣き出しそうな表情を浮かべ、嫌がったのだ。結局、それ以上は何も聞けずにいる。

　モニカさんは料理の仕し込こみなどもあり不規則な生活を送っているため、今は私のアパートでルークの面めん倒どうを見ていた。

「ねえ、ルーク。実はね、カードゲームを買ってきたんだ。これ、やったことある？」

「少しだけ」

「良かった！　一いっ緒しょに遊んでくれる？」

　小さく頷いてくれたルークに、笑えみがこぼれる。少しでも仲良くなりたくて、私は毎日ルークにたくさん話しかけ、一緒に遊んだり本を読んだりしていた。

「わ、また私の勝ち！」

「……もう一回、やりたいです」

「ふふ、もちろん！　今度はルークが先行でいいよ」

　さすがに倍生きているだけあって、ルールを覚えた途と端たんに私ばかりが勝つようになってしまう。意外と負まけず嫌ぎらいらしいルークの拗すねたような表情が、可か愛わいすぎて困る。

「はい、次はルークの番ね」

　ルークはとてもいい子で、一緒に暮らすのは楽しい。

　けれど、いつまでもこのままではいられないと私は頭を悩なやませていた。
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「テーブルを片づけたら、上がっていいよ。そこの皿の菓か子しも二人で食べな」

「はい、ありがとうございます！」

　そして私は変わらず、モニカさんの食堂で働き続けている。私の仕事中、ルークは二階のモニカさんの家で過ごしていた。

　片づけを終え、モニカさんが用意してくれた焼き菓が子しを持って二階へ上がる。

「ルーク、お待たせ！」

「サラ、お疲れ様です」

「ありがとう。これ、一緒に食べよう！　とっても美味おいしそうだね」

　ルークはいつも私を待っている間、机に向かい本を読んだり勉強をしたりしていた。私が子どもの頃ころなんて母に怒おこられて、ようやく鉛えん筆ぴつを手に取ったというのに。

　お手伝いもいつも進んでしてくれて、ルークは驚くほどに真面目ないい子だった。

「今日も魔法について勉強してたんだ、偉えらいね」

「はい」

　私もルークと一緒に少しずつ、このリーランド王国や魔法についての勉強を始めている。

　この世界では、人口の三割程度の人間が魔法を使えるのだという。

　魔法使いは貴重なため、十二歳の誕生日を迎むかえると国民全員、魔法省により適性があるかどうか調べられるらしい。

　大体が十二歳になる前に魔法を使えるようになるものの、力が眠ねむったままのこともあるようで、その場合は特別な魔法を用いて起こしてもらうことになっている。

　戸こ籍せき制度も完全ではないため、孤こ児じや貧ひん民みん街などで暮らす人々など、管理しきれずに見み逃のがしている魔法使いも多くいるらしく、魔法を使った犯罪も後を絶たないんだとか。

「属性魔法についての本を読んでいました」

「そうなんだ。ルークは水魔法か風魔法、ってイメージかな」

　基本は皆、地・火・水・風の四種類の属性のうちひとつを持つ。それ以外には光・闇やみがあるけれど、どちらも希少で、特に闇魔法を使える魔法使いは現在いないようだった。

　ちなみに治癒魔法が使える私は、光属性持ちだ。

　周りからはそれだけで食べていける、お金持ちにだってなれると言われたけれど、モニカさんのところで働き続けたい私はさっぱり気にしていなかった。

　たまにこの街で怪我した人をお小こ遣づかい程度のお金を貰もらい治ち療りょうしてはいたけれど、本来ならば治癒魔法というのは高額な対価を求めるものらしい。

「ルークはどんな属性魔法が使いたいの？」

「自分の身を守れるような攻こう撃げき魔法が使えたら、なんでもいいです」

「なるほど……確か、攻撃魔法は光魔法使い以外なら使えるんだよね？」

「はい、そうです」

　治癒魔法が使える光魔法使いは唯ゆい一いつ、攻撃魔法が使えないのだ。

　どうかルークが望む魔法が使えるようになりますように、と祈いのらずにはいられなかった。
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　そうしてルークと暮らし始めて半月が経った、ある日の仕事終わり。今日の夕飯は何にしようかと話しながら二人で食堂を出て、アパートへと戻ろうとしていた時だった。

「よお」

　突とつ然ぜん、私達の前に立たち塞ふさがるようにして、見知らぬ男性が現れた。見るからに怪あやしく、避さけるようにして通り過ぎようとしたけれど。

　私の少し後ろにいたルークは、ぴたりと足を止めた。

「──にい、さま」

「えっ？」

　まさかこの男性が、ルークのお兄さんなのだろうか。

　ルークの家族については結局何も分からないままで、実は明日にでもこっそり憲兵団に行って捜そう索さく願が出ていないかどうか、調べてもらおうとしていたところだった。

　無事に会えてよかったと思いながら、男性へと視線を向ける。

「よくも逃にげやがって、探すのにも金がかかったんだぞ。ま、小こ綺ぎ麗れいなまま生きててくれて助かったよ。その分も稼かせいでもらわねえとな」

「……っ」

　けれど兄と名乗る男性を前にして、ルークはひどく青あお褪ざめ、震えていた。ルークと出会ってからというもの、こんな様子は初めて見た気がする。

　嫌な予感がした私は、ルークを背中に庇かばうようにして男性と向き直った。

「おいおい。早さっ速そく女に取り入ってんのか？　その調子でカイラ様のことも頼たのむよ」

「……あの、すみません。本当にルークのお兄さんなんですか？　とてもご家族の言葉とは思えないんですが」

「時間がねえんだ、どいてくれ。おい、帰るぞ」

　その瞬しゅん間かん、私は思い切り地面に突つき飛とばされていて。痛みで動けずにいる間に、男はルークの腕を摑み、歩き出した。

「っ離はなし、て……！」

「あ？　邪魔だな」

　このまま、ルークを男の元に帰してはいけない気がする。

　そう思い男の腕を必死に摑んだところ、髪の毛を摑まれ無理やり立ち上がらされた。ブチブチと髪の毛が抜ぬける音と共に、頭皮に激痛が走る。

　見知らぬ女性相手にいきなりこんなことをするなんて、どう考えてもまともではない。間ま違ちがいなく、話が通じる相手ではなかった。

「っ兄様、やめてください……！　僕、ちゃんと行きますから！　どうかサラだけは」

「お、よく見ると綺麗な顔してるじゃねえか。この女もお前と一緒に売るのもいいな」

　──売る？

　自身の耳を疑い、痛みに耐たえながら目の前の男の顔を見上げる。

　そんな戸と惑まどいが顔に出ていたのか、男は気味の悪い笑みを浮かべ口を開いた。

「知らなかったのか？　こいつ、金持ちのババアに売り飛ばそうとしたら逃げたんだよ。前金も貰ってたから困ったわ」

「何を、言って……」

　実の兄弟にそんなことをするなんて、信じられない。

　同時に、あの日のボロボロの姿のルークを思い出す。どれほど怖い思いをして、必死に逃げてきたのだろう。そんなルークの気持ちを思うと、強い怒いかりが込こみ上あげてくる。

「あなたなんかにルークは渡さない！　ルーク、早く逃げて！」

　私はそう叫さけぶと、目の前の男の顔を肩かたに下げていた鞄かばんで思い切り殴なぐった。

　鞄の中にはルークが読んでいた分厚い本が入っていたこと、不意打ちだったことにより、男はバランスを崩くずし地面に倒れ込んだ。

「っサラ……！」

「私は大丈夫だから、早く！」

　ハッとしたように顔を上げたルークに、必死に声をかける。

「よくも、ルークを……！」

「っちくしょう、このクソ女！」

　何度も鞄を叩たたきつけ、少しでも時間を稼ごうとしたけれど、すぐにふらふらと立ち上がった男によって再び腕を摑まれてしまう。

　その顔ははっきりと分かるくらい、怒りで歪んでいる。

　やがて男がもう一方の腕を振り上げ、殴られる、とぎゅっと目を閉じた瞬間だった。

「ぐ、あっ」

　私の目の前を、何かが物もの凄すごいスピードで通り抜けた。

　それと同時に呻うめき声のようなものが聞こえ、ぐらりと男の身体が地面へと倒れ込む。

「……ルーク？」

　一体、何が起きたのだろう。

　ルークの小さな手のひらは男へとまっすぐに向けられていて、その先に倒れる男の身体には無数の氷の塊かたまりが突き刺ささっている。

　ルークが発動した魔法だと、すぐに気がついた。

「──よくも、サラを」

　なおも彼が発する氷の塊は、銃じゅう弾だんのように男の身体に打ち込まれていく。

　あまりのその勢いに、私は慌てて声を上げた。このままでは死んでしまう。

「ルーク、もうやめて！」

　けれど私の声は、ルークに届いていないようだった。

　正直、この男は死んでもいいと思うくらいには許せない。それでも、こんな小さな男の子を人殺しにするわけにはいかないと、更に大きな声でルークの名前を呼ぶ。

「ルーク！」

　私はなんとか立ち上がり、何度呼びかけても反応がないルークの元へと駆け寄ると、その小さな身体をきつく抱だきしめた。

　落ち着かせるように、何度も「大丈夫」を繰くり返かえす。

「もう、大丈夫だよ。大丈夫だからね」

「……サ、ラ？」

　そうしているうちにルークは我に返ったらしく、その視線はしっかりと私へと向けられていた。彼の周りにあった氷も消えており、ほっと胸を撫なで下おろす。

「っサラ、血が……」

　そんな中、慌てたように言ったルークの視線を辿たどれば、私の腕からは血が出ていた。

　どうやら彼の元へと向かう際に、彼の発した氷が掠かすってしまったらしい。ルークを止めるのに必死で、全く気がついていなかった。

　ルークはそんな私を見て、ぽろぽろと大おお粒つぶの涙なみだを流している。

「泣かないで、私は大丈夫だから。こんなのすぐに治せちゃうもの」

　気がついた途端にずきずきと痛み出したものの、笑みを浮かべ、すぐに治してみせる。あっという間に治った腕を見せると、ルークの瞳からは余計に涙が溢れた。

「サラ……っごめんなさい……ごめんなさい……！」

「ううん、助けてくれてありがとう。それにルーク、魔法使えたね！　良かった」

　私はそう言って笑うと、ルークの柔やわらかな紺こん髪がみを撫でた。




　騒さわぎを聞きつけた近所の人が通報してくれたことで、男は憲兵団によって逮たい捕ほされた。

　私はルークと共に事情聴ちょう取しゅを受け、男は重傷だったものの正当防衛を認められた。

　男はかなり重い刑けいになることが予想されると、事情聴取を担当していた憲兵さんが教えてくれた。この国では人身売買は重罪らしい。

　そして帰宅後、ルークから話がしたいと言われた私は彼と二人並んでソファに座り、ホットミルクを飲みながら話を聞くことにした。

「……今まで、色々と隠していてごめんなさい。家に帰されると思って、言えなくて」

「ううん。大丈夫だよ」

　ルークは長い睫毛を伏ふせると、静かに口を開いた。

「僕はエイジャー男だん爵しゃく家の人間です。数年前までは、優しくて仲のいい両親の元で幸せに暮らしていました。けれど母が突然馬車の事故で亡なくなり、父は心を病やんでしまって……そんな父の弱さにつけ込み、やってきたのが義母や義ぎ兄けい達でした。やがて彼らは父が流行はやり病で亡くなったのをいいことに豪ごう遊ゆうし、家はあっという間に借金まみれになりました」

　元々さして裕ゆう福ふくなわけでも、力があるわけでもないエイジャー男爵家はこのままでは没ぼつ落らくしてしまう。そう思ったルークは、必死に彼らを止めたという。

　けれどあの義兄はルークの話を聞き入れないどころか、邪魔な彼を売り飛ばせば一石二鳥だと、美少年好きの貴族女性へ大金と引ひき換かえに養子に迎える契けい約やくをしたらしい。

「売られる直前、なんとか逃げ出した先で手持ちのお金も奪うばわれて……」

　命からがら逃げ出して一週間ほど経った頃、森を彷徨さまよっていた時に崖がけから落ちてしまい、あの怪我をしたようで。その後、私に拾われたのだとルークは言った。

　ルークには何か事情があるのかもしれないと思っていたけれど、こんなにも辛つらい経験をしていたことを知り、胸が痛んだ。

　売られそうになる前も、家の中で彼がいい扱あつかいを受けていなかったことは明らかだった。

「話してくれてありがとう。辛かったね」

　そっと手を伸ばして、ルークを抱きしめる。すると控ひかえめに背中に腕が回された。

「──家に、帰りたくない」

　やがてルークは消え入りそうな声で、そう呟つぶやいた。

　あの義兄がいなくなったところで、まだ家にはルークに酷いことをした義母達がいるのだ。そんな場所にルークを帰すのは絶対に嫌だった。

「ねえ、ルーク。良かったら、これからもここで一緒に暮らさない？」

「……いいん、ですか？」

「もちろん。私もルークがいてくれたら嬉うれしいもの」

　するとぱっと顔を上げたルークの目には、みるみるうちに涙が溜たまっていく。

「っ僕も、サラと一緒に、暮らしたい……」

「本当に？　良かった」

　柔らかな紺髪を撫でれば、太陽のような金色の瞳からはぽろぽろと大粒の涙が溢れた。

「これからもよろしくね、ルーク」

　二十歳になったばかりの私はつい最近まで自分が子どもだったようなもので、子どもの育て方だって、この世界のことだって分からないことばかりだけれど。

　それでもこの子を守ってあげたいと、強く思った。

「……サラ、ありがとう」

　そして私達は二人寄り添そったまま、いつの間にか眠ってしまったのだった。




　それからというもの、私とルークとの距きょ離りは縮まったように思う。

　親鳥の後を追う雛ひなのように、常に私の後をついてくるのだ。私も懐なついてくれ始めたルークが、可愛くて仕方なくなっていた。

「また勉強してるの？」

「はい。魔法の扱い方を学んでいました」

「わあ、偉いね！　きっと努力家のルークはすごい魔法使いになれるよ」

「ありがとうございます。……サラを、守れるようになりたいんです」

　魔法に関する分厚い本をぎゅっと抱きしめて頰ほおを赤く染め、照れたように呟くルークの可愛さに、胸が締しめつけられる。もはや尊い。

「ありがとう。すごく嬉しい！」

　そう告げれば、出会った頃よりもふっくらとしてきた柔らかな頰は、更に赤く染まる。

　今まで辛い思いをしてきた分、ルークのために私にできることはなんでもしてあげたい。

　そう、心の底から思った。
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　事件から一週間が経った、ある日の昼下がり。ランチでやってきていたお客さんが全て捌はけ、黙もく々もくとテーブルを拭いていた私は内心頭を悩ませていた。

「……私がルークにしてあげられることって、何があるだろう」

　何かしてあげたいとは思ったものの、実際に何をすればいいのか分からないのだ。

　そうしているうちに来客を知らせるドアベルが鳴り、私は「いらっしゃいませ」と顔を上げる。するとそこには、昔からの常連だという男性客の姿があった。

　いつもの定食を頼んだ男性は「今日もモニカの料理は美味しいな」と料理を食べていたけれど、やがて「ああ、そうだ」と私へ視線を向けた。

「確かサラちゃんは、光魔法を使えるんだったね。治癒魔法を使って働いてみようと思ったことはないかい？」

「治癒魔法を使って、ですか？」

「うん。僕の古い友人が経営している王都の病院で、人手が足りず困っているようなんだ。給料もかなりいいはずだから、ここの休みに働くのはどうかなと思って」

　大体の給料を聞いてみたところ、「えっ」という声が出てしまうような高額だった。治癒魔法の貴重さを改めて実感していた私はふと、ひとつの考えが浮かんだ。

　──今の私がルークにできるのは、少しでもお金を貯ためておくことではないだろうか。

　子どもを育てるのにはお金がかかると言うし、何よりお金はいくらあっても困らない。

「あの、詳くわしく話を聞いてもいいですか？」

　その後、男性から話を聞き取り次いでもらった私は、翌週の食堂の休みから早速、病院でのバイトを始めることになった。
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　私達が住んでいる街から王都へは馬車で三十分ほどで、片道一時間半の通勤電車に揺ゆられていた頃に比べれば楽なものだ。

「サラさん、こちらの患かん者じゃもお願いします！　急いで！」

「は、はい！」

　バイトを始めてから、あっという間に一ヶ月が経つ。

　習うより慣れろとはよく言ったもので、忙いそがしすぎる環かん境きょうの中、がむしゃらに魔法を使い続けていた結果、かなり魔法をコントロールできるようになった気がする。

　そして驚いたのが、自身の治癒能力の高さだった。

「もしかすると、サラは国内でも五指に入る光魔法の使い手かもしれません」

　私が勤めるナサニエル病院の医院長であるエリオット様は、そう言って微ほほ笑えんだ。

　美しく長いグレーの髪を後ろで結んでいる彼は、眼鏡がよく似合うかなりの美形で。年齢は私よりも一回り上で、優しいお兄さんという雰囲気を身に纏った素す敵てきな男性だ。

　そんなエリオット様が言うには、私は他の職員に比べて魔ま力りょく量が遥はるかに多いらしい。確かにいくら魔法を使って治療をしても、全く疲れないのだ。

　治癒スピードに関しても、働きながら先せん輩ぱい方がたの様子を側そばで見ているうちに、自身がずば抜けて速いことにも気がついていた。

「やはり渡り人は、特別なんでしょうね」

　エリオット様には、私が渡り人であることもこっそりと話してあった。博識な彼は右も左も分からない私に、たくさんのことを教えてくれている。

　これほどの能力を持つ渡り人だと国にバレてしまえば、王国魔ま術じゅつ師しとして国のために力を使うよう強制される可能性もあるという。そうなれば今まで通りの食堂で働く生活はできなくなるため、隠しておくべきだという彼のアドバイスを私はしっかりと守っていた。




　仕事を終えて家へ戻ると、私の帰宅時間に合わせて食堂から帰ってきていたルークが、玄げん関かんで出で迎むかえてくれた。

「おかえりなさい、サラ」

「ただいま。今日もたくさんお給料をいただいたから、明日は本を買いに行こうね」

「……いつも、すみません」

「謝らないで。私はルークが喜んでくれるのが一番嬉しいんだから」

　そう言って頭を撫でると、ルークはなぜか泣きそうな、思おもい詰つめたような顔をした。

「僕も働きます」

「えっ？　どうしたの急に」

「サラはいつも働いてばかりいるし、お金が足りないんでしょう？」

「ち、違うの！　どうしても欲ほしいものがあるだけで、普ふ通つうに暮らす分にはなんにも困ってないよ。むしろ余よ裕ゆうがあるくらい。心配をかけてごめんね」

　最近は週に一回だった病院でのバイトを、更に増やしていたのだ。ルークにそんな心配をかけてしまっていたなんて、と猛もう省せいする。

　──どうして急に仕事を増やしたかと言うと、実はルークのためだった。

　リーランド王国では魔法が使える子どもは皆、十二歳になると魔法学院に通うという。

　この国は、貴族社会と言えど実力主義でもあった。平民でも能力があれば評価され、重宝される。特に魔法使いは、仕事に困ることはないらしい。

「魔法さえ使えれば無む償しょうで国立魔法学院に通えますが、やはり王都にあるテレシア学院とは、何もかも雲うん泥でいの差がありますね。卒業後の進路の選せん択たく肢しもかなり変わるかと」

「なるほど……」

　先日、テレシア学院の卒業生であるエリオット様にも相談したところ、やはり名門であるテレシア学院に通わせた方が、間違いなくルークの将来のためになるとのことだった。

　初めてで水魔法の上位である氷魔法を使えたルークは、絶対にテレシア学院へ行き、その才能を伸ばすべきだ。きっと彼なら、すごい魔法使いになれるはず。

　テレシア学院に通うためには高額な学費が必要で、入学まであまり時間はない。

　とは言え、モニカさんの食堂と病院でのバイトで稼いだお金を合わせれば、なかなかの額になる。思いのほか、早く学費は貯まりそうだった。
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　ルークと出会ってから、あっという間に四ヶ月が経った。

「今日の夕飯はね、ルークの好きなパスタだよ」

「サラが作ってくれる料理は、全部美味しくて大好きです」

　夕食を作っている私に、ルークはぴったりとくっついている。最近は以前よりも更に懐いてくれたようで、すごく嬉しい。

「本当に？　いいお嫁よめさんになれるかな？」

「……お嫁、さん」

　調子に乗った私がそう言うと、ルークは何かを考え込むような表情を浮かべた。

「サラはどんな人が好きなんですか？」

「えっ？　好きな男性のタイプってこと？」

「はい、そうです」
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　まさかルークから、そんな質問をされるとは思っていなかった。

　姉ポジションの私としては色々教えてあげたいと思うけれど、恋れん愛あいに関しては初心者以下のため、自身の好きなタイプというものもいまいち分かっていない。

「ごめんね、ルーク。実は私、そういうのよく分からなくて……」

「どうしても大人の女性が好きな男性を知りたいんです。お願いします、サラ」

「うっ」

　ルークにキラキラとした瞳で上うわ目め遣づかいをされて、私がお願いを断れるはずなんてない。私はしばらく頭を悩ませた後、「ええと」と口を開いた。

「顔がかっこよくて、背が高くて、頭が良くて強くて、お金持ちな人とか……？」

「……顔がかっこよくて、背が高くて、頭が良くて強くて、お金持ちな人」

　その結果よくいる恋愛漫まん画がの主人公を思い浮かべながら、思いついたことをぽろぽろと口に出してみたのだけれど、そんな適当な答えをルークは真しん剣けんな顔で復唱している。

　このままではなんだか良くない気がした私は、慌ててつけ加えた。

「あ、でもやっぱり優しいのが一番だと思うよ！　私も優しい人が好きだな」

「優しい人……分かりました、ありがとうございます」

　母も父の優しいところが一番好きだと言っていたし、私も優しい人は好きだ。

「まずは今日から、牛乳をたくさん飲むようにします」

　やがてぱっと顔を上げたルークはなぜか、苦手だった牛乳を飲むと宣言してくれたのだった。




「もうすぐ試験だね。勉強の方も順調？」

「はい。大丈夫だと思います」

「そっか。ルークはいつも頑がん張ばっていて偉いね」

　やがて出来上がった夕食を食べながら、そんな会話をする。ルークはもうすぐ、テレシア学院の入学試験を控えているのだ。

　魔力検査と筆記試験の両方があるようで、簡単ではないと聞いている。けれどきっと、ルークなら大丈夫だろうという確信があった。

「合格したらお祝いしなきゃね。あ、何か欲しいものとかある？」

　しばらくルークは考え込むような様子を見せていたけれど、やがてぽっと頰を赤く染めて「あの、サラ」と口を開いた。

「僕がもし合格したら、デートしてくれませんか」

「えっ？」

　想像もしていなかったお願いに、私は間の抜けた声を漏らしてしまう。

　デートなんて言葉、いつの間に覚えたのだろう。きっと意味はあまり分かっていないだろうけど、その相手に私を誘さそってくれたのは嬉しい。

「うん、いいよ。楽しみにしてるね」

「っはい、頑張ります。約束です」

「うん、約束ね」

　照れたようにはにかむルークがあまりにも可愛くて、幸せな笑みがこぼれた。




　その後、寝る支し度たくを済ませた私達は一緒にベッドに入った。

「そう言えばルークって、将来の夢とかってあるの？」

「特にはありませんが、安定して稼げる職業に就つきたいです」

「なるほど……！　さすがルーク、堅けん実じつだね」

「大人になったらしっかりとお金を稼いで、サラに色々な物を買ってあげたり、楽な暮らしをさせてあげたりしたいんです」

　やがて返ってきた可愛すぎる回答に感動した私は、ついルークの頭を撫でた、けれど。

　──ルークが大人になった時に、私はこの世界にいるのだろうか。

　そんな疑問を、ふと抱いだいてしまった。

　私はいつ元の世界に戻れるのだろう。

　一応、突然戻ってしまった時に備えて、ルークの今後についてや、貯めてあるお金の置き場所を記した手紙はモニカさんに渡してあった。

　今の私はこの世界にも、この世界の人々にも愛着が湧わいている。それでも、元の世界には家族や友人だっているのだ。帰りたいと思うことだって、もちろんあった。

　向こうでは今、私はどうなっているのかという不安もある。

「……サラ？」

　色々と考えているうちに黙だまってしまっていた私を、ルークは心配そうな表情を浮かべて見つめていて。我に帰った私は、すぐに笑顔を向けた。

「ルーク、ありがとう。楽しみにしてるね！」

　とは言え、元の世界に戻る日が来るとしても、まだまだ先のような気がしていた。なんの根こん拠きょもないままに、きっと数年は先だろうと私は思っていたのだ。




　けれどルークとの別れは、思っていたよりもずっと早くやってくることになる。
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　ルークと共に暮らし始めて五ヶ月、こちらの世界に来て半年が経たった。

　私は相変わらず、食堂と病院で働く忙いそがしい生活を送っている。

「それでは、先に行っていますね」

「うん。気をつけて」

　玄げん関かんでルークを見送った私はリビングへと戻もどり、のんびりと出かける支し度たくを始めた。

　今日はいよいよ、テレシア学院に無事合格したルークとのデートの日なのだ。

　ルークは先に家を出て色々と準備をする必要があるらしく、私は今から一時間後に家を出て、待ち合わせをすることになっている。

　何日も前から張り切っていたルークが可か愛わいくて、私も今日をとても楽しみにしていた。

「よし、こんな感じかな」

　軽く化け粧しょうを済ませた後、私は棚たなにあったピンクの腕うで時ど計けいへと視線を向けた。

　この世界に来た時につけていたもので、亡なくなった祖母から譲ゆずり受うけた大切な宝物だ。

　汚よごれたり壊こわれたりしないよう仕事にはつけていかずにいたため、ずっと棚にしまったままになっていた。今日はせっかくのお出かけだし、久しぶりにつけてみようと手に取る。

「……あれ？」

　すると、時間がかなりズレていることに気がついた。そして調整しようと、何気なく竜りゅう頭ずをくるりと回した時だった。

　突とつ然ぜん、目の前の景色がぐにゃりと歪ゆがんだ。同時に身体からだが、眩まぶしいほどに光り出す。

　──私は、この感覚を知っている。

「えっ、うそ……！」

　もしかして、と思った時にはもう、目の前が真っ白になっていて。浮ふ遊ゆう感に包まれた私は、あまりの眩しさにきつく目を閉じた。
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　ゆっくりと目を開けると、そこは少しの懐なつかしさすら覚える私の部屋だった。

　テレビからは、子ども向けのアニメのエンディングテーマが聞こえてくる。

「私、本当に元の世界に戻ってきちゃったんだ……」

　──渡わたり人びとは急に現れて、急に消える。

　そう分かっていたはずなのに、こんなにも早くその日が来るとは思わなかった。しかもそれが楽しみにしていたデートの日だなんて、あんまりだと思う。

「もっと、ルークと一いっ緒しょにいたかったな……」

　ルークの入学式だって見に行きたかったし、遊びに行く約束だってたくさんしていたのに。

「……ごめんね、ルーク」

　きっと、いつまでも待ち合わせ場所に現れず、急にいなくなった私を心配してくれるに違ちがいない。いなくなった後の準備をほとんど終えていたのが、唯ゆい一いつの救いだろう。

　もうルークやモニカさんに会えないと思うと、寂さびしさで視界が涙なみだでぼやけていくのを感じていた私はふと、違い和わ感かんに気がついた。

　……半年も経っていたら、コンビニ払ばらいにしていた電気など止まっているはず。

　それに、私は元々マメな方ではないけれど、半年も誰だれとも連れん絡らくがつかなければ、行ゆく方え不明扱あつかいになっていてもおかしくない。

　母にこの部屋の合あい鍵かぎも渡してあるものの、誰かが来た様子もなかった。

　慌あわててスマホを探せば、充じゅう電でん器きに繫つながれたままで、すぐに画面は明るくなる。そして画面には十五件の着信履り歴れきと、三十件ほどのメッセージが表示されていた。




「──えっ？」

　けれど、何よりも驚おどろいたのはその日付で。

　私が異世界へ行ってしまった日から、一ヶ月ほどしか経っていなかった。
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「ごほっ、もう、埃ほこりがひっどい……」

　お盆ぼん休み、実家に帰省していた私は朝から晩までごろごろしていたところ、見かねた母に物置の掃そう除じを頼たのまれてしまった。

　三食昼ひる寝ね付きの生活をさせてもらっているため、掃除用具を手に大人しく物置へとやってきたものの、長年放置されていたようで清すが々すがしいほどに汚よごれている。

　逆にやる気が出てきてしまい、腕うでまくりをした私は張り切って掃除を始めた。

「……あれ、この時計」

　小一時間ほど経たった頃ころ、重なった段ボールを覗のぞき込んだ私は、祖父の遺品の中に見覚えのあるマークのついた箱を見つけた。ボロボロの箱を開けてみたところ、中には祖母から貰もらったものと同じ時計が入っていた。どうやら二人は、お揃そろいで持っていたらしい。

　祖母に貰った時計は、異世界に置いてきてしまったままだ。

「もう、三年も経つんだ」

　この世界に戻もどってきた後、異世界に行っていたと言ったところで、誰だれ一人ひとり信じてくれなかった。当然と言えば当然だろう。私だって絶対に信じない。

　当時就職活動中だった私も今では無事に再就職が決まり、平へい穏おんな暮らしをしている。

　就活で忙いそがしいと周りに言ってあったお蔭かげで一ヶ月の間連れん絡らくがつかなくても、さほど心配されることもなかった。失しっ踪そう扱あつかいといった大事になっていなくて、本当によかったと思う。

「ルーク、元気かな」

　十一歳だった彼は今いま頃ごろ、十四歳になっているはず。テレシア学院で一いっ生しょう懸けん命めい、魔ま法ほうを学んでいる頃だろう。そんな姿を想像するだけで、思わず笑えみがこぼれる。

　彼も私のことを、たまには思い出してくれているだろうか。しっかりとご飯を食べてよく眠ねむり、健康的に成長しているだろうか。

　ルークは今、笑っているだろうか。

　彼くらいの年頃の子どもを街中で見かける度たびに、ルークやあの異世界で出会った優やさしい人々に思いを馳はせる日々を送っていた。

「……会いたい、なあ」

　ルークは、どんな大人になるんだろう。できることなら、側そばで成長を見届けたかった。

　そんな叶かなわない願いを抱いだきながら、埃まみれの時計を手に取ってみる。

「また竜りゅう頭ずを回したら異世界に行けたり、なーんて」

　そうして、あの日のようにふざけて竜頭をくるりと回した時だった。

　突とつ然ぜんぐにゃりと、目の前の景色が歪ゆがんだ。

　自身の身体からだが、眩まばゆい光と浮ふ遊ゆう感に包まれていく。懐なつかしい感覚にまさか、と思った時にはもう、目の前の景色は変わっていて。

　気がつけば私は薄うす暗ぐらい路地裏のような場所で、見知らぬ柄がらの悪い男達に囲まれていた。

「……あれ？　ええと」

「なんだコイツ？　いきなり出てきたぞ。魔法を使ったのか？」

「お、なかなか可か愛わいいじゃん」

　──お願いだから、ちょっと待って欲しい。

　何が起きたのかはよく分からないけれど、自身が今、良くない状じょう況きょうにあるということだけはなんとなく理解した。

「なあ、俺らと遊ばねえか？」

「け、結構です！」

　とにかく危険を察知した私は、全速力でその場から走り出していた。

　待て、という声が背中越ごしに聞こえてくるけれど、がむしゃらに走り続ける。

「ほんと、なんなの……!?」

　追っ手の声がすぐ後ろまで来ていて、冷ひや汗あせが止まらない。私は一体どうして、こんな目に遭あっているんだろう。

　必死に走り続けているうちに、路地裏を抜ぬけた先に人ひと影かげを見つけた。その服装は騎き士しそのもので、先さき程ほどから感じていた予感が正しかったことを知る。

「た、助けてください！」

　顔も見ず、縋すがりつくように騎士男性の背中に隠かくれる。

　なんとなく状況を飲み込んだのか、騎士の男性は追いかけてきた男達へ視線を向けた。

「……お前達、何をしている？」

「べ、別にただ声をかけただけだ」

「チッ、騎士様のご登場かよ、行こうぜ」

　すると予想通り男達は騎士の姿を見るなり、ばつが悪そうに慌あわてて去っていく。

「あの、いきなりすみませんでした。とても助かりました」

　ほっと安あん堵どした私は顔を上げて、お礼を言いながら男性に向き直る。

　その顔を見た私は、思わず息を吞のんだ。

　彼は同じ人間とは思えないくらい、綺き麗れいな顔をしていたからだ。

「────」

　そして彼もまたなぜか、私の顔を見た瞬しゅん間かんひどく驚おどろいたような表情を浮うかべていた。

　思わず見み惚とれてしまっていた私は我に返ると「あの」と口を開いた。

「もしかしてここって、リーランド王国ですか？」

「はい、そうです」

「やっぱり……」

　先程感じたあの感覚は、やはり異世界と元の世界を行き来した時のものだったようで。

　どうやら私は、二度目の異世界へと来てしまったらしい。

「ええと、リリンスって港町はこの辺りにありますか？」

　とにかく、まずはモニカさんのところへ行こうと決める。

「ここがリリンスですが、何か用事でも？」

「はい。私、ハワードさんという人のところへ行きたくて」

　そう答えた途と端たん、目の前の男性は切れ長の瞳ひとみを驚いたように見開いて、なぜか思い切り私を抱だきしめた。
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「やはり、サラなんですね……！」

　いきなり見知らぬ超ちょう絶ぜつイケメンに抱きしめられたことで、戸と惑まどってしまう。けれどすぐに、どうして彼は私の名前を知っているんだろう、という疑問を抱いた。

「あ、あの、すみません。どちら様でしょうか？」

　以前この世界に来た時にも、彼と知り合った覚えはなかった。こんな美形、一度会えば絶対に忘れないはず。

　そんな彼はほんの少しだけ離はなれると、至近距きょ離りで私を見つめた。美しい黄こ金がね色いろの瞳は、はっきりと分かるくらいに熱を帯びている。

「俺のこと、忘れてしまいましたか？」

「えっ？」

　やはり私を知っている口ぶりで、どこで知り合っただろうと首を傾かしげる。そしてふと彼の耳元で光るピアスへと視線を向けた瞬間、私は自身の目を疑った。

　──だって、あれから三年しか経っていない。そんなこと、あるはずがないのに。

　そんな私の考えを見み透すかしたように、彼は誰よりも綺麗に微ほほ笑えんでみせた。

「久しぶりですね、サラ」

「……もしかしてルーク、なの？」

　はいと深く頷うなずいた彼の表情は、今にも泣き出しそうなものへと変わっていく。

「どうして、ここに」

「この十五年、毎日のように貴方と過ごしたこの街へ来ていましたから」

　当たり前のようにそう言うと、彼は金色の瞳を柔やわらかく細め、愛いとおしそうに微笑んだ。

　彼は今、十五年と言ったけれど、私が戻ってきたのは間ま違ちがいなく三年ぶりだった。

「やっぱり、時間の流れが違う……？」

　前回のことを考えると、やはりこちらの世界と元の世界では、時間の流れが違うのかもしれない。五倍ほどこちらの世界の世界の時間が早いとするのなら、辻つじ褄つまが合う。

　──本当に、この人がルーク、なのだろうか。

　そんな疑問を胸に、私は目の前の男性を見上げた。その耳元では、私が三年前にこの世界に来た時につけていたものと、色も形も全く同じピアスが輝かがやいている。

　私の知っている彼は、守ってあげたいと思うほど小さくて細い、十一歳の子どもだった。

　けれど目の前にいる彼は既すでに二は十た歳ちを超こえているだろうし、背せ丈たけだって私よりも頭ひとつ分は高い。その上、細身ながら引ひき締しまった身体つきをしていた。

　それでも、深い海の底のような青い髪かみに蜂はち蜜みつ色の瞳だけは、あの頃と変わっていない。この世のものとは思えないくらいに、目の前の彼は綺麗だった。

「……どうして」

　戸惑う私の口は、先程と同じような問いを紡つむいでしまう。

　すると誰よりも美しい笑みを浮かべた彼は、まるで王子様のようにその手を私に差し出して、答えたのだ。




「貴女あなたに、会いたかったからです」と。
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　それから私達は、大通りに向かって歩き始めた。未いまだに隣となりにいる彼があの小さくて可愛かったルークだなんて、信じられない。

「ねえ、ルーク」

「はい。なんでしょう、サラ」

　早さっ速そく名前を呼んではみたものの、やはり違い和わ感かんしかなかった。その上、名前を呼ぶだけでいちいち嬉うれしそうにするものだから、なんだか落ち着かない。

「本当に大きくなったね。びっくりしちゃった」

「俺もサラが何も変わっていないので、とても驚きました」

　今頃、三十五歳になっているはずの私の姿は、あの頃とほとんど変わっていないのだ。ルークが驚くのも当たり前だろう。

「今、何歳になったの？」

「二十六歳になったばかりです」

　十一に十五を足せば二十六になる。そんなことは小学生でも分かるし、聞くまでもないことだった。けれど改めて彼の口から聞くと、かなりの衝しょう撃げきで。

　弟のように思っていた存在が、突然年上になってしまったのだ。正直、今後どういう立ち位置で行けばいいのか、私は分からなくなっていた。

「すみません、サラ。女性に年ねん齢れいを聞くのは失礼だと分かってはいるんですが、サラは今、おいくつになられたんですか？」

　ルークよりも年下になってしまったのはかなりショックで、あまり年齢は言いたくなかった。けれど噓うそをつくわけにもいかず、私はしぶしぶ口を開く。

「……二十三歳に、なりました」

　そう答えた瞬間、金色の瞳がひどく驚いたように大きく見開かれ、やがてルークは口元を押さえ俯うつむいた。

　姉のように慕したっていた女性が、突然年下になってしまったのだ。やはり、ルークもショックだったのかもしれない。

「ごめんね、ルーク。やっぱり変だし、嫌いやだよね」

「いいえ、そんなことはありません。俺はむしろ」

「ルークが、三個上か……」

　まさかルークと年齢差が逆転する日が来るなんて、想像すらしていなかった。再会できた喜びを感じつつ、幼い日のルークを思い出しては少し切ない気持ちになってしまう。

「……あれ」

　そんな中、ぴりっとした痛みを感じて視線を向ければ、先程逃にげている最中に擦こすったのか、膝ひざから少しだけ血が出ていた。

　本当に異世界に戻ってきたのなら、魔法も使えるのかもしれない。そう思った私は、右手を膝に向ける。三年ぶりに治れと心の中で念じれば、一いっ瞬しゅんで元通りになっていた。

　魔法が使えたことで、一気に戻ってきた実感が増していく。

「本当に、サラ、なんですね」

　その様子を見ていた彼も、そんな感想を抱いたらしい。

「ふふ、そうだよ。ねえ、モニカさんは元気？」

「変わらず元気ですよ。……ところで、モニカの家に行った後はどうするんですか？」

「モニカさんが元気で良かった！　実は私は、ついさっき戻ってきたばかりだから家もお金もなくて、まずはモニカさんを頼たよろうと思ってたの。十五年も経ってるし、さすがに私の家なんてもうないよね……？」

「そうだったんですね。あのアパートなら、サラが消えた日からずっとそのままです。掃除もこまめにしてありますから、安心してください」

　まさかのまさかで、ルークはまだあの部屋を借りたままらしい。

「えっ？　だって、家賃とか」

「俺が払はらっています。大切な場所ですから」

「ル、ルーク……！」

　彼は私と一いっ緒しょに暮らしていたあの部屋を、ずっと大切に思ってくれていたようで。嬉しくて涙なみだが出そうだった。

「良かったら、そこに泊とまってもいい？」

　そう尋たずねるとなぜかルークはとても嬉しそうな、輝くような笑みを浮かべた。

「サラ、どうか俺の家に来てください。あの部屋はこまめに掃除をしてあるとは言え、生活用品などはないですから。不便なはずです」

「そんな、でも迷めい惑わくをかけるわけには」

「俺はサラに、返しても返しきれないほどの恩があるんです。一生、面めん倒どうを見ても足りないくらいですよ」

　どうかお願いです、と請こうように何度も言われてしまい、私は結局お言葉に甘えてルークの家でお世話になることにした。

　もう日も暮れ始めており、モニカさんを訪ねるのは明日にしようとルークに提案された。ちょうど彼は明日、仕事が休みらしく連れて行ってくれるらしい。

　それにしても、一生面倒を見ても足りないなんて大おお袈げ裟さだ。なんて義ぎ理り堅がたい子なのだろう。嬉しいけれど、あまり重く考えないで欲しかった。

「近くに馬車を待たせてあるので、行きましょう」

「うん、よろしくお願いします」

　そうして私達は再び歩き出したけれど、ひとつだけ気になることがあった。

「あの、ルーク、手が」

「手がどうかしましたか？」

　なぜか彼の左手は、しっかりと私の右手を絡からめ取っていたのだ。あまりにも自然すぎて、反応が遅おくれてしまった。ルークはと言うと、変わらずに涼すずしげな顔をしている。

「ルークはもう大人なんだし、手は繫つながなくても……」

「十五年ぶりなんですよ？　本当はもっと触ふれたいくらいです」

　ルークは繫いだ私の手ての甲こうにキスを落とすと、眩まぶしいくらいの笑みを浮かべた。

「ちょ、ちょっと！　ルーク！」

「っはは、ほら、行きましょう？」

　急に現れたイケメン男性に思わずドキッとしてしまったものの、悪戯いたずらっぽく笑う顔は、あどけないあの頃のルークを思い出させた。

　見た目は成長したけれど、ルークはルークなのだ。変に意識する方がおかしい。

　そう思うと、こうして手を繫ぐことにも違和感がなくなっていく。当時だって、いつも仲良く手を繫いで歩いていたのだ。ルークはきっと今もそんな感覚なのだろう。

　私の見た目はほとんど変わっていないのだから、尚なお更さらだ。

「ふふ、ルークは変わってないね」

「いいえ」

　つい嬉しくなってそう言ったものの、なぜかルークはぴしゃりとそう言ってのけた。

「先は長そうです」

「…………？」

　そんな会話をしながら向かった先にあったのは、豪ごう華かで大きな馬車だった。これもルークの所有物らしく、また驚いてしまう。

　どれだけ出世をしたら、こんな馬車を買えるようになるのだろうか。

　彼の完かん璧ぺきなエスコートを受けて馬車へと乗り込み、向かい合う形で座る。こうして改めて見ても、ルークは驚くほどに格好いい。眺ながめているだけで視力が上がりそうだった。




　ルークの住む家は王都にあるらしく、着くまでの間、私はひたすら彼の話を聞いていた。

　私が消えた後、モニカさんのところへ行ったこと。テレシア学院の入学まで、食堂で手伝いをしながらあのアパートで暮らしていたこと。

　それから六年間学院で魔法を学び、首席で卒業後、騎士団に入ったこと。前線で魔ま獣じゅうと戦い続け、今では国一番の水魔法の使い手になったこと。その結果、騎士団では師団長になったこと、先日男だん爵しゃくの位を貰ったことを一気に聞いたのだけれど。

　あまりにもすごすぎて、アニメの主人公か何かかと思った。優ゆう秀しゅうの域を超えている。

「すごく頑がん張ばったんだね、本当に本当にすごいよ！」

　そんな彼の姿を見ることができて、心の底から嬉しかった。

「全て、サラのお蔭です」

「えっ？」

「サラがいなくなって初めて、どれほど貴女が俺のために尽じん力りょくしてくれていたかを知りました。そのお蔭で今の俺がいます。いくらお礼を言っても足りないくらいです」

「ううん、そんなことない。全部ルークが頑張ったからだよ」

「そもそもサラがあの日助けてくれなければ、俺は死んでいました。貴女は俺の恩人だ」

　ルークは両手で私の手をぎゅっと包むと、真しん剣けんな眼まな差ざしをこちらへと向けた。

　こうして感謝してくれるのは、もちろん嬉しい。けれど全て私が勝手にやったことなのだから、あまり気にしないで欲しかった。

　なおも向けられる熱い感謝の視線が落ち着かなかった私は、話を変えてみることにした。

「そうだ、もう二十六歳なんだし、今は恋こい人びととかい」

「いません」

　私の問いと被かぶるほどの即そく答とうだった。それにしても、意外すぎる。

「ルークはこんなに格好よくて、なんでもできるんだもの。それはそれはモテるでしょう？」

「……サラから見て俺は、格好いいんですか？」

　信じられないといった表情を浮かべる彼に、質問に質問で返されてしまう。

　一体どこに驚くポイントがあっただろうかと思いながらも、「もちろん」と私は頷いた。

「格好いいと思うよ。すっごく格好いい」

　私が二十三年間生きてきた中で、今の彼は間違いなく一番のイケメンなのだ。

　思ったことをそのまま伝えると、ルークの整いすぎた顔は、はっきりと分かるくらいに赤く染まっていた。照れ屋さんなのも、今も変わっていないらしい。

　それから彼はしばらく何かを考え込むような様子を見せた後、形のいい唇くちびるを開いた。

「俺は、格好いいんですよね」

「それはもう。昔から綺麗な顔をしてたけど、びっくりしちゃった」




「今は身長も百八十五センチあります」

「わあ、そんなに伸のびたんだ。牛乳、たくさん飲んでたもんね」




「テレシア学院も首席で卒業しましたし、国で一番の水魔ま法ほう使つかいになりました。騎士団の中でも上位の強さです」

「頭も良くて強いなんて、本当に本当にすごいよ！　ルーク、頑張ったんだね。国で一番だなんて、なんだか遠い人になっちゃったみたい」




「金も、かなり稼かせぎました。これからも稼ぎます」

「さすがだね、頼もしいよ。お金はいくらあっても困らないからね」

　そしてなぜか突然、自己アピールタイムが始まったのだ。

　初めはどうしたのだろうと不思議に思ったけれど、気づいてしまった。

　もしかするとルークは、ただ褒ほめられたかったのではないだろうか。彼のことを家族目線で褒める人など、モニカさんと私しかいないのだから。

「これだけでは、まだ駄だ目めですか？」

「まさか。理想の男性像って感じだと思うよ！」

「……それなら、良かったです」

　そう呟つぶやくと、ルークは照れたように視線を窓の外へ向けた。やはり、褒められて嬉しかったのだろう。相変わらずルークは誰よりも可愛いと、笑みがこぼれた。

「明日はモニカのところへ行った後、街中で色々と生活に必要な物も買い揃えましょう」

「うん、ありがとう」

　モニカさんに会えると思うと、本当に嬉しかった。私を救ってくれた人であり、第二の母親のような人なのだから。

「そうだ、お金は今はないけどまた稼いだら返すから」

　そう告げれば、ルークは「サラ」と名前を呼び、責めるような視線を私へ向けた。

「サラが俺に残してくれたお金、いくらあったと思ってるんですか？　そんなことを気にするのはやめてください」

「ご、ごめんなさい」

「はい、分かってくれればいいんです」

　にっこりと微笑んだ彼に、ついつい小さく頭を下げる。なんだか早速、立場が逆転しているような気がしてならない。姉の矜きょう持じはどこへ。

「これから、俺は人生をかけてサラに恩返しをしますから」

「あ、ありがとう……？」

　本当にルークは大袈裟だなあと思いつつも、こんなにも義理堅い子に育ったのだと知り、私は親のような気持ちで嬉しく思っていたのだった。
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「サラ、着きました。お手をどうぞ」

「ありが……ええっ？」

　ルークにエスコートされて馬車を降りた私はその場に立たち尽つくし、言葉を失った。

　そこにあったのは、驚くほどに大きなお屋や敷しきだったからだ。

「……こ、これがルークの家？　こんな大きな家に、一人で住んでるの？」

「はい。これからはサラと二人ですけど」

　ルークは私の手を握にぎったまま、屋敷へと歩いていく。すぐに出で迎むかえてくれた執しつ事じらしき男性は、私達を見た途端、呆あっ気けにとられたような表情を浮かべた。

　主人が見知らぬ変な服の女と手を繫ぎ帰ってきたのだ、当然の反応だろう。

「ルーク様、お帰りなさいませ。そちらの方は……？」

「俺の一番大切な女性だ。手厚くもてなすように」

「かしこまりました」

　さらりと「一番大切な女性」と言われたことに驚きつつ、屋敷の中へと通される。

　屋敷内もそれはそれは立派で、昔一緒に住んでいたアパートの部屋が、何十個も入りそうな広さだった。貴族になったとは聞いたけれど、なんだか不思議な気分になる。

　広すぎる広間にてルークと向かい合うようにして座ると、美人メイドがすぐにお茶を出してくれた。なんというか、すごく貴族という感じがする。

「ルーク、本当にすごいんだね。びっくりしちゃった」

「この屋敷も、知人に安く譲ゆずってもらっただけですよ」

「こんな広いところに一人なんて、寂さびしくない？」

「今日からはサラがいてくれるので、寂しくありません」

　先程からルークはやけに、これからは私と一緒だということを強調していた。

　思い返せば彼はいつも、あの狭せまい部屋の中で私の後ろをついて回っていたのだ。元々、寂しがり屋なのだろう。やはり可愛い。

　もちろん私も、これからルークと共に過ごせるのは嬉しい。けれど今回は、いつまでこの世界にいられるのだろう、ということが気がかりだった。




「ルーク様、レイヴァン様よりお品物が届きました」

　美味おいしいお茶をいただきながら、今度は私が元の世界に戻ってからのことについて話していたところ、執事さんがルークに声をかけた。

　やがてメイド達がぞろぞろと持ってきたのは、色とりどりのお高そうなドレスだった。

　舞ぶ踏とう会にでも出られそうなものから、ワンピースのような着やすそうな形のもの、寝ね間ま着きのようなものまである。思わず見惚れてしまったくらいに、どれも美しい。

「全て買い取ると伝えてくれ」

「えっ？」

「かしこまりました」

　さっと軽く目を通しただけで、ルークはそう言ってのけた。目の前には、確実に何十着という数があるのだ。それを全部買うなんて大人買いが過ぎる。

「サラ、どれに着き替かえますか？」

「……待って、これ全部私のなの？」

「他に誰がいるんですか」

　ルークは小さく笑って立ち上がると「これもサラに似合いそうだ」「いや、これもきっとよく似合う」なんて呟きながら、ドレスを見ていく。

　普ふ通つうそれは買う前にするのだと、誰か彼に教えてあげなかったのだろうか。

　それよりも、これ全てが私のものだなんて信じられない。総額を想像するだけで、眩暈めまいがしてしまう。先程、お金のことについては気にするなと怒おこられてしまったものの、これはさすがにやりすぎだろう。

「ねえルーク、気持ちは嬉しいけど、こんなにたくさんは必要ないよ」

「服なんて毎日着るんです。いくらあっても困らないでしょう？　明日は直接、店でも一緒に選ぶつもりです」

「いや、これ以上は本当に……」

　全く聞く耳を持たないルークから「今日はこれにしましょうか」と渡わたされたのは、着やすそうな細身の青いドレスだった。

　いつまでも適当な服でいるわけにもいかず、私はお礼を言った後、メイドに案内されて別室へ移動する。そうして自分で着替えようとしたところ、止められてしまった。

「あの、自分で着替えられますよ」

「ルーク様のご命令ですから、やらせてください。私どもが怒られてしまいます」

「……じゃあ、お願いします」

　これが貴族というものなのだろうか。私のせいで彼女達が怒られてしまうのは、もちろん困る。けれど人に着替えさせてもらうなど、子どもの時以来で恥はずかしい。

　それからは数人がかりで、あっという間にドレスを着せられ髪も結ゆわれて。胸下まであった髪は、綺麗なアップヘアになっていた。

　すぐ近くにあった全身鏡へと視線を向ければ、先程とは別人のような姿をした自分と目が合った。まるで貴族のお嬢じょう様さまのようで、つい胸が弾はずんでしまう。

「ルーク、どうもありがとう。こんなに素す敵てきなドレス、初めて着たから嬉しい」

「────」

「ルーク？」

「すみません、とても良く似合っています。世界一綺麗です」

　やがて支し度たくを終えてルークの元へと戻れば、一瞬固まったように見えたものの、彼はすぐにこちらが恥ずかしくなるくらいに褒めちぎってくれた。

　お世辞だと分かっているものの、世界一綺麗だなんて言われてはさすがに照れてしまう。

「残りの服は、サラの部屋に運ばせましたから」

「えっ？　私の部屋なんて、いつの間に……？」

「いつサラが来てもいいように、あらかじめ用意していたんです。でも、サラに部屋が必要ないのなら、俺の寝しん室しつを一緒に使ってもいいんですよ」

「ふふ、ルークったら」

　確かに昔は小さなベッドで毎日一緒に寝ねていたけれど、今はもう大人なのだ。ルークの冗じょう談だんに思わず笑っていると、彼は私の手をそっと握り、縋るような視線を向けてきた。

「もう、一緒に寝てはくれないんですか？」

「……もしかしてまだ怖こわい夢を見るの？　眠るまで一緒にいようか？」

　もしかすると、ルークのあのトラウマはまだ癒いえていないのかもしれない。そう思い心配し始めた私を見て、ルークは「サラは本当に変わりませんね」と子どものように笑った。

「そういう意味で言ったんじゃありませんよ」

　そんな眩しい笑顔を見た私は、心の中でほっとしてしまう。

　これからもルークが笑って過ごせますようにと願いながら、あの頃よりもずっと大きくなった手のひらを握り返した。
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　あの頃ころの俺にとって、サラは世界の全てだった。




　目も当てられないような姿だった俺を拾い、助けてくれた彼女はまるで女め神がみのようで。

　誰だれよりも優やさしいサラはいつも眩まぶしい笑えみを浮うかべ、側そばにいてくれた。

「ルーク、おいで」

　最初は警けい戒かいしていた俺も、身を呈ていして義ぎ兄けいから守ってくれようとした彼女を、いつも自身よりも俺のことばかり優先する彼女を、いつしか心の底から信用するようになっていた。

「サラはどうして、こんなに良くしてくれるんですか」

「ルークのことが好きで、可か愛わいいからだよ」

　俺だって、サラのことが好きだった。誰よりも大好きだった。

　働いてばかりの彼女を見ていると、幼い無力な自分がもどかしくて仕方なくて、早く大人になって彼女の力になりたいと常に思っていた。




　彼女が渡わたり人びとだということは、聞いていた。

　確かにサラの魔ま法ほうは誰よりも優すぐれていたし、時々「イケメン」「やばい」といった聞いたことのない言葉を口にしていたものの、幼かった俺はあまり気に留めていなかった。

　だからこそなんの根こん拠きょもなく、これからもずっと一いっ緒しょにいられると信じて疑わなかった。




　そしてある日突とつ然ぜん、彼女は姿を消した。

　デートの日、花束を手に待ち合わせ場所にいた俺の元に、彼女がいつまでも現れることはなくて。一時間ほど待った後、心配になった俺は急いでアパートへと戻もどった。

　けれどどこにも、彼女の姿はない。モニカのところにも来ていないようで、事故にでも遭あったのかもしれないと家と待ち合わせ場所を往復したけれど、やはり見つからない。

　サラは何も言わず約束を破るような人ではないことだって、分かっている。

　ひどく、嫌いやな予感がした。

「……サラは元の世界に、帰ったのかもしれないね」

　サラがいなくなって三日が経たった頃、モニカはそう言って静かに涙なみだを流した。渡り人である彼女は、突然姿を消してもおかしくないのだという。

　──もう、サラに会えない？

　信じられない、信じたくもない事実を突つきつけられ、頭の中が真っ白になる。

「サラからいなくなった後に読んで欲しいと、手紙を預かっていたんだ」

　そうしてモニカと共にサラの残した手紙を読んだ俺は、彼女がどれほど自分を想おもい、行動してくれていたのかということを、知った。

　彼女はテレシア魔法学院の学費やこの先の生活費まで、全て用意してくれていた。

　サラと一緒にいたのは、たった五ヶ月。そんな短い期間を一緒に過ごしただけの俺のためになぜそこまでしてくれるのか、理解できなかった。

「どう、して……」

「ルークの魔法はいつかルーク自身と、大切な人を守れる力になるから、と書いてあるよ」

　そんな言葉に、涙が止まらなかった。貴女あなたがそれを言うのかと。俺にとっては、サラが誰よりも大切な人だった。そんな彼女はもういない。

　それでも、彼女のために強くなろうと思った。

　俺を救ってくれた彼女に恥はじないような人間になると、誓ちかったのだ。
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　──サラがいなくなってから、あっという間に六年が経った。

　俺はモニカの養子となり、エイジャー男爵家とは完全に縁を切った。

　テレシア学院の最終学年になった俺は、少しの時間も惜おしんで勉強をし続けている。

　サラが俺のために用意してくれた機会を、無む駄だになどできるはずがなかった。

「おはよ、ルーク。うわ、お前朝から勉強なんてしてんの？　よくやるねえ」

　友人であるレイヴァンは、授業が始まるまでの時間にも勉強している俺を見て、呆あきれたような声を出した。むしろお前はもっと勉強すべきだと言えば、苦笑いを返される。

「ふふ、お二人は本当に仲がいいんですね」

「そ、俺達は親友だからな。リディア嬢じょうは今日も綺き麗れいだね」

　そんなやり取りを聞いていたらしい隣となりの席のリディアは、くすくすと笑っている。調子のいいレイヴァンの様子に溜ため息いきを吐つくと、俺は再び教科書へ視線を落とした。

「またルーク・ハワードが一番だって」

「化け物かよ」

「完かん璧ぺきすぎて気味が悪いよな」

　そんな声が聞こえてくるのも、いつものことだ。けれど俺はそんなことを言う奴やつらよりも、この学園の誰よりも努力している自信があった。

　もちろん、辛つらい時もある。それでも、サラは頭が良くて強い男が好きだと言っていたのを思い出せば、いくらでも頑がん張ばれた。自分でも、心底単純だと思う。




「あの、ルーク様。良かったら、これ……」

「悪いけど、誰からも受け取らないことにしているんだ」

　ある日の昼休み、いつものように女子生徒から差し出された手紙を受け取らずにいると、側で見ていたレイヴァンは「うわ、もったいな」と呟つぶやいた。

「あの子、リディア嬢の次に美人って言われている子だぞ」

「だからなんだ」

　いつの間にか俺の背はかなり伸のびていて、サラの身長をもあっという間に追おい越こしていた。その上、俺は綺麗な顔をしているらしく、自然と女が寄ってくるようになっていた。

「リディア嬢も絶対、ルークに気があるよな」

「…………」

　彼女の気持ちには、なんとなく気がついていた。

　とは言え、侯こう爵しゃく令れい嬢じょうであるリディアが平民の俺を好いたところで、どうにもならないことなど、聡さとい彼女ならば分かっているだろう。

「ルークってさ、女に興味ねえの？」

「ないわけじゃない」

「は？　本当に？」

　あまりにも俺が女性に興味を持たないことで、勝手に心配していたらしいレイヴァンは、驚おどろいたように目を見開いた。前のめりにまでなっていて暑苦しい。

「好きな女性がいるんだ。彼女以外は、どうだっていい」

　俺の中には、いつだってサラがいる。彼女以外に心が動くことなど、ただの一度もなかった。きっとこれから先も、ずっと。

　毎日のように俺は、サラと過ごした街へ足を運んでいた。サラにもう一度、会いたかった。同じ渡り人が二度やってきたという記録はないし、無駄だとは分かっている。

　それでも、止められなかった。

「へえ、そっか。なんか俺、ルークのこともっと好きになりそう」

「お前に好かれても嬉うれしくない」

「冷たいなあ。ルークがそんなに好きになる相手って、どんな人なんだろ」

　頰ほお杖づえを突きこちらをじっと見つめるレイヴァンは、やけに嬉しそうで。

　誰かにサラへの好意を話すのは初めてだったものの、こうして口に出してみると、彼女への想いは更さらに膨ふくらんでいくような気がした。




　十八歳になった俺は、王国騎き士し団に入団した。

　もっと強くなりたくて、ひたすらに戦い続けた。危険度が高い任務も、報ほう酬しゅうが良ければなんでも引き受けた。お金はいくらあっても困らないと、いつもサラが言っていたからだ。

　何より彼女は、金持ちの男がいいとも言っていた。

「ルーク様、お願いですから、もっとご自分を大切になさってください」

　同じ隊にヒーラーとして配属されたリディアは泣きそうな顔で、縋すがるような声で、いつもそう言っていた。それでも俺は変わらないまま、使わない金と地位だけが残った。




「そろそろ、結けっ婚こんは考えないのかい」

　二は十た歳ちを過ぎた頃、モニカは俺にそう尋たずねた。

　もう結婚していてもおかしくない年ねん齢れいな上に、縁えん談だんも腐くさるほど来ていたからだろう。

　一度だけ女性と付き合ってみたものの、何も感じなかった。

　上司の勧すすめで何度か見合いもしたけれど、一いっ般ぱん的には美しく素す敵てきであろう女性でも、やはり心が動くことはなかった。

「俺は一生、サラしか好きになれないと思います」

　そう告げれば、モニカは一いっ瞬しゅん驚いたような表情を浮かべた後、「そうか」と言い、泣きそうな顔で笑って。そんな気はしていたと、優しく俺の頭を撫なでてくれた。

　つい先日、友人の孫の赤あかん坊ぼうが本当に可愛かったと嬉しそうに話していたのを思い出し、胸が痛んだ。

「サラは、特別だからね」

「……はい」

　俺はきっとモニカに、孫を見せてあげられない。

　それ以外のことで、精せい一いっ杯ぱい親孝行をしようと思った。




　二十六歳になった。今いま頃ごろサラは三十五歳だろう。結婚をして、子どももいるかもしれない。寂さびしさや切なさはあるものの、彼女が幸せならいいと思えるようになっていた。

　──サラは、俺の初はつ恋こいだった。

　あれから十五年も経っているのだ。いつしか彼女への想いにそんな名をつけ、過去形にできるようになっていた。

　それでも、サラが今も俺にとって一番の存在であることに変わりはなかった。

　これから先も、ずっとずっと変わらない。

　そう、思っていたのに。
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　彼女はあの日と変わらない姿のまま、再び俺の前に現れた。

「……もしかして、ルーク？」

　十五年ぶりに彼女に名前を呼ばれた瞬しゅん間かん、目の前の景色がぶわりと一気に色づいた。

　子どもみたいに、その細い身体からだに縋りつきたくなった。

　今でも毎日この街に来ていたのは、もう一度だけでいいから会いたかったからだ。

　あの日俺を助けてくれてありがとう、俺の人生は貴女がいたからこんなにも充じゅう実じつしたものになったのだと、貴女がいたから頑張れたと伝えたかった。

　サラのお蔭かげでこんなにも立派になれたと、言いたかった。

　それだけ、だったのに。




「私も、ルークにもう一度会えて嬉しい」

　可愛らしくて優しい声も、柔やわらかく細められた目元も、太陽のような眩しい笑え顔がおも、何もかもがあの頃と変わっていない。

　全てが俺の大好きだったサラそのもので、泣きたくなるくらいに胸が高鳴っていく。

　思い出が、あの頃の想いが、鮮せん明めいに蘇よみがえってくる。

　この十五年の間ずっと、何に対しても心が動くことなんてなかった。

　それなのに今は、サラの些さ細さいな言動ひとつで感情が大きく揺ゆさぶられてしまう。

　彼女への想いを過去形にしたなんて思おもい違ちがいだったのだと、全身で思い知らされる。




　──今、この胸の中にあるものは間ま違ちがいなく、恋れん情じょうだった。
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　異世界も二度目ともなると、ホームシックで寝ねつけないなんてこともなく。私はルークが用意してくれたふかふかのベッドで、ぐっすりと朝まで眠ねむってしまっていた。

「おはよう、ルーク」

　軽く身み支じ度たくをして食堂へ行くと、既すでにルークは新聞片手にコーヒーを飲んでいた。やけに絵になるその姿に、思わず見み惚とれてしまう。

　そんなルークは私を見るなり、ほっとしたように微ほほ笑えんだ。

「おはようございます、サラ。よく眠れましたか？」

「うん、お蔭かげ様で。ルークを起こしに行こうと思ったのに、寝すぎちゃった」

「それなら、明日から俺が寝ね坊ぼうすることにします。サラの声で起きたいので」

「ふふ、何それ」

　テーブルの上に並ぶ食事は、朝食とは思えないほど豪ごう華かで驚おどろいてしまう。

「あれ、私の好きなものばっかり」

「はい。好みが変わっていないようで、良かったです」

　どうやらルークが気を遣つかって、私の好物を準備してくれたらしい。

　お礼を言った後、美味おいしい朝食を食べながら私達は今日もたくさんの話をしていたけれど。

「あ、ルーク。人にん参じん食べてあげようか？」

「……今は自分で食べられます」

「そうなんだ。偉いね！　野菜は身体からだにいいもの」

　思い切り褒ほめたところ、ルークはしばらく拗すねたような表情を浮うかべていた。




　朝食を終え改めて支し度たくをすると、私達は馬車に乗り込んだ。

　行き先はもちろん、モニカさんの家だ。

「サラ、とても可か愛わいいです」

「もう、ルークは昔から大おお袈げ裟さに褒めてくれるんだから」

「大袈裟なんかじゃありません。事実ですよ」

　今日の私はミントグリーンのドレスに、緩ゆるめのポニーテールのような髪かみ型がたで、ドレスと同じ色の髪留めをつけてもらった。落ち着いた大人の女性、という雰ふん囲い気きだ。

　ルークは今日もこちらが恥はずかしくなるほど、何度も何度も褒めてくれた。

「モニカさん、食堂閉めちゃったんだね。またあそこで働きたいと思ってたんだけど」

　昨晩ルークから、あの食堂は二年前に閉店したと聞いている。私にとって大切な場所だったからこそ、寂さびしい気持ちになってしまう。

「サラはもう、仕事をしなくて大だい丈じょう夫ぶですよ」

「えっ？」

　けれど突とつ然ぜんルークが真顔でそんなことを言い出したせいで、センチメンタルな気持ちも一いっ瞬しゅんにして吹ふき飛とんでしまった。

「俺が全ての面めん倒どうを見ますから。屋や敷しきでのんびり好きなことをしていてください。サラは俺の側そばにいてくれるだけでいい」

　大真面目にそう言ってのけたルークは、私に対して恩義を感じすぎている気がする。こうして家に泊とまらせてくれて、食事や服を用意してくれるだけで十分すぎるというのに。

　私は大人なのだ、子どもだった彼の面倒を見ていた時とはわけが違ちがう。いつまでも甘えて、お世話になるわけにはいかない。

「働かないなんて、駄だ目め人間になっちゃうよ」

「ぜひ、そうなってください」

「……なんで？」

「俺は、サラを甘やかしたいんです」

　爽さわやな笑え顔がおでそう言われてしまい、このままでは私に感謝しすぎている彼に流されて、本当に駄目人間になってしまうような気がした。

　幸い治ち癒ゆ魔ま法ほうは今も使えるようだし、エリオット様の元、ナサニエル病院でまた働かせてもらうのもいいかもしれない。

　そんなことを考えながら、私は流れていく窓の外の景色を眺ながめていた。
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「わあ……」

　やがて見慣れた建物が見えてきて、思わず涙なみだぐんでしまった。

　馬車を降りてモニカさんの家の前に並び立つと、ルークが呼よび鈴りんを鳴らしてくれる。

　ドアの隙すき間まから顔を覗のぞかせたモニカさんは、ルークを見るなり嬉うれしそうに微笑んだ。

「おや、ルーク。また来てくれたのかい。そちらは」

　やがて私へと視線を向けた瞬しゅん間かん、彼女はひどく驚いたように目を見開いた。

「っモニカ、さん……！」

「サラ？　本当に、サラなのかい？」

　こくこくと頷うなずけば、彼女はきつく抱だきしめてくれた。その温かさに、涙が止まらなくなる。そんな私達を、ルークは優やさしい表情で見つめていた。




「それにしても驚いたよ、何ひとつ姿が変わっていないんだから」

「私は逆に、ルークがこんなに大きくなっていて驚きました。今いま頃ごろ十四歳になっていると思っていたら、年上になっていたんですから」

　すぐに家の中へと通され、三人でテーブルを囲む。大好きだったモニカさん特製のお茶を飲むと、懐なつかしくてほっとして。泣なき止やんだばかりだというのに、また視界が滲にじんだ。

　モニカさんも十五年経たったことで、髪には白しら髪がが増えていた。当時四十代半ばだった彼女も六十歳を過ぎ、身体のことを考えて店を畳たたんだらしい。

　それからは貯金や、ルークの仕送りで生活しているという。ルークはこまめにモニカさんのところに顔を出しているらしく、しっかり親孝行をしているようで嬉しくなる。

「それにしても、本当に良かったね、ルーク」

　モニカさんはルークの背中を叩たたくと、「頑がん張ばりな」と微笑んだ。

「サラはこれからどうするんだい？」

「とりあえずはルークのお屋敷でお世話になりながら、仕事を探そうかなと」

「働かなくていいです」

「もう、そんなわけにはいかないよ」

　私達のやり取りを見て、モニカさんは可笑おかしそうに笑っている。こうして三人でいると、昔を思い出し、胸むねの奥がじわじわと温かくなっていく。

「それにしても、ルークも男前になっただろう？」

「はい。昔から綺き麗れいな顔をしていましたけど、こんなに素す敵てきな男性になるなんて」

「今なら歳としもちょうどいいし、サラもいい人がいないならルークはどうだい？　こんないい物件、滅めっ多たにいないと思うよ」

「ふふ、モニカさんったら」

　私とルークがどうにかなるなんて、冗じょう談だんもいいところだ。だからこそ、私は救いを求めるようにルークへと視線を向けた、けれど。

　彼はなぜかにっこりと、かつ満足げに微笑んでみせた。

「はい、可愛い孫を見せますよ」
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「もう、からかいすぎだよ。ちょっと年上になったからって、生意気になったね？」

「俺もモニカも、からかってなんていませんよ」

「ほらまた、そんなこと言って」

「今だけはそう思っていてください」

　ルークはそんなことを言うと、私の手を引いて歩いていく。そしてあっという間に、すぐ隣となりのアパートに辿たどり着ついた。

　中へと入ると、ルークの言っていた通り何もかもが当時のままだった。私にとってはたった三年ぶりだけれど、とても懐かしく感じられる。

「……あれ？」

　そうしているうちに、この家には今すぐにでも住めるくらいの生活用品が置いてあることに気がついた。石せっ鹼けんだってなんだって、全て新品が揃そろえられているのだ。

「ねえルーク、ここ、今すぐ住めるよ？」

「そのようですね。俺の勘かん違ちがいだったかもしれません」

「うーん、やっぱり何から何までお世話になるわけにはいかないし、ここに住んでもいい？　もちろん家賃も払はらうから」

　そう尋たずねると、ルークは「嫌いやです」と清すが々すがしいくらいの即そく答とうをした。

「俺はようやく再会できたサラと、少しでも一いっ緒しょにいたいんです」

「う」

「サラのためならなんでもしますから、どうか側にいてください。お願いです」

　両手をぎゅっと握にぎられ、子犬のような視線を向けられる。可愛いルークにそこまで言われて、断れるはずなんてなく。気がつけば私は、首を縦に振ふってしまっていた。

　すると一瞬にしてルークの表情は明るくなり、今にも泣きそうだった顔は笑顔に変わる。

「ありがとうございます、本当に嬉しいです。そろそろ王都へ戻もどりますか？」

「そ、そうだね。あ、ちょっとだけ待って」

　そしてふと、このアパートに来たら腕うで時ど計けいを探そうとしていたことを思い出した。

　元の世界に戻った際、私は確かに腕時計に触ふれた。そして今回、再び戻ってきた時にも。だからこそ、腕時計がなんらかの原因ではないかと考えていたのだ。

　ちなみに祖父の腕時計は、物置に落としてきてしまったようだった。

「うーん、どこに行ったんだろう」

　あちこち軽く探してはみたけれど、見当たらない。重要かもしれないアイテムがどこにあるか分からないとなると、さすがに落ち着かない。

「ピンクのベルトの腕時計とか見てないよね」

「はい。記き憶おくにありませんが……」

　どうやら彼も、腕時計の在あり処かは知らないらしい。

「待たせてごめんね、行こう」

　今日はこの後、王都でランチをして買い物をする予定なのだ。また時間がある時にでもゆっくり探しに来ようと決めて、私はルークの元へと向かったのだった。
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　再び王都の街中へと戻ってきた私達は、馬車から降りて歩き始めたけれど。

「もしかして、いつもこんな感じなの？」

「何がですか？」

「こんなに周りから見られてるのかな、って」

「そうですね」

　そう、ルークはすれ違う人全ての視線をかっさらっていた。

　そして時折、「ルーク様だわ」「やっぱり素敵ね」なんて声も聞こえてきたりもする。まるで芸能人だ。私が想像していた以上に、ルークという人は有名なのかもしれない。

　当のルークはもう慣れているのか気にならないらしく、笑顔のまま私と手を繫つなぎ歩き続けていた。間ま違ちがいなく、これも注目されてしまう原因のひとつだろう。

「ねえルーク、手は繫がない方がいいんじゃないかな」

「サラは俺と手を繫ぐのは嫌ですか？」

「嫌ではないんだけど……」

「それなら良かったです。行きましょうか」

　満面の笑えみを浮かべ、彼は再び歩き出す。私の右手は、大きく温かい手に包まれたまま。

　──思い返せば過去の私は働いてばかりで、こうして二人で一緒に王都の街中を歩くこともなかった。もっと遊びに連れて行ってあげたかったと、今いま更さらながらに反省する。

　けれど今、隣にいるルークはとても楽しそうで。つられて笑顔になってしまった私は、こうしてもう一度この世界に来られて良かったと、心の底から思ったのだった。




　美味しいランチを食べた後は、ルークの知人が経営しているというお店に来ていた。

　大きな建物の中には、ドレスなどの服から家具や雑貨、化け粧しょう品までたくさんの商品が並んでいる。流行はやりのお店らしく、女性客で溢あふれていた。ルークはここのお得意様のようで、入店時から店員が荷物を持ち、常に私達の後ろを歩いて案内してくれている。

「その茶ちゃ碗わんと皿も二枚ずつ、グラスも全てセットで。あの椅い子すも二つ色違いで頼たのむ」

　そして購こう入にゅう内容も、新しん婚こんかと突つっ込みたくなるくらいにペアのものばかりだった。昨日軽く見た限り、あの屋敷にこれ以上皿やグラスなんて要いらない気がする。

　買う量も相変わらず多すぎて、そろそろ止めようかと思っていた時だった。

「……なあ、もしかして俺、夢でも見てる？　ルークが笑顔で女性と手を繫いで、デートしているようにしか見えないんだけど」

　不意に背中越ごしにそんな声が聞こえてきて、振り返った先にいたのは、笑顔が眩まぶしすぎる王子様のような男性だった。

「レイヴァン」

「よお、ルーク。昨夜はいきなり女物の服を大量に持ってこいなんて言うから、一体何が起きたのかと思ったよ」

「急にすまなかった」

　光の束を集めたような長めの金きん髪ぱつに、少し垂れた形のいいアメジストのような瞳ひとみ。それらがよく似合う美男子の彼はどうやらルークの友人らしい。

　そんな彼からは、華はなやかな服装も相あい俟まって、明るい陽のオーラが滲み出ている。

　やがて彼の視線は私へと移り、ぱちりと目が合った。レイヴァンと呼ばれた彼は、そのまま急に顔を近づけてくるものだから、戸と惑まどってしまう。

　けれどすぐに、私の視界はルークの背中でいっぱいになった。

「サラに近づくな」

「へえ、サラちゃんっていうんだ。可愛いね」
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　ルークの後ろから少しだけ顔を出すと、彼はにっこりと微笑んだ。

「初めましてサラちゃん。俺はルークの親友のレイヴァン・トレス。この店をやっているんだ、よろしくね」

「こちらこそ、よろしくお願いします」

「うん。それで早さっ速そくだけど、サラちゃんってルークのなんなの？」

　子し爵しゃく家の末っ子だという彼からは、貴族特有の育ちのいいオーラが出ている。領地経営など家の仕事は兄達に任せ、趣しゅ味みでこのお店をやっているんだとか。

　そんなレイヴァン様の問いに対する答えは、私自身が一番知りたかったくらいで。

　私はずっと、自身のことをルークの姉のように思っていた。けれど今は、さっぱりそんな感じはしない。かと言って、友人という感じでもない。

　私とルークの関係は一体、なんなのだろう。

「か、家族……ですかね」

「へえ、ルークに妹なんていたんだ。初耳だったな」

　的確な答えが思い浮かばず、とりあえず家族だと答えてみたところ、レイヴァン様は驚いたように私達を見比べた。「全然似てないね」と言われたけれど、当たり前だ。

　何より今の私とルークの年ねん齢れいは大して変わらないというのに、当然のように妹だと判断されてしまうのが悲しい。

「サラ、そう言ってくれるのは嬉しいですが、俺達はまだ家族ではありませんから。誤解を招いてしまいますよ」

「ごめんね。なんて答えればよかった？」

「恋こい人びとと答えておけば、大体うまくいきます。オススメです」

「えっ、それこそ誤解では」

　私の知るルークは、こんな冗談を言う子ではなかった。もしかすると、今のルークは結構チャラチャラとした大人になってしまったのかもしれない。

　そんなことを考えては内心ショックを受けていると、レイヴァン様は信じられないものを見るような目で私達を見つめていた。

「サラちゃんはすごいね。俺は学院時代からルークと仲がいいけど、女性と話してるところなんて、ほとんど見たことなかったのに」

「そうなんですか……？」

　浮うわついた子に育ったのではと思ったけれど、ルークはどうやら女性が苦手のようだった。

　きっとルークにとっての私は、家族のような存在で。女性として見ていないからこそ、あんな冗談を言えるのだと納なっ得とくした。

「サラ、表情で何を考えているかは大体分かりますが、別に俺は女性が苦手なわけではありませんからね。興味がないだけで」

「あっ、そうなの？　良かった」

　思い切り深読みは外れてしまい、逆にほっとする。

「興味がないって、今まで誰だれともお付き合いしたことはなかったの？」

「……それは」

　何気なくそう尋ねると、ルークは動どう揺ようしたような様子を見せた。戻ってきてから、こんな彼は初めて見たように思う。かなり怪あやしい。

　けれど、ルークの気持ちも分かる。私だって、身内に恋れん愛あい話などしたくはない。今後あまりこういう話題は振らないよう、気をつけようと心の中で誓ちかった。

「あはは、あの氷の騎き士しがこんな顔をしているなんて知ったら、お前の同どう僚りょう達は皆みな、驚きすぎて気絶するだろうな」

「氷の騎士？」

「あれ、サラちゃん知らない？　ルークは最年少で騎士団の師団長になった時から、そう呼ばれてるんだよ。氷魔法が得意だし、本人の態度も氷のように冷たいから」

「ルークが、氷の騎士……」

　氷の騎士だなんて、物もの凄すごく格好いい呼び名だ。モテないわけがない。

　けれどルークが周りからは冷たい人だと思われていることに、私は納得がいかなかった。ルークはいつも笑顔で、誰よりも優しい子だというのに。

「あ、そうだ。ねえサラちゃん、今度三人で飲みに行こうよ。君が知らないルークの話、たくさんしてあげるからさ」

「ぜひ！　いつでも誘さそってください」

「レイヴァン、あまり余計なことを言うな」

「サラちゃんも聞きたいって顔してるよ？」

「はい。ルークのこと、もっと知りたいです」

「……頼むから、変な話はしないでくれ」

　片方の手で目元を覆おおったルークを見て、レイヴァン様は声を立てて笑っている。二人は本当に仲が良さそうで、ルークに素敵な友人がいることが嬉しかった。

　それからは店内を一人で少し見てくると二人に声をかけ、その場を離はなれた。ルークも私抜ぬきで友人と話したいこともあるだろう。

「わあ、かわいい」

　この世界の化粧品にも、可愛いものはたくさんあるらしい。ルークがある程度は用意してくれていたものの、やはり色々と欲ほしくなってしまう。

　けれど今までの経験上、ルークに何か欲しいと頼んではいけないことも分かっていた。爆ばく買い好きらしい彼は、どれほど買ってくれるか分からない。

　先さき程ほどドレスのコーナーも見てみたけれど、どれもかなりのお値段がするようで、彼に買ってもらったドレスの総額を想像すると眩暈めまいがした。

　これ以上お世話になる前に働こうと、私は固く決意したのだった。
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「……貴女あなたは、本当に私を驚おどろかせるのが得意ですね」

　エリオット様はそう言うと眉まゆ尻じりを下げ、困ったように微ほほ笑えんだ。

　十五年が経たち、当時三十代前半のイケメンだった彼もナイスミドルという感じになっていて、相変わらず素す敵てきだった。

「お久しぶりです。エリオット様は渋しぶみが増して、更さらに格好よくなりましたね」

「ありがとうございます。サラは何もかも変わりませんね」

　今日はルークも朝早くから騎き士し団での仕事らしく、私は早さっ速そく職探しのために王都の街中へと繰くり出だしていた。まずはエリオット様のところを訪ね、今に至る。

「なるほど、時間の流れが違ちがうと……この世界に二度も来た貴女がいなければ、こちらでは誰だれも知りうることのない情報でしょうね」

　そうして近きん況きょうを話しつつ仕事を探していると言えば、彼はすぐに「ナサニエル病院は貴女を歓かん迎げいしますよ」と言ってくれた。

「最近は人手が足りず、猫ねこの手も借りたいほどに困っていたんです。サラが働いてくれるなら、言葉通り百人力ですね」

「ありがとうございます！　頑がん張ばります」

　来週から正式な職員としてナサニエル病院で働けることになり、ほっとする。これでルークに甘やかされ、駄だ目め人間になるルートは回かい避ひできるだろう。

　正式な職員になるには戸こ籍せきが必要らしく、どうしようと思っていたものの、エリオット様が手配すると言ってくれた。彼は一体何者なのかと気になったけれど、世の中には知らなくてもいいことがあるだろうと思い、詮せん索さくするのはやめておいた。

「出勤日数が増える以上、魔ま力りょく切れには十分注意してくださいね」

「分かりました」

　いくら魔力量の多い私でも、魔力切れを起こす可能性はあるのだという。とりあえずは様子を見ながら、週四日ほど勤務することになった。

　光魔ま法ほうというのは、他の魔法に比べて消費魔力が多いらしい。魔力切れは命の危険もあるため絶対に気をつけるよう、エリオット様に何度も念を押された。

　この世界にはゲームのように回復ポーションのようなものはない。

　時間と共に回復するのを、ひたすら待つしかないのだ。少しずつ自分の限界量を探さぐっていこうと、彼は言ってくれた。

「貴女にもう一度会えて嬉うれしいです。これからもよろしくお願いします」

「こちらこそ。私もエリオット様にお会いできて嬉しいです」

　思い返せばなんとなくで使えていたから、魔法についてきちんと学んだことはなかった。

　過去のように仕事に追われることもない今、きちんと勉強してみようと思った。
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　あっさりと仕事も決まり、上じょう機き嫌げんな私は一人街中を散策することにした。ルークから多すぎるお金を渡わたされてしまったため、買い物だってできそうだ。

「そうだ、ルークにお土産みやげも買ってくるよ。まだあの動物の形のクッキーは好き？　ルークは犬の形がお気に入りで、いつも最後まで取っておいてたよね。可か愛わいかったなあ」

「……嫌きらいでは、ないです」

「了りょう解かい、買ってくるね！　楽しみにしてて！」

　職探しについてはやはり難色を示されたものの、押し切ってきた。

「知らない人には絶対に、ついていかないでくださいね」

「もう、子こども扱あつかいしないでよね」

「それはこちらのセリフです」

　仕事に行く際、ルークは「本当に気をつけて」「明るいうちに帰ってきてください」と何度も繰り返していた。どうやら彼は、かなりの心配性しょうらしい。

　屋台で買ったフルーツジュースを手にウインドウショッピングを楽しんでいた私は、ふらりと目についたアクセサリーショップに足を踏ふみ入いれた。

　白を基調とした店内には安価で可愛らしいアクセサリーが並んでおり、若い女性客で溢あふれている。思い返せば元の世界でもこの世界に来てからも仕事ばかりだった私は、二十代前半だというのにお洒しゃ落れや流行はやりにはあまり興味がなかった。元の世界では、友人からも「咲良サラは女子力が低すぎ」とよく怒おこられていたくらいだ。

　華はなやかで可愛らしい周りの女性達と自身を見比べて反省した私は、気になったものを手に取り眺ながめてみる。そうしているうちに、すぐ隣となりから楽しげな会話が聞こえてきた。

「ねえねえ、これ、お揃そろいで買わない？」

「いいわね！　私はこの色にしようかしら」

「アデルに似合うわ。じゃあ私は青にしようっと」

　お揃いの華きゃ奢しゃで可愛いブレスレットを手に取り、会計をしに向かう女性達の姿を見ていると、なんだか羨うらやましいなあという気持ちになってしまう。

「……友達、欲ほしいな」

　私は前回も半年この世界にいたのに、友人と呼べる人は一人もいなかった。元の世界に戻もどった時のことを考えると寂さびしくなるけれど、やはり友人は欲しい。ルークにも女友達はいないらしく、これから働くナサニエル病院にも若い女性はいないようで。

　一体どうしたら友人を作れるだろうか、と悩なやんでいた時だった。

「うわああん、痛いよお」

　不意に子どもの泣き声が聞こえてきて、顔を上げる。すると三歳くらいの男の子が地面に座り込んで泣いているのが見えた。その両りょう膝ひざからは血が出ていて、痛々しい。

　転んでしまったのだろう、そのすぐ側そばで母親らしき女性がおろおろとしている。

「うわああん」

「お姉ちゃんが治してあげるから、もう大だい丈じょう夫ぶだよ」

　私はすぐに駆かけ寄より、そう声をかけると小さな膝に手をかざした。

　数秒で傷はあっという間に消え、男の子は目をまんまるにして私を見つめている。ちなみに私自身も驚いていた。治ち癒ゆスピードが、以前よりも上がっている気がしたのだ。

「おねえちゃん、すごい……！　ありがとう！」

「あの、本当にありがとうございました。あっ、お金を」

「お金なんて結構です、気をつけてね」

　お財さい布ふを取り出した女性を慌てて止めると、気を遣つかわせるのも嫌いやだった私はすぐに「バイバイ」と手を振ふり、その場を後にした。

　私からすればこれくらい大したことではないけれど、やはり治癒魔法というのは普ふ通つうの人にとっては珍めずらしく、高価なものなのだろう。

　魔法を使ったからかお腹なかも空すいてきたため、近くにあったカフェに入ってみる。自由席らしく適当な席に腰こしを下ろし、メニューを見ながら何を食べようかと悩んでいた時だった。

「ここ、座ってもいいかな？」

　突とつ然ぜん降ってきたそんな声に顔を上げると、爽さわやかな美青年がすぐ側に立っていて。輝かがやくような銀ぎん髪ぱつと、青空のように澄すんだ水色の瞳ひとみがとても印象的だった。

　そんなイケメンが突然、店内にはたくさん席が空いているというのに、わざわざ私の向かいに座ろうとしているのだ。

　どう考えても怪あやしい。高価な壺つぼでも買わされるのかもしれない。

「ええと……」

「急にごめんね、怪しい者じゃないんだ。俺はカーティス、騎士団に所属している」

　そう言った彼のシャツの襟えり元もとには、ルークがつけていたものと同じピンバッジがあった。どうやら本当に彼は騎士のようだ。そんな人が一体、私になんの用だろうか。

「とりあえず、どうぞ」

「ありがとう」

　いつまでも立たせているのも申し訳ないため、向かいの席を勧すすめる。彼はふわりと美しい笑えみを浮うかべると、腰を下ろした。

「ここのお店は初めて？」

「あ、はい。初めて来ました」

「ここはコーヒーと、このランチセットがオススメだよ」

「じゃあそれを」

　その通りに店員さんに頼たのむと、カーティスと名乗った彼もまた、同じものを頼んでいた。なんというか、物もの凄すごく品がある人だ。纏まとう空気も穏おだやかで、柔やわらかい感じがする。

「名前、聞いてもいいかな？」

「あ、サラといいます」

「サラちゃんか。さっき道みち端ばたで、怪け我がを治してるところを見たんだ。治癒魔法は貴重だからこそ、お高くとまっている光魔法使いが多い。君のような人は初めてで、正直驚いたよ」

　それは、昔あの街でお小こ遣づかい程度を貰もらって皆みなの怪我を治していた時にも、よく言われていたことだった。私としては手をかざしただけでお金を貰うなんて、申し訳なく思っていたくらいだというのに。

「今、仕事はしてる？」

「来週からナサニエル病院で働く予定です」

「ナサニエル病院か……ねえ、サラちゃん。騎士団で働いてみる気はない？」

「えっ？」

　私が、騎士団で働く。そんな突然の申し出に、驚きを隠かくせない。

「俺達騎士団の遠えん征せいには、治癒魔法使いヒーラーは必ひっ須すなんだ。けれど、基本彼らは性格的に俺らと相あい性しょうが悪くてね。すぐ辞やめていくから困ってるんだ」

「なるほど……」

「でも君となら、うまくやっていけそうだと思った。遠征は月に一度だから病院で働きながらもできるよ。転移魔法使いと後方にいてもらうし、絶対に危ない目には遭あわせないと約束する。この二十年間、ヒーラーが怪我をした例はないんだ」

　どうやら彼は、本当に困っているようだった。

　正直、月に一度だけならばできないことはない。何より、ヒーラーという響ひびきはなんだか格好いい。ゲームのキャラクターみたいだ。

　魔ま獣じゅうと戦う場に行くのは少し怖こわいけれど、怪我をすることも絶対にないのなら、やってみてもいいかもしれない。それに多少怪我をしたところで、私は自分で治せるのだから。

「時々ナサニエル病院からヒーラーを借りたりもしているから、そこの兼かね合あいも大丈夫だと思う。どうかな？」

　騎士団の人々はこの世界に住む人々の平へい穏おんな暮らしのために、日々命いのち懸がけで戦ってくれているのだと昔モニカさんが言っていた。そんな人達の助けになれるのなら、嬉しい。

　それに、ルークの助けにもなれるかもしれない。

「……まずは一度だけ、行ってみてもいいですか？」

「もちろん！　ありがとう、サラちゃん」

　エリオット様には彼の方から取り次いでくれるらしく、予定が決まり次し第だい、連れん絡らくをしてくれることになった。




「もしかしてサラちゃんって、余よ所その国から来た人？　なんとなく雰ふん囲い気きがこの国の人間じゃないように感じたんだけど」

「やっぱり、そう見えますか？」

　その後、私はカーティスさんと美味おいしいパスタセットを食べながら、のんびりとお喋しゃべりをした。彼は二十八歳らしく、テレシア学院を卒業後、騎士団に入ったそうだ。

　ちなみに出身を聞かれたところで「実は私、異世界から来た渡り人なんです」なんて言えるはずもなく、他国から来たばかりだと話してある。

「それならまだ、知り合いも少ないんだ？」

「そうですね。友達もいないですし」

「本当に？　それなら俺と友達になろうよ」

「カーティスさんと、ですか？」

「うん。俺、この辺は詳くわしいしどこでも案内してあげるよ」

　気さくに遊びに誘さそえる女友達が欲しいなと思っていたものの、彼ほどの人がそう言ってくれているのだ。ありがたく友人になっていただくことにした。

　そしてカーティスさんの言っていた転移魔法使いというのは、どうやら女の子らしい。きっと私と仲良くなれるから紹しょう介かいする、という約束までしてくれた。カーティスさんはとてもいい人で、壺を売りつけられるのではと疑ったことを心の中で謝罪した。

「すみません、ご馳ち走そう様でした」

「どういたしまして。またね、サラちゃん」

　いつの間にか会計を済ませてくれていたカーティスさんにお礼を言い、別れた。

　仕事が決まっただけでなく友達までできるなんて、とてもいい日になったと私は上機嫌なまま、ルークの屋や敷しきへと戻ったのだった。
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「なぜそんな仕事を引き受けてきたんですか」

「ル、ルークの役にも立てるのかなと思って」

　どうやら、いい日だったのはお昼までだったらしい。その日の夜、私は広間にてルークの隣に座り、お説教をされていた。

　騎士団の仕事を終えて帰ってきた彼に、ナサニエル病院で働くことを伝えたところまでは良かった。エリオット様の元なら安心だと、むしろ祝福してくれたくらいで。

　ただ、カーティスさんに声をかけられ、遠征のお手伝いをすることになったと言った瞬しゅん間かん、その場の空気が凍こおったのだ。ルークが氷魔法を使ったのかと思った。

「で、でも、ルークと一いっ緒しょに仕事ができるかもしれないよね？　私、働いてるルークを見てみたいな」

「カーティス師団長の隊と、俺の隊は別です。それに俺の隊には専属のヒーラーがいるので、サラと一緒になることはありません」

「そうなんだ、ちょっと残念……ちなみに、ルークの隊のヒーラーってどんな人なの？」

「……別に普通の、女性です」

　エリオット様の病院にいる治癒魔法使いは、今も昔も男性ばかりなのだ。女性の光魔法使いには、今まで会ったことがなかった。

　そしてカーティスさんは師団長であり、伯はく爵しゃく家の末っ子なんだとか。私に気を遣わせまいと、黙だまってくれていたのだろう。

　貴族相手に失礼な態度をとっていたかもしれないと、今いま更さら不安になってくる。

「その女の人に、今度会ってみたいな」

「会わなくていいと思います。サラとは正反対ですし」

「そうなの？　私、友達は欲しいんだけど」

「レイヴァンにでも頼んでおきます」

　ルークはその人と私を、会わせたくないのかもしれない。そんな気がした。

「そんなことより、遠征に行くのは一度きりにしてくださいね。絶対にその一度だけです」

「どうして？　怪我も絶対しないって言ってたしお給料もいいし、人のためにもなるし、いいことずくめな気がするんだけど」

「この世の中に、絶対なんてものはありません。それに、あんなむさ苦しい男だらけの中に、可愛いサラが行くのも問題なんです」

　さらりと可愛いと言われたことに内心戸と惑まどいつつ、「むさ苦しい？」と私は首を傾かしげた。

「はい。魔獣よりも危険です」

「ふふ、でも確かに皆が皆カーティスさんやルークみたいに爽やかで格好いい、なんてことはあり得ないよね」

　私がそう言うと、ルークはなぜか驚いたように両目を見開いた後、急にぐいと近づいてきた。私が思わず少し後ずさると、彼は更に距きょ離りを詰つめてくる。

「サラはカーティス師団長が好みなんですか」

「普通に格好いいな、とは思うけど……」

「やはり遠征は断ってください」

「えっ？　さっきは一度きりって」

「言いづらいのなら、俺から断っておきますから」

　突然どうしたのだろうと思ったけれど、ふと気づいてしまった。

　思い返せば彼は子どもの頃ころにも、私が食堂の男性客に食事に誘われた際、絶対に行かないでくれと怒ったことがあったのだ。

　もしかするとルークは、私が男性と交流して恋こい人びとができ、彼と過ごす時間が減ってしまうのを心配しているのかもしれない。

　相変わらずルークは可愛いと、思わず笑みがこぼれる。そもそもカーティスさんのような貴族のハイスペックイケメンと私なんて、釣つり合うわけがないのに。

「ルーク、大丈夫だよ」

「何がですか」

「私にとってはルークが一番だから。この先もずっと」

「────」

　いつか恋人ができたとしても、私はルークを優先してしまうような気がする。今は彼の方が年上だけれど、私にとっては本当の弟のようなものなのだ。

　私はそんなルークがとても可愛くて、大切だった。

「それは、本当ですか？」

「うん、本当だよ」

　即そく答とうすると「嬉しいです」と呟つぶやいたルークの顔が、照れたように赤く染まる。

「俺の一番もずっとサラです。それは昔も今も、この先も絶対に変わりません」

「本当に？　嬉しいな。ふふ、私達、両りょう想おもいだね！」

　嬉しくなってつい、そんな冗じょう談だんを言ってルークの頭を撫なでると、ルークはなぜか深い深い溜ため息いきを吐つき、片方の手で目元を覆おおった。

「……サラは、本当に悪い女ですね」

「えっ？　なんで？」

「なんでもありません。まだまだ先は長いなと思っただけで」

　一体、どういう意味だろう。首を傾げている私を見て、拗すねたような声を出していたルークは、やがて困ったように微笑んだ。

「覚かく悟ごしていてくださいね。俺は諦あきらめが悪いので」
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　この世界に戻もどってきてから、一週間が経たった。

「光魔ま法ほうと対ついになるのが闇やみ魔法で、確かく認にんされている使用者は、渡わたり人びとのみ……」

　エリオット様の病院で働き始めるまで、あと二日。暇ひまな私はルークが買ってきてくれた本で勉強をしつつ、のんびりと過ごしている。

「……あれ？」

　そろそろ休きゅう憩けいしようと本をテーブルに置いたところ、ふと足元に見慣れない封ふう筒とうがあることに気がついた。どうやらルークの忘れ物らしい。

「私が届けに行ってきてもいいですか？　ルークが働いているところを見てみたくて」

　すぐに執しつ事じであるロイドさんに確認を取り、王城までの地図を描かいてもらった私は、授業参観に参加する保護者の気持ちで出かける支し度たくを始めた。




「ここが、騎き士し団本部……」

　騎士団が日ひ頃ごろ活動している本部は、王城の敷しき地ち内にある。

「すみません、ルーク・ハワードさんに忘れ物を届けにきたんですが」

　ロイドさんの地図のお蔭かげですんなり王城へ到とう着ちゃくすることができた私は、門の近くにいた人に声をかけた。ルークがいるのは第五師団というところらしく、案内してくれるそうだ。

　敷地内を歩いていると、騎士達が訓練をしているアニメや漫まん画がで見るような光景が広がっていて、ワクワクしてしまう。

「こちらになります」

　そうして案内されたのは、広い稽けい古こ場だった。中には大勢の人がおり、その中心にルークはいた。どうやら、彼が皆みんなに稽古をつけているらしい。

「わあ……！」

　ルークは次々と向かってくる相手を、木ぼっ剣けんで叩たたき伏ふせていく。

　素人しろうとの私でもはっきりと分かるくらい、周りとは桁けた違ちがいな強さで。氷魔法が得意だと聞いていたけれど、まさか剣けん術じゅつもこれほど強いとは思っていなかった。

　一体彼は、どれほどの努力をしてきたのだろう。私の知っている小さくてか弱い男の子はもう、どこにもいなかった。

　少し寂さびしいけれど、立派な大人になったルークを見ることができて嬉うれしい。

「第五師団に何か御ご用ようですか？」

　思わず見み惚とれてしまいぼうっと立っていると、近くにいた男性に声をかけられた。

「すみません、これをルーク・ハワードさんに渡していただきたくて」

「ルーク、師団長に？」

　すると可か愛わいらしい顔をしたその男性は、驚おどろいたような顔で私と封筒を見比べていたけれど、数秒の後、慌あわてて封筒を受け取ってくれた。

「よろしくお願いします」

　だんだんと周りからも視線が集まってくるのを感じた私は、邪じゃ魔まをしてはいけないと思い「失礼しました」と一礼すると、この場を後にした。

　当初の目的である忘れ物を届けるというミッションを無事達成し、ルークの働く姿も見られた私は、一仕事終えた気分で来た道を戻っていく。

「……ルーク、本当に格好良かったな」

　すっかり頼たのもしい男性になった彼の姿を思い出しながら余よ韻いんに浸ひたっていると、不意に背中越ごしに声をかけられた。

「あれ、サラちゃん、だよね？　どうしたの？　こんなところで」

「カーティスさ、さま。ええと、知り合いに用事がありまして」

　振ふり返かえった先にいたのは、なんとカーティスさんだった。その隣となりには茶ちゃ髪ぱつのボブヘアーの女の子の姿もある。歳としは私と同じくらいだろうか、快活な雰ふん囲い気きの可愛らしい子だった。

「様なんてやめて欲しいな、友達なんだし」

「いいんですか？」

「もちろん。あ、この子が前に話した転移魔ま法ほう使つかいなんだ」

「この前、カフェで紹しょう介かいしてくれるって言ってた方ですか？」

「そうそう！　ほら、ティンカ。彼女が例のヒーラーの子だよ」

　カーティスさんがそう言うと、「ああ！」という顔をした彼女は手を差し出してくれた。

「初めまして、ティンカです。よろしくね！」

「サラです。こちらこそ、よろしくお願いします」

　差し出された手のひらをすぐに握にぎり返せば、にっこりと微ほほ笑えんでくれる。少し話してみると彼女は私と同じく料理や読書が趣しゅ味みのようで、なんだか仲良くなれるような気がした。

「よかったら、遠えん征せいに行く前にお茶でもしましょう」

「ぜひ！　行きたいです」

「いいね、俺も混ぜて欲しいな」

「カーティス師団長はぜーったいにダメですよ、可愛い女子の会ですから」

「酷ひどいなあ、紹介したのは俺なんだけど？」

　二人のそんなやり取りに、くすりと笑ってしまった時だった。

「サラ！」

　聞き覚えのある声がした方へと視線を向ければ、ルークが走ってくるのが見えた。稽古中のはずでは、と思っているうちに、あっという間に彼は目の前まで来ていて。

　やがてルークは、拗すねたような表情を浮うかべた。

「どうして声をかけてくれなかったんですか」

「仕事中だし、忙いそがしそうだったから」

「サラより優先することなんてありません」

「こら、そんなことを言ったらだめでしょ」

　今も出てきて大だい丈じょう夫ぶなのかと心配になったけれど、どうやら休憩時間らしい。休憩時間にした、というのが正しいのかもしれない。

　そんな彼はキラキラと輝かがやく汗あせまで、驚くほどに眩まぶしかった。

「書類、ありがとうございました。サラに会えるのはもちろん嬉しいですが、こういうことは使用人に任せていいんですよ」

「ううん、仕事中のルークの姿を見てみたくて私が言い出したんだ。それにしてもルーク、すっごく強いんだね！　格好良かったよ。思わず見惚れちゃった」

「ありがとう、ございます。嬉しいです。本当に、嬉しい」

　思ったことをそのまま伝えれば、ルークの顔は一いっ瞬しゅんにして赤く染まる。

「……驚いたな、サラちゃんの知り合いってルークだったんだ」

　そんな中、戸と惑まどったようにカーティスさんは口を開いた。カーティスさんもティンカちゃんも、ひどく驚いた顔で私達を見比べている。

「……カーティス師団長、お疲つかれ様さまです」

「うん、お疲れ。って、なんでそんなに怖こわい顔してんの？」

　私とにこにこ笑え顔がおで会話していたルークは、カーティスさんへ視線を移した途と端たん、なぜか突とつ然ぜんむすっとした真顔になった。一体、どうしたのだろう。

「とにかく、三人はダメらしいから二人きりで食事にでも行こっか。俺達、友達だし」

「あ、はい。ぜひ」

　爽さわやかな笑顔に思わずどきりとした途端、ルークによって肩かたを引き寄せられた。

「カーティス師団長、話が長いです」

「いや俺、ルークが来てから三言しか喋しゃべってないんだけど」

　苦笑いを浮かべるカーティスさんに、ルークはやはり冷ややかな眼まな差ざしを向けている。

「サラから遠征の話は聞きました。仕方ないので一度だけは許可しますから、それきりにしてください。もし彼女に何かあったら、絶対に許さない」

「ちょ、ちょっと、ルーク！」

「後は全員、必要最低限の会話でお願いしますね。サラにあまり関わらないでください」

「もう！　勝手なことばかり言わないで！」

　いきなり喧けん嘩か腰ごしでカーティスさんにそう言ってのけたルークを、慌てて止める。

　そもそも私が受けた話であって、誘さそってくれただけのカーティスさんに非はない。失礼にも程ほどがある上に、必要最低限の会話というのも無理がありすぎる。

「常にティンカと行動させるから、もちろん怪け我がはさせないよ。けれど今後については、サラちゃんが決めることじゃないかな」

　カーティスさんはそう言うと、私に「ね？」と余よ裕ゆうたっぷりな笑顔を向けた。

　その一方で、ルークは不ふ機き嫌げんさを隠かくそうともしていない。

「それより、二人はどういう関係なの？」

「なんでもいいでしょう。サラ、門まで送ります。行きましょう」

「ちょっと、ルークってば！　お二人ともすみません！　また！」

　まだ話は終わっていないのにルークは私の腕うでを引き、どんどん歩いていく。

　そんな私達を二人は最後まで驚いた表情を浮かべたまま、見つめていたのだった。
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　その日の夜、私はお洒しゃ落れな酒場にて、ルークとレイヴァン様とテーブルを囲んでいた。

　仕事を終えて屋や敷しきへ帰ってきたルークの側そばにはレイヴァン様の姿があり、「こないだの約束通り、三人で飲みに行こう」とそのまま連れ出されたのだ。

「ルークは今度、カーティスさん達に会ったら謝ってね！　本当に失礼すぎるもの」

「絶対に嫌いやです。謝りません」

「もう、ルークはまだまだ子どもだね」

「俺はもう大人です。しかも、サラよりも年上ですからね」

　昼間の失礼を咎とがめても、ルークに反省する様子はない。いつからこんな意地っ張りになってしまったんだろうと溜ため息いきを吐つくと、私はワイングラスに口をつけた。

「お、サラちゃんいけるねえ。もう一杯ぱい」

　一気飲みしたせいで空になったグラスに、レイヴァン様はすかさず白ワインをついでくれる。彼のお気に入りだというそれはフルーティで甘くて飲みやすくて、とても美味おいしい。

「本当にこれ、美味しいですね」

「美形二人に囲まれてるのもあるよ、きっと」

「た、確かに……」

　ルークはかなりお酒が強いらしく、酔よっているところはほとんど見たことがない、つまらないとレイヴァン様は先程愚ぐ痴ちをこぼしていた。

　彼は今も、強めのウイスキーをロックで飲んでいるのだ。大人すぎて少し悔くやしい。

「それにしてもルーク、お前も余裕ないんだな」

「うるさい」

「俺は必死なお前が見られて嬉しいよ」

　二人のそんな会話を、私はここの名物だという鳥のハーブ焼きを食べながら聞いていた。彼らがいつもよく来るというこの店は、料理もとても美味しい。

「ねえねえ、サラちゃん。サラちゃんの好きな男のタイプ、教えてよ」

「好きな男性のタイプ、ですか？」

「サラが好きなのは、優やさしくて顔が良くて背の高い、賢かしこくて強い金のある男です」

「あはは、サラちゃん意外と強ごう欲よくだね」

　私の代わりに答えたルークを見て、レイヴァン様は可笑おかしそうに笑っている。

「まあ、そんな人なんていないんですけどね」

「俺がいます。サラも先日、理想の男性像だと言ってくれたじゃないですか」

「確かにルークは条件を満たしてるけど……」

　ルークは私にとって異性というよりも家族のようなものだから、また違ちがう話な気がする。

　追加のお酒を頼んだレイヴァン様は、ルークの肩に腕を回した。

「それじゃあ今は、恋こい人びととか欲ほしくないの？　今までいたことは？」

「ありますよ。あるんですけど……」

　──私は未いまだに、恋れん愛あい感情というものがよく分かっていない。二十三年間生きてきて、誰だれかに「恋こい」というものをしたことがなかった。

　とは言え、別に男性が嫌きらいなわけではないし、一度、職場の親しかった男性に告白されて、付き合ってみたこともある。

　彼の優しいところは尊敬していたし、好意を持ってもらえたのは嬉しかった。

「結局、一いっ緒しょにいても楽しくなかったり、気を遣つかって疲れちゃったりして」

　その結果、うまくいかずに終わってしまった。

「そうなんだ。ちょっと分かるかも」

「本当ですか？　ルークと一緒にいるのは楽しいし、気も遣わないのになあ」

「やはり、サラには俺しかいませんね」

「もう」

　今日のルークの冗じょう談だんは絶好調らしく、顔に出ていないだけで酔っているのかもしれない。

「……ほんと、先が思いやられるね」

　レイヴァン様はそう言って笑うと、ルークの背中をばしんと叩いた。

　そうしているうちにルークの上司だという人が来店し、彼は一杯だけ付き合ってくることになった。何度もレイヴァン様に「サラに余計なことは言うな」と念を押し、席を立つ。

　レイヴァン様は二人きりになった途端、こつんとグラスを合わせた。

「あー、今日は楽しいな」

「私もです。そう言えば、レイヴァン様は今、恋人とかいないんですか？」

「うん、最近はいないよ。女の子は好きだけど、色々と疲れるんだよね。俺、束そく縛ばくされたりするの嫌いだし、よく揉もめ事ごとに巻き込まれるし、恨うらみを買ったりもするし」

「な、なるほど……モテるのも大変ですね」

　彼ほどの人には、私のような下々の人間には分からない悩なやみがあるのだろう。

「サラちゃんもモテてるじゃん、ルークに」

「もう、レイヴァン様までそんなこと言うんですか？」

「ルーク、いい男じゃん。だめ？」

「ダメも何もルークのことは好きですけど、子どもの頃ころから知っているので……それに最近のルークは浮うわついた冗談ばかり言うのが、保護者枠わくとしては心配で」

「……なるほど、根は深そうだ」

　レイヴァン様は可笑しそうに笑うと、グラスを手に取った。

「よし、サラちゃん。飲もうか」

「もう十分飲んでますし、そろそろお水を」

「君が飲んだら飲んだ分だけ、ルークの話をしてあげる」

「さて、飲みましょうか。ルークにやり返すためにも、何か弱みを聞いておかないと」

「あはは、さすがだね。すみませーん！　もう一本追加で」

　そんなレイヴァン様の言葉についつい乗ってしまったせいで、それから一時間も経たないうちに私の記き憶おくは途と切ぎれることになる。
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「大丈夫ですか？　サラ」

「うん、いますぐなおすから、待ってて」

「……大丈夫ではなさそうですね」

　上司に付き合って席を外しているうちに、レイヴァンがサラを泥でい酔すいさせてしまっていた。

　彼女はヒビの入ったグラスに手をかざし、「なおれ！」なんて言っていて、レイヴァンは腹を抱かかえて笑っている。意識はあるものの、ふらふらとしていて顔も身体からだも赤い。

　戻ってきた俺を見るなり、サラは嬉しそうにふにゃりと笑った。

　その可愛らしい姿に、悔しいくらいに心臓が高鳴ってしまう。

「サラちゃん、本当に面おも白しろかったな。また誘うわ」

「お前は飲ませすぎだ」

「ルークがいるから、安心して飲ませられるんだよ」

　そんなことを言うレイヴァンと店の前で別れ、ぐったりとしているサラを背負うと俺は帰路についた。屋敷までは歩いて二十分くらいの距きょ離りのため、彼女の酔いが夜風に当たることで少しでも落ち着けばいいと思い、そのまま歩いていく。

　少し歩けば建物も人も減り、静かな時間が訪おとずれた。

「ルーク、あったかい」

「サラも温かいですよ」

　そう呟つぶやいた彼女は温かくて小さくて、軽くて。そんな彼女に自分は救われ、守られていたのだと思うと、不思議な気分だった。

「あれ、レイヴァン様は？　いなくなっちゃったね」

「さっき別れましたよ。サラは飲みすぎです」

「大人だからいいの！　ルークはまだ十一歳だからだめです」

「いつの話をしているんですか。今の俺は二十六歳です」

「あれ？　そっか、そうだっけね。ちっちゃいルーク、かわいかったなあ。ひよこみたいにいつも私の後をついてきて……おぼえてる？」

「はい。サラとのことは、全て覚えていますよ」

　今はサラが小さい子どものようで、昔は大人びて見えていた彼女の可愛らしい一面に、思わず笑えみがこぼれる。

「……あ、あたま痛くなってきた……にんげんやめる」

「やめないでください。大丈夫ですか？　何か俺にして欲しいことはありますか？」

「なんでも、いいの？」

「はい。どんなお願いでも聞きますよ」

　水を買ってきて欲しいとか、その程度のお願いだろうと思っていたけれど、やがて彼女から返ってきた言葉は予想外のものだった。

「しあわせに」

「サラ？」

「ルークに、しあわせになってほしいな。むかしからずっと、それだけなんだ」

　思わず、足が止まった。

　ひどく優しい彼女の声に、言葉に。視界が滲にじんでいく。

「……本当にそれが、サラの一番の願いなんですか」

「うん、おねがいね」

　そう言うと、サラは俺の首元にぎゅっと腕を回した。

　──サラはいつだって、俺のことばかりだ。

　自分よりも俺のことばかりを優先して、俺のことを何よりも大切に思ってくれている。

「お願いですから、これ以上好きにさせないでください」

「んー？」

「サラは本当に、ずるいですね」
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　好きにさせるだけ、好きにさせて。いつだって、俺の気持ちには気づいてくれない。

　それでも俺は、そんなサラが好きなのだ。

　きっと今の俺はまだ彼女にとって家族であり、弟のような存在でしかない。子こども扱あつかいされているのが何よりの証しょう拠こだった。

　たとえ好きだと伝えたところで、いつもの笑顔で「私も好きだよ」と、俺とは違う「好き」が返ってくるのだろう。

　けれど俺はもう、彼女に守られているだけの無力な子どもではない。

　小さな子どもでも家族でもない、一人の大人の男だとサラに意識してもらえるその日まで、この気持ちは伝えないでいようと思う。




「──サラがいてくれるだけで、俺は幸せですよ」

　そんな言葉は、静かに寝ね息いきを立てている彼女に届くことはないまま、夜に溶とけていった。
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　ルークとレイヴァン様と飲みに行ってから、数日が経たった。翌日は記き憶おくがない上に酷ひどい二ふつ日か酔よいに襲おそわれて大後こう悔かいしたものの、現在は元気に連勤中だ。

「ナサニエル病院から来ました、サラと申します」

「ご苦労様です。あちらの控ひかえ室しつでお待ちください」

　そんな私は今、王城へとやってきていた。

　今日は年に一度の騎き士し団の剣けん術じゅつ大会が行われるという。

　国を挙げてのイベントで、国王陛下による表ひょう彰しょう式まであるらしい。騎士にとって剣術大会で結果を残すのは、とても名めい誉よなことなんだとか。

　毎年、ナサニエル病院はヒーラーを一人貸し出しているようで、元々は別の先せん輩ぱいが来る予定だったものの体調を崩くずして休みになり、急きゅう遽きょ私が出向くことになった。

　ルークも事前に教えてくれていたら良かったのに、と独り言ちながら歩みを進める。

「わあ、すごい人……！」

　今日の剣術大会は一いっ般ぱん公開されており、敷しき地ち内はたくさんの人で溢あふれていた。若い女性も多く、彼らの人気の程ほどが窺うかがえる。

「失礼します」

　軽くノックをして控え室の中に入ると、広い室内には二人しかいないようだった。すぐ近くに座っていた女性が振ふり返かえり、ぱっちりと目が合う。

　そこにいたのは、信じられないほどの美女だった。

　緩ゆるやかなウェーブがかった美しく長い金きん髪ぱつに、輝かがやく大きなエメラルドのような瞳ひとみ。真っ白な雪のような肌はだには、形のいい赤い唇くちびるが映はえている。まさに女め神がみそのものだ。

「あら、貴女あなたがナサニエル病院から来た方ね。よろしく」

「よ、よろしくお願いします……！　サラと申します」

「騎士団でヒーラーをしている、リディアよ」

　女神は声まで美しかった。話し方や仕草など、全てに品がある。よろしくと柔やわらかく微ほほ笑えまれ、心臓がどきりと跳はねた。同性だというのに恋こいに落ちてしまいそうだ。

「俺はアウカレス病院から来たケルビンだ、よろしくな」

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　もう一人は、騎士団に混ざっていてもおかしくないほどにがっしりとした男性だった。

「一人は会場のテント内で待機、二人は救護室で待機と言われているんだが、どうする？」

「あの、もし良ければ私が会場に行ってもいいですか？」

「俺は構わないよ。リディア様は？」

「私は救護室が良かったから、嬉うれしいわ」

「じゃあ決まりだな」

　そうして、私は希望通り会場内のテントに配置されることになった。これでルークが見られるかもしれないと思うと、胸が弾はずむ。

　リディア様、と呼ばれている彼女はどうやら貴族令れい嬢じょうらしい。一国の姫ひめだと言われても納なっ得とくするレベルだった。

「かなり昔に酷い怪け我が人にんが続出した年があって、三人もヒーラーが用意されるようになったの。けれど木ぼっ剣けんを使うし、今は毎年ほとんど怪我人は出ないから気楽にね」

「はい、ありがとうございます」

　リディア様は優やさしく声をかけてくれて、ファンになりそうだった。それからも説明を受けたけれど、とにかく怪我した人がいたら治すというだけで難しいことはなさそうだ。

「よし、頑がん張ばろう」

　やがて二人と別れた私は、仕事として来た以上はしっかりと頑張ろうと気合を入れた。




　会場内の大きなテントの中には、見晴らしのいい特等席が用意されていた。

「こちらで待機していてください。何かありましたら、すぐにお呼びいたしますので」

「分かりました」

　椅い子すに腰こしを下ろし辺りを眺ながめていると、カーティスさんが歩いてくるのが見えた。

　日の光を受けて輝く銀ぎん髪ぱつが、その美び貌ぼうを更さらに引き立てている。

　不意に目が合い軽く手を振ると、彼はすぐに駆かけ寄よってきてくれた。

「サラちゃん？　どうしてここに」

「今日は病院から派は遣けんされてきたんです」

「ああ、毎年ナサニエル病院からヒーラーを借りているんだったね」

　納得した様子の彼は私をじっと見つめると、やがて柔らかく目を細めた。

「その格好、よく似合ってる。可か愛わいいね」

「あ、ありがとうございます」

　今日は病院の代表として来ているため、白衣を着ているのだ。

　眩まぶしい笑えみを浮うかべたカーティスさんは、そのまま私の隣となりに腰を下ろした。

「俺もサラちゃんとここにいようっと」

「えっ？　大だい丈じょう夫ぶなんですか？」

「うん。面めん倒どうな催もよおしが一気に楽しくなってきたよ」

「ええと、それは良かったです」

　彼が隣にいることで、女性達からの刺さすような視線が痛い。誰だれもが振り返る程の美貌を持ち、身分も高く立場もあって人当たりもいいのだから、それはもうモテるだろう。

　仕事とルークの試合観戦に集中したい私は正直落ち着かず、今は離はなれて欲しかった。

「カーティスさんの出番はまだ先なんですか？」

「うん。師団長はシード権があるから、出番はかなり先だよ。特に俺は、最後の方まで出番はないかな」

　同じく師団長であるルークの出番も、まだ先に違ちがいない。人が多すぎて、出番まではルークを見つけるのは難しいだろう。そう思っていた時だった。

「サラ！」

　まさにルークその人が、このテントへとやってきたのだ。

「ルーク？　どうして」

「それはこちらのセリフです。カーティス師団長と女性ヒーラーが仲良さげに一いっ緒しょにいる、という話を聞いて来てみれば……」

「先輩が体調を崩しちゃって、急遽代わりで来ることになったの」

「今後そういう時は門番にでも声をかけて、一番に俺を呼んでください。絶対にです」

　やがてルークはカーティスさんを一いち瞥べつすると、彼とは反対側の私の隣に椅子を置き、当たり前のようにそのまま腰かけた。

「俺も出番までここにいます」

「ええっ」

　そう言ったルークを、止める人は誰もいなかった。師団長とはこんなに自由なものなのだろうか。今まで以上に、たくさんの視線がこのテントに集まってくるのを感じる。

　こうして私はなぜかルークとカーティスさんにぴったりと挟はさまれながら、待機をすることになったのだった。
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　ほとんど怪我人は出ないと聞いていたけれど、本当にびっくりするくらい暇ひまだった。もはやお金を貰もらい特等席で大会を見せてもらっているだけで、私は申し訳なさすら感じていた。

「わあ、あの人すごいね！」

「俺の方が強いです」

「ふふ、そっか」

　誰かを褒ほめる度たびに、「俺の方がすごい」「強い」と言うルークが可愛くて、ついつい笑ってしまう。試合は手に汗あせ握にぎる熱い戦いばかりで、目が離せない。

　師団長二人による解説までついていて、まさに至いたれり尽つくせりだった。

「それにしても騎士団の人達って、みんな強いんだね。優勝する人なんて、どれだけすごいんだろう」

「サラちゃん。俺だよ、去年優勝したの。すごい？」

「えっ、カーティスさんが？　すごいです！」

「今年は必ず、俺が優勝します」

「お、言うねえルーク。今年も決勝まで残れよ」

「当たり前です」

　先日はルークが失礼な態度をとっていたものの、二人の仲も良さそうだ。美形二人を眺めながらそんなことを考えていた私はふと、美形繫つながりで女神のことを思い出した。

「そうだ、さっき会ったんだけど、リディア様って本当に美人だね！　私、あんな綺き麗れいな人は初めて見たよ」

「…………」

「確かに、リディアちゃんは美人だね」

　興奮気味にそう言った途と端たん、なんとも言えない空気になってしまった。ルークは長い睫まつ毛げを伏ふせ、無言のままだ。何かまずいことを言ってしまったのだろうか。

「でも、俺はサラちゃんの方が好みだな」

「またまた、さすがにお世辞だって分かりますよ」

「サラが世界一です」

　女神のようなリディア様と私など比べ物にもならないし、月とすっぽんだ。二人には変に気を遣つかわせてしまい、申し訳なくなった。

「ええと、リディア様は騎士団の専属のヒーラーなんですよね？」

「うん。第五師団の専属だよ」

「やっぱり！　ルークが前に会わなくていい、って言ってた意味が分かった気がする。あんな女神と私が友達になるだなんて、烏お滸こがましいもんね」

「サラ、そういう意味では」

　ルークは焦あせったような様子を見せたけれど、これ以上気を遣わせたくなかった私は「大丈夫、分かってるからね」と言い、再び視線をステージへと戻もどしたのだった。


[image: ]



　あっという間に休きゅう憩けい時間になり、私は救護室へと戻ると簡単な報告書を書いた。

　結局、三人ほど軽い怪我を治しただけで、実質数分しか働いていないようなものだった。

「ねえサラさん、よかったら一緒に昼食をとらない？」

「わ、私で良ければ、ぜひ！」

　同じく報告書を書き終えたらしいリディア様に誘さそってもらい、私は騎士団の食堂で彼女と共に昼食をとることになった。

　この世界に来てからというもの、同世代の女性との交流が少なかった私はつい浮かれてしまいながら、二人並んで食堂へと向かう。

「サラさん、カーティス師団長とルーク師団長と待機していたって聞いたわ」

「はい。なんだか成り行きで、そうなってしまいまして……」

「お二人とはどういう関係なの？」

「カーティスさんとはお友達で、ルークとは幼おさな馴な染じみというか、なんというか」

　やはり他人にルークとの関係を説明するのは難しい。そんな曖あい昧まいな返事をしたところ、彼女はなぜか「羨うらやましいわ」と言って微笑んだ。




　リディア様は本当に優しくて気さくで、とても楽しい昼食の時間を過ごすことができた。

「午後からも頑張りましょう。何か困ったことがあれば、すぐに呼んでね」

「はい！　ありがとうございます」

　そうして食堂を出て、彼女と共に廊ろう下かを歩いていく。少し暑くなってきた私は、伸のびてきた髪かみを高めの位置でくくると気合を入れ直した。

「──ていうか、あの女ヒーラーはなんなの？　カーティス様とルーク様と仲いいです、みたいな顔しちゃって」

「ね、リディア様の足元にも及およばないくせに」

　すると不意に聞こえてきたのは、明らかに私の悪口だった。

　あれほどのイケメン二人に挟まれている謎なぞのモブ女など、そう思われても仕方ない。当然すぎて、怒いかりすら湧わかなかった。そもそも、リディア様と私を比べるのが大間ま違ちがいだ。

「あの子達、なんてことを」

「私は全然大丈夫なので、行きましょう！」

「でも……」

　どうやら話している女性達は騎士団の職員のようで、私は注意をしようとしてくれたリディア様を止めると、「もう時間もないですし」と声をかけた。

　なんていい人なのだろうと感謝しながら、さっさと会場へと向かおうとした時だった。

「それにしても、どうしてルーク様とリディア様って別れちゃったのかしらね。あんなにお似合いだったのに」

「私も何回か街で見たけど、本当に素す敵てきだったわ」

　──ルークとリディア様が、付き合っていた？

　思いがけずそんな事実を知ってしまった私は、内心驚おどろきを隠かくせずにいた。

　けれど、リディア様の話題を出す度にルークが気まずそうにしていたのも説明がつく。

『サラとは正反対ですし』

　以前ルークに、そう言われたことを思い出す。

　私はルークの好みの女性のタイプとは、正反対もいいところらしい。サラが世界一だなんて、やはりルークは適当なことばかり言っている。

「……今の、聞こえちゃったわよね」

「は、はい。知らなかったので、びっくりしました」

　とは言え、ルークだっていい歳としなのだ。過去にそんな相手がいたっておかしくはない。

　それにリディア様とルークの組み合わせは、誰が見たってお似合いだろう。

「でも、本当に短い間だったのよ」

「……どうして、別れてしまったんですか？」

　つい気になったことを口に出してしまったものの、今日会ったばかりの相手に聞くことではない。私は慌あわてて謝罪の言葉を口にしたけれど、リディア様は「いいのよ」と困ったように微笑むと、細く長い指で美しい金髪をそっと耳にかけた。

「私の片かた想おもいだったの。学生の頃ころから、ずっと」

「えっ……？」

　つまりルークは彼女のことを好きでもないのに、付き合っていたということだろうか。

　そんな軽けい薄はくな男性になってしまっていたのかと、内心かなりのショックを受けてしまう。

「それでも私は今も、ルーク様のことが好きなの」

　彼女は少しでもルークの側そばにいたくてご両親の反対を押し切り、第五師団のヒーラーを続けているらしい。そんな健けな気げさに、胸を打たれてしまう。

　それと同時に、好意を抱いだいてもないのに彼女と付き合っていたらしいルークのことが、私は分からなくなっていた。
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　テントへと戻ると、すぐに笑みを浮かべたルークが出で迎むかえてくれる。

「おかえりなさい、サラ。その髪かみ型がた、かわいいですね」

「ありがとう」

「……表情が暗いですが、何かありましたか？」

「なんでもないよ」

　先さき程ほどの話を思い出し、ついルークに対して少しだけ素っ気ない態度になってしまった。

　カーティスさんもすぐ近くにいる今、ここで色々と聞くわけにもいかず、そのまま二人の間の椅子に腰を下ろす。

「サラちゃん、午前中と髪型変えたんだね。すごくかわいい」

「あ、ありがとうございます……」

　カーティスさんにポニーテールの毛先を指で絡からめ取られ、どぎまぎしてしまう。

　するとルークは、「俺の時とは反応が違う」「いちいち触さわらないでください」と不ふ機き嫌げんそうな声で言うと、すかさずカーティスさんの手を払はらった。

「あはは、ルークは手厳しいね」

「…………」

「ルークの出番は午後の部が始まってすぐだったよね？　頑張ってね」

「はい。サラが見てくれているんです、絶対に負けられません」

　余よ所そ見みせずにちゃんと見ていてくださいね、サラにいいところを見せたい、なんて言うルークがあまりにも可愛くて、思わず頭を撫なでたくなってしまう。

　すると隣にいたカーティスさんが「ねえ、サラちゃん」と口を開いた。

「俺のことも応おう援えんして欲しいな」

「もちろん、カーティスさんのことも応援していますよ」

「ありがとう。あ、そうだ。もしも俺が優勝したら、ご褒ほう美びとしてデートしてくれる？」

「……デ……？」

　突とつ如じょ耳に届いたデートという慣れない単語に戸と惑まどっていると、私とカーティスさんの間にルークがずいと割り込んだ。

「カーティス師団長、いい加減にしてください」

「俺はサラちゃんに聞いてるんだけど？　どう？　サラちゃん」

「ええと、私は好きな相手以外とデートとか、考えられなくて」

　正直にそう答えたところ、カーティスさんは「なんで？」と不思議そうに首を傾かしげた。

「サラちゃん、今好きな人はいるの？」

「えっ？　いませんけど……」

「それなら良くない？　そもそも、相手のことをよく知らないと好きにもならないよね？　相手を知る機会としても、サラちゃんをいいなと思う相手にチャンスをあげるっていう意味でも、デートくらいいいと思うけどな。そう思わない？」

「そういうもの、なんでしょうか？」

「うん、そうだよ。デートって言っても二人で食事するとか買い物に行くとか、健全なもののつもりだし。ってことで、決定ね」

「……じゃあ、それくらいなら」

「サラ！」

　なんだか言いくるめられる形になってしまった私に、ルークは責めるような視線を向けてくる。そんなルークを見て、カーティスさんは形のいい唇で美しい弧こを描えがいた。

「ルークも嫌いやなら、俺に勝てばいいだけだよ」

「……では俺が優勝したら、サラは俺のお願いも聞いてくれますか？」

「えっ？　いや、それは」

「カーティス師団長は良くて、俺は駄だ目めなんですか」

「そ、そんなことはない、けど……」

「では、いいんですね」

　ルークの有う無むを言わせない笑顔に、私はつい頷うなずいてしまう。

「本気で頑張るので、しっかりと見ていてください」

　そう言ってテントを出て行くルークの背中を見つめながら、私は先程のリディア様の話を思い出していた。

　──ルークだってまた誰かと付き合い、いつかは結けっ婚こんだってするはず。いつまでも彼に甘えているわけにはいかない。この世界の女性の結婚適てき齢れい期きは二は十た歳ちくらいで、現在二十三歳の私は既すでに結婚していてもおかしくない年ねん齢れいだった。

　もしこのまま元の世界に戻れなければ、あっという間に行き遅おくれになってしまう。

　この世界で一生一人で生きていく自信もない私はカーティスさんの言う通り、もう少し積極的に男性と交流を持ってみてもいいのかもしれない。

　そんなことを考えつつ、私はステージへと視線を向けたのだった。
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「本気で頑張るので、しっかりと見ていてください」

　そうサラに宣言した俺は順調に試合を勝ち進み、決勝へと駒こまを進めた。

　決勝での相手は予想通りカーティス師団長で、目の前でサラとのデートという訳の分からない約束をされた以上、絶対に負けるわけにはいかない。

　俺自身も優勝さえすれば、お願いを聞いてくれると彼女は言ってくれたのだ。

　何より、サラにいいところを見せたかった。いつも俺を子こども扱あつかいしてくる彼女に、もう立派な大人の男なのだとアピールする絶好の機会に違いない。

「ルーク師団長、準備をお願いします」

「ああ」

　準備運動を済ませ、木剣を手にステージへと上がる。そこには既にカーティス師団長の姿があり、俺を見るなり彼は嬉しそうに目を細めた。

「すごいやる気だね、去年とは大違いじゃん」

「当たり前です」

　ふと視線をテントへと向ければ、俺以上に真しん剣けんで気合の入った表情を浮かべ、ぐっと両手を握にぎりしめるサラと視線が絡んだ。

　やがて彼女の唇がゆっくりと「ちゃんとみてるよ」と動き、心臓が跳ねる。

　俺は元々、彼女との思い出だけを胸にここまで努力を重ねてきたのだ。サラがこうして目の前で俺を応援してくれているというだけで、どんなことでもできるような気がした。

　そんな俺を見て、カーティス師団長は「ねえ」と再び口を開く。

「なんでそんなにサラちゃんを気にするの？　ずっと誰にも興味なさそうだったのに」

「……もう、理由なんて分かりません。俺は子どもの頃からずっと、サラのことだけを考えて生きてきたので」

　いつだって俺の世界の中心は、サラだった。他の人間なんて一いっ切さい目に入らないくらい、彼女の存在は俺にとって何よりも特別で、大切だった。

「サラは俺の全てですから」

　そう告げれば、カーティス師団長のアイスブルーの瞳が驚いたように見開かれる。

　同時に、試合開始の合図がなされた。

　カーティス師団長は自ら攻せめ込むタイプではない。彼の戦い方をよく知っている俺は、先に仕し掛かけることにした。剣けんの柄つかを持つ手に力を込こめ、腰を落とす。

　次の瞬しゅん間かんには一気に距きょ離りを詰つめ、剣を振り下ろした。

「っ攻めるねえ……！」

「まどろっこしいのは嫌きらいなので」

　剣と剣がぶつかり合い、木製とは思えないほどの重い音が響ひびく。完かん璧ぺきに受けてみせた彼に対し、俺はフェイントを挟みながら連れん撃げきを繰くり出だしていく。

「お前がその気なら、俺も負けてられない、な！」

　迫せまる剣けん先さきをぎりぎりのところで避よけ、足を休める間もないまま次の一いち撃げきを見舞う。

　──やはり、この人は強い。

　俺は今、全身でそれを実感していた。それでも、負けるわけにはいかない。

　ひゅっと息を吸い込むと、大きく前に出た。剣が、視線が交差する。少しでも早く、重く。自身の限界を超こえる一撃を、息をする間もないまま繰り出していく。

　そしてほんの一いっ瞬しゅんできた隙すきを、俺が見み逃のがすはずもない。

　すかさず斬り込めば、剣先はカーティス師団長の首元に届いていた。

「俺の、勝ちです」

　それと同時に、会場からは割れんばかりの拍はく手しゅと歓かん声せいが上がる。

　ゆっくりと剣を下ろしテントへと再び視線を向ければ、感動したような様子のサラが俺を見つめ拍手をしているのが見えて、ふっと笑みがこぼれた。

「……あーあ、負けちゃった」

　やがてカーティス師団長は「残念だな」と深い溜ため息いきを吐つくと、俺に右手を差し出した。

「完敗だよ。優勝おめでとう」

「ありがとうございます」

「こちらこそ」

　その手を自身の右手で握り返すと、骨が折れるのではないかというくらい、きつくきつく握りしめられた。間違いなく悪意があるだろう。

「痛いんですが」

「だってムカつくもん。悔くやしいし」

　けらけらと可笑おかしそうに笑うと、カーティス師団長は静かに手を離した。

「でも、今日のルークには敵かなわないと思ったよ。色々と」

「……はい」

「強くなったな。頑張れよ」

　ぽんと俺の肩かたを叩たたいた後、カーティス師団長はひらひらと片手を振りながら去っていく。

　──騎士団に入った頃からずっと、俺の目標はカーティス師団長だった。

　本人には絶対に、言えやしないけれど。

　そんな彼に勝ったのだという実感が今更になって湧いてきて、高こう揚よう感が胸むねの奥から込み上げてくる。もう一度戦えば、次は勝てるかは分からない。それでもやはり、嬉しかった。

　俺は「ありがとうございます」と呟つぶやくと、その背中に向かって頭を下げた。
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「サラ、本当にお願いを聞いてくれるんですか？」

　その日の夜、私は満面の笑みを浮かべるルークによって詰め寄られていた。

「うん、約束だもの」

　なんと本当に、ルークが剣術大会で優勝したのだ。

　もちろん他の騎士も皆みな、とても強かったように思う。特にカーティスさんとの決勝戦はかなりの接戦で、私は息をするのも忘れて見入ってしまった。

「ルーク、本当に格好良かったよ！　ドキドキしちゃった」

「ありがとうございます。嬉しいです」

　今日のルークは、それはもう格好良かった。私ですらドキドキしてしまうくらいだったのだから、普ふ通つうの女性なら恋に落ちていてもおかしくないだろう。

「こんなにも負けたくないと思ったのは、初めてでした」

「そうなの？」

「はい。サラが他の男とデートするなんて、絶対に許せそうになかったので」

「……そ、そうなんだ」

　ルークは柔らかく目を細め、ふわりと微笑んだ。気がつけばソファに無造作に置いていた手は彼の大きくて温かい手のひらに包まれていて、心臓が跳ねた。

　なんだかルークがいつものルークじゃないみたいで、落ち着かなくなる。美しい金色の瞳は、熱を帯びているような気がした。

「今回は俺が勝ったからいいものの、二度とあんな約束はしないでください」

　ルークの整いすぎた顔がぐっと近づいてきて、私は慌てて視線を彼から逸そらす。

「わ、分かった。それで、私は何をすればいいの？」

　慣れない甘い雰ふん囲い気きに耐たえきれなくなった私は、ルークにそう尋たずねた。

　今の私にできることなど限られているし、優しい彼のことだから簡単なお願いをしてくれるだろう。そう、思っていたのに。

「キス、してくれませんか？」

「…………なんて？」

　花が咲さくような笑みを浮かべ、ルークはそんなことを言ってのけた。

　彼の薄うすい唇が紡つむいだ信じられないお願いに、私はぴしりと固まってしまう。

「サラにキスをして欲しいと言いました」

「キ、キスって、な、なんで急に」

「俺はサラにもっと男として、意識してもらいたいんです」

　ルークはそう言って少し意地悪く微笑むと、更に顔を近づけてくる。突とつ然ぜんのことに私は戸惑いを隠せず、彼の美しい瞳を見つめ返すことしかできない。

　──そんな中、ふと昼間のリディア様の言葉を思い出す。

『私の片想いだったの。学生の頃から、ずっと』

　私は両手でぐっとルークの肩を押すと、顔を上げた。

「ルーク、駄目だよ」

「どうしてですか？」

「好きでもない、付き合ってもいない相手にそんなことを言うなんて絶対に駄目だよ。どうしてそんなに軽薄な子になっちゃったの？」

「……けいはく？」

　リディア様の切なげな表情を思い出すと、だんだんと腹が立ってきてしまう。

　彼女のような一いち途ずに思ってくれる素敵な女性を弄もてあそんだ上に、今度は私にまでそんなことを言うなんて、さすがに許せそうにない。

「もう今日はルークと話したくない。お願い事は別のことを考えておいて」

「サラ、待ってください。何か誤解を」

「ルークのバカ！」

　まっすぐな、優しいいい子に育ったと思っていたのに。

　私はルークの言葉を無視すると、そのままドアを閉め、自室へと戻ったのだった。
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　翌朝、私はベッドの中で一人頭を抱かかえていた。

「……言いすぎた、かもしれない」

　昨日はつい勢いで怒おこってしまったものの、私はルークからの話を一切聞いていないのだ。

　一晩経ち頭を冷やした結果、まずは話を聞くべきだったと反省した。バカだなんて言ってしまったことも謝らなければと思い、身み支じ度たくを整えて部屋を出る。

「えっ、ルーク？」

　するとなぜか私の部屋の前には、しょんぼりと肩を落とすルークの姿があった。

「いつからそこに……？」

「三時間くらい前からです」

　想像を超えた答えに、私の口からは間の抜ぬけた声が漏もれる。

「どうして、そんな」

「俺は、サラに嫌われたら生きていけないですから」

　眉まゆ尻じりを下げ微笑んだルークの切なげな表情に、言葉に、どきりとしてしまう。いつものように「ルークは大おお袈げ裟さなんだから」と笑い飛ばすことなんて、できそうにない。

「とにかく、座って話そう？」

　私はそう言ってルークの手を取ると、自室へと戻る。小さめのソファに並んで腰を下ろすと、ルークは温かな両手で私の手を包んだ。

「サラ、聞いてください。俺は誰にでもキスをして欲しいだなんて、言いません」

「……そう、なの？」

「はい。まずはどうして俺が軽薄な男だと思ったのか、聞いてもいいですか？」

　私はこくりと頷くと、ルークがリディア様と付き合っていたこと、それなのに彼女はずっと片想いだと言っていたことから、そう思うに至ったのだと説明する。

　やがて話し終えると、ルークは「なるほど」と深い溜め息を吐いた。

「サラが怒った理由は分かりました。当然だとも思います」

　でも、とルークは続ける。

「リディアと恋こい人びと関係にあったのは事実ですが、それは彼女が両親から持ちかけられた婚こん約やくを断るためのものでした」

「婚約を、断るため？」

「はい」

　ご両親から望まない婚約を持ちかけられたリディア様は、それを跳ね除のけるためにルークに恋人のふりをして欲しいと頼たのんだという。

　ルークも同じ隊の彼女には日々助けられており、了りょう承しょうした結果、彼女のご両親もルークほどの人が相手ならと認め、無事に話はなくなったらしい。

「ルーク、ごめんね。早とちりをしてあんな態度をとって」

「いいえ、気にしないでください」

　何度も謝る私にふわりと微笑むと、ルークは私の手を包む手のひらに力を込めた。

「その後のリディアからの告白も、俺には本当に好きな女性がいるからと断りました」

「……本当に、好きな女性？」

「はい、俺はずっと彼女だけが好きなんです」

　ルークにも、長年想おもいを寄せる相手がいたらしい。そんな相手がいるのに、偽ぎ装そうと言えどリディア様と付き合っていて大丈夫だったのだろうか。

「ルークの好きな人って、どんな人なの？」

「とても可愛くて、優しい人です。かなり鈍にぶくて、俺を子ども扱いしてくるんですよ」

「そうなんだ……子ども扱いってことはルークより年上なのかな？　でも、ルークはとっても格好いいもの！　いつか振り向いてくれると思うな」

「そうだといいんですけどね。俺は十一歳の頃からずっと、彼女だけが好きなので」

　十一歳、という言葉に「あれ？」と引っかかりを覚える。

　だってその頃、ルークの側に私はいたのだ。

　そもそも、ずっと想いを寄せている女性がいるのに、私に「キスして欲しい」「もっと男として意識してもらいたい」なんて言うのも不思議で。

「まだ分からないんですか？」

　そんな声に顔を上げれば、溶とけ出しそうなくらいに熱を帯びた、蜂はち蜜みつ色の瞳と視線が絡んだ。至近距離でまっすぐに見つめられ、目が逸らせなくなる。

　──こんなの、まるで好きだと言われているようで。

　戸惑い指先ひとつ動かせずにいる私を見て、ルークは柔らかく目を細めた。

「そろそろ仕事に行かないといけないので、また後で」

「う、うん」

　ルークは私の頰ほおにそっと触ふれると、「行ってきます」と部屋を出て行く。

　一人残された私は火ほ照てり始めた頰を押さえ、しばらくその場から動けずにいた。
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　剣けん術じゅつ大会から、あっという間に一週間が経たった。

　私は変わらず、ナサニエル病院で働く忙いそがしい日々を送っている。

「……はあ」

　けれど最近の私はなんだかおかしい。常にルークのことばかりを考えてしまうのだ。

　今だって休きゅう憩けい時間一人廊ろう下かを歩いていても、ふと思おもい浮うかぶのは彼のことだった。

『まだ分からないんですか？』

　あの日のルークの表情や声が、頭から離はなれない。それからはルークを前にするとそわそわして落ち着かなくなり、つい避さけてしまう日が続いている。

　このままではいけないと思いつつ、再び溜ため息いきを吐ついた時だった。

「サラ、急きゅう患かんだ！　休憩中悪いが手伝ってくれ！」

「はい！　すぐに行きます！」

　先せん輩ぱいに声をかけられ、急いで治ち療りょう室へと向かう。大きな馬車の事故があったようで、室内は怪け我が人にんで溢あふれていた。中には、目を背そむけたくなるような重傷の患かん者じゃもいる。

「まずい、もう魔ま力りょくが……！　多分、数人がかりじゃないと……」

「私が代わります！」

　魔力切れを起こしかけている先輩と代わり、すぐに重傷患者に両手をかざし、治ち癒ゆ魔ま法ほうを使っていく。数人がかりでなければ治せないと言われたものの、いつもより時間をかければ一人で治し切ることができた。

　その後も先せん輩ぱい方がたと分担して次々と怪我人を治療していき、数時間後、ようやく全ての治療を終えることができた。

「あー、疲つかれた。でも、絶対にこの人数じゃ無理だと思ったのにな。サラのお蔭かげだよ」

「ていうかサラ、なんでまだまだ元気なわけ？　魔力量どうなってんだ？」

　先輩方は皆みな、魔力を大量に消費し疲れ果てて座り込む中で、一番多く治療したはずの私は「ちょっと疲れたな」くらいの感かん触しょくだった。まだまだいける気さえする。

　私は自身の手のひらを見つめながら、渡わたり人びと特典はすごいなあ、なんて考えていた。




　その日の仕事終わり、エリオット様に呼び出された私は医院長室を訪おとずれていた。

　向かい合うようにお高そうなふかふかの椅い子すに座ると、彼は慣れた手つきでお茶を淹いれてくれる。とても美味おいしくて、昔から大好きな味だ。

「今日はお疲れ様でした。大変な時に留守にしていて申し訳ありません」

「いえいえ、皆さんが無事で本当に良かったです」

　今日エリオット様は用事があって病院を留守にしており、先さき程ほど戻もどってきた彼は昼間の事故についての話を聞いたのだという。

「明日はいよいよ騎き士し団の遠えん征せいですが、魔力残量は大だい丈じょう夫ぶですか？」

「多分大丈夫です。あまり疲れていないので」

　ぐっとガッツポーズをしてみせると、エリオット様は「なるほど」と呟つぶやいた。

「最近の貴女あなたの様子を見る限り、その治癒能力はもう国随ずい一いちですね。次元が違ちがう」

「えっ？」

「いいですか、サラ。行きすぎた力を持つというのは、いいことばかりではありません。それが知れ渡れば、良くも悪くもその力を利用しようとする人間が出てきます」

　私も最近、自身の治癒能力が高すぎるというのは感じていた。周りの光魔ま法ほう使つかいと、かなりの能力差があるのだ。それも、赤あかん坊ぼうと大人くらいの差が。

　そしてそれはやはり、私が「渡り人」だからなのだろう。

「サラとの付き合いは長くはありませんが、貴女のことを少しは理解しているつもりです」

「……はい」

「怪我人がほぼ出ない剣術大会ならば問題はないと思っていましたが、遠征となると話は変わってきます。うまく能力を隠かくした方がいいでしょう。彼らは限りなく王国本体に近い存在です。国にその力が露ろ見けんした場合、貴女の自由はなくなります」

　国というスケールの大きい話に、心臓が嫌いやな音を立て始める。

　今まであまり考えまいと目を逸そらしてきたけれど、私は自分が思っていたよりもずっと、この世界では重要な人間なのかもしれない。

「貴女の知人のルーク・ハワードもそうです。彼もあれほどの力を持つ限り、一生騎士団から離れられないでしょうね」

「ルークが、ですか？」

「はい。この国はそういう場所だということを覚えておいてください。権力や金に執しゅう着ちゃくがある場合は別ですが、そうでなければ辛つらくなるのは目に見えていますから」

「……分かりました。教えてくださり、ありがとうございます」

「この病院内では、私がいくらでもカバーします」

　そう言って、エリオット様は柔やわらかく微ほほ笑えんだ。彼が私を可か愛わいがってくれていることも分かっている。だからこそ、こうして話をしてくれたのだ。感謝してもしきれなかった。

　今後は渡り人だとバレるのを避けるためにも、自身の行動に気をつけなければ。

　ルークが言っていた通り、遠征に行くのは約束した一度だけにしようと思う。今回もいつまでここにいられるかも分からないのだ、なるべく穏おん便びんに暮らしたい。

　それでも明日はしっかり仕事をしようと決めて、私は医院長室を後にしたのだった。
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「おはようございます、サラ」

「あ、ルーク。おはよう、どうしたの？　そんなに急いで」

「サラがもう家を出るようだと、使用人から聞いたので」

　翌朝、いつもよりも早く支し度たくを終えて屋や敷しきを出ようとしたところ、急いで部屋から出てきたのか、少しだけ寝ね癖ぐせのついたルークに声をかけられた。

　そんな姿も可愛いと思ってしまいつつ、やはり落ち着かない気分になってしまう。

「今朝はやけに早いですが、どうかしたんですか？」

「今日は騎士団の遠征についていく日だから、もう家を出なきゃいけなくて」

「は」

　ルークは切れ長の両目を見開き、信じられないという表情を浮かべている。

「今日だなんて聞いていません」

「今言ったよ」

「事前に教えてください。……最近のサラ、俺のことを避けていますよね？」

「さ、避けてないよ」

「サラは噓うそつきですね。絶対に避けているでしょう」

　ぐっ、と距きょ離りを詰つめられた私は、慌あわててルークから視線を逸らした。

　ルークを避けている自覚はあるし、最近の自分は変だとも思う。けれどそれがなぜなのか、私は分からずにいる。

「サラ」

「と、とりあえず、帰ってきたらまた話そう！　行ってきます！」

　それだけ言うと、私はルークから逃にげるようにして屋敷を出たのだった。
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　それから一時間後、私はティンカと共に遠征に向かう馬車に揺ゆられていた。

　彼女とはすぐに意気投合し、お互たがいに敬語をやめて気き兼がねなく話している。彼女はふわふわした見た目の割によく喋しゃべる子で、色々なことを教えてくれた。

　ティンカは平民出身で、騎士団では遠征や事務仕事を手伝っているらしい。

「それにしても、こないだは本当にびっくりしたんだから。ルーク師団長があんなふうに喋ってるの、初めて見たもの」

「ルークが失礼な態度をとって、本当にごめんね」

「いいのいいの。それよりも、ルーク師団長はどんな美人が話しかけたって、『ああ』くらいしか言わないことで有名なのよ？　そこもいい、って言われてるけど」

「えっ、そうなの？」

　ルークが普ふ段だん、そんなにも寡か黙もくだなんて信じられなかった。むしろ彼はよく喋る方だと思っていた私は、驚おどろきを隠せない。

「カーティス師団長にあんな態度をとっているのだって、初めて見たもの」

　ティンカはやがて、じいっと私の顔を見つめた。

「ねえ、本当の本当に、ルーク師団長とは恋こい人びとじゃないの？　向こうは絶対、サラのこと好きじゃない」

「そんなこと……」

「あんなの、誰だれが見たって分かるわよ。で、サラはどうなの？」

「……小さい頃ころから知っているから、ルークをそういうふうに見たことがなくて」

　剣術大会の翌朝の発言から、異性として好かれているのではと私も思い始めていた。

　ずっとルークは姉のように慕したってくれていると思っていた私は、彼の気持ちにさっぱり気づいていなかったのだ。彼を異性として見たことだって、もちろんなかった。

「ルーク師団長はすごく人気なんだからね。うかうかしてると他の人に取られちゃうよ」

「ティンカこそ、カーティス師団長が好きだったりとか？」

「ないない、あの人絶対に性格悪いもん」

「えっ？　友達になってくれたしティンカも紹しょう介かいしてくれたし、優やさしい人だと思ってた」

「……サラって、悪い人にすぐ騙だまされそうだね」

　ルーク師団長が不安になるのも分かるわ、と窓の外へと視線を向けたティンカは、どこか憐あわれむような表情を浮かべている。

　そんな話をしているうちに、馬車は目的地へと辿たどり着ついていた。

「なんだか緊きん張ちょうしてきちゃった」

「分かるわ、私も初めての遠征はすごく怖こわかったもの」

　ティンカはそう言うと、ぎゅっと私の手を握にぎってくれる。温かくて柔らかい彼女の手を握り返すと、それだけで緊張が和やわらいでいく気がした。

　──今回はアスリア森林という森にて、巨きょ大だい蛇へびという魔ま獣じゅうの討とう伐ばつをする予定だ。

　名前の通り大きな蛇らしく、想像しただけでも恐おそろしい。今も昔も市街地から出たことがない私は、一度も魔獣を見たことがなかった。

　巨大蛇は非常に数が少なく、その身体からだからは貴重な薬が作れるらしい。たまに森から抜ぬけ出だしてくることもあるようで、目もく撃げき情報があれば速すみやかに討伐するのだという。

　魔獣としては危険な部類に入るらしいものの、この人数ならば問題ないとのことだった。

「私はずっとサラの側にいて、危ないと思ったらすぐに王城に飛ぶことになってるから」

「うん、よろしくお願いします。転移魔法って、本当にすごいね」

「魔力消費がすごいから、十日に一回くらいしか使えないんだけど」

　貴重で戦せん闘とう能力のないヒーラーには、必ず転移魔法使いが付つき添そうことになっている。

　ティンカの存在は、とても心強かった。

「サラちゃん、今日はよろしくね」

「カーティスさん、こちらこそよろしくお願いします」

「サラちゃんには後方で、運ばれてくる怪我人をどんどん治してもらうから、お願いね」

「はい、頑がん張ばります！」

　しっかりと役に立ち全員が無事に帰れるよう、私は気合を入れた。
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「ルーク師団長、書類をお持ちしました」

「ああ、すまない」

「いえ。他に何か御ご用ようはありませんか？」

「……今日の第三師団の遠征先は分かるか？」

　書類に視線を落としペンを持つ手を動かしながら、俺は部下にそう尋たずねた。

　まさか今日が、第三師団の遠征の日だとは思わなかった。最近はサラに避けられているのを気にしていたせいで、そこまで頭が回っていなかったことを悔くいる。

『俺は十一歳の頃からずっと、彼女だけが好きなので』

　彼女の様子がおかしくなったのは、暗に好きだと伝えてからだ。

　最初は、戸と惑まどわせてしまっただけだと思っていた。けれど時折頰ほおを赤く染め、俺の目を見られなくなっているサラは、ようやく俺を異性として意識し始めたのだと気がついた。

　サラに避けられ、あまり会話できていないのは寂さびしいものの、十五年越ごしにようやく意識してくれたのかと思うと、嬉うれしくもあった。

　──彼女に、好きになってもらいたい。ずっと一いっ緒しょにいたい。

　たったそれだけが、何よりも難しかった。それでも勿もち論ろん、諦あきらめる気なんてないけれど。

「確か遠征先は、アスリア森林だったはずですよ。巨大蛇の討伐だとか」

「そうか」

　討伐の難度としては、低くはない。とは言え、カーティス師団長が率いる実力者の多い第三師団ならば、問題はないだろう。

　そうは分かっていてもサラのことが気になって、心配で仕方がなかった。

　今日は元々、午後休の予定だ。急ぎで仕事を終わらせ、アスリア森林にサラを迎むかえに行こうと決め、俺はひたすらにペンを走らせた。
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　行きと同じ道を歩いて戻り、森の入り口へと向かう。

　先程この道を通った時には緊張や不安でいっぱいだったものの、無事に巨大蛇の討伐を終えた今は、安あん堵ど感や達成感に包まれていたはずだったのに。

「皆みんな、どこに行っちゃったの……？」

　不思議な光を感じた私は、気がつけば皆とはぐれてしまっていた。再び不安に苛さいなまれながら、一人森の中を彷徨さまよい歩いていく。

　見知らぬ森の中に一人でいると、初めてこの世界に来た時を思い出してしまう。

　いくら歩いても叫さけんでも誰の姿も見つけられず、疲れ果てた私はやがて近くにあった大きな石の上に腰こしを下ろした。

「……はあ」

　こんな時でも、やっぱり思い浮かぶのはルークのことで。今朝、逃げるようにして屋敷を出てきた時の彼の寂しそうな表情を思い出すと、罪悪感で胸が痛んだ。

　どうして、こんなにもルークのことを考えると落ち着かなくなってしまうのだろう。

　ついこないだまでは、こんなことも無かったのに。

　そうして頭を悩なやませていると、ガサガサと木の葉が揺れる音がして、誰かが来てくれたのかもしれないと期待しながら顔を上げた私は、息を吞のんだ。

「────」

　そこには、毒々しい色をした巨大蛇の姿があったからだ。

　先程のものより二回りほど小さいところを見ると、まだ子どもなのかもしれない。それでも私を一口で食べてしまいそうなくらい大きくて、恐ろしい姿をしている。

　恐きょう怖ふで身体が竦すくみ、喉のどが詰まったように声が出ない。

　頭が真っ白になり、ようやく逃げなきゃ、と思った時にはもう遅おそくて。するりと足首を、長い尾おで絡からめ取られる。

「や、やだ、助けて！　っルーク！」

　そのまま地面を引きずられていきながら、生まれて初めて死を意識した時だった。

「サラ！」

　聞き間ま違ちがえるはずのない、声がした。

　それと同時に、足首を摑つかんでいた尾の動きが止やむ。

　──どうして、ここにいるのだろう。

　引きずられていたせいであちこちが擦すり剝むけ、痛みを堪こらえながら起き上がれば、そこには蛇の頭に剣けんを突つき刺さすルークの姿があった。

　耳を劈つんざくような呻うめき声がして、その巨きょ体たいが地面に倒たおれていく。やがて蛇が動かなくなったのを確かく認にんすると、ルークは再び私の名を呼び、こちらへと駆かけ寄よってくる。

　そして目の前の光景が信じられず、呆ぼう然ぜんと地面に座り込んでいた私の肩かたをきつく摑んだ。

「どうして一人になったりしたんですか！」

　ルークがこうして私に怒ど鳴なるのは初めてで、びくりと身体が跳はねた。

　その悲痛な表情や声からは、よほど心配してくれたのが伝わってきて泣きたくなる。

「っごめん、なさい……虹にじ色いろの光が見えたと思ったら、一人になってて……」

「虹色の光……まさか迷めい光こう蝶ちょうが？」

　どうやら人を迷わせる効果がある蝶がいるらしく、私が突とつ然ぜん一人になってしまったのもその蝶の仕業らしい。数十年に一度現れると言われているとても珍めずらしいものだからこそ、皆警けい戒かいしていなかったようだった。あまりにも不運すぎる。

　肩を摑んでいた手が縋すがるように背中へと回され、抱だき寄せられた。

「サラは悪くないのに、怒鳴ってしまってすみません。怖い思いをしたでしょう」

「ううん、助けてくれてありがとう」

　そうは言ったものの、私の手足はまだ小さく震ふるえている。本当に、怖かった。

　ルークが助けに来てくれなかったらと思うと、ぞっとする。

　ぎゅっとルークの服を摑めば、彼はよりきつく抱きしめてくれた。ルークの優しい体温に、柔らかないい香りに、少しずつ恐怖が和らいでいくのが分かった。

「サラが心配で、仕事を終えてすぐにここへ来たんです。サラの姿が見えなくなったと聞いてからは、生きた心ここ地ちがしませんでした」

「ルーク……」

　今朝もあんな態度をとってしまった私を、ルークは心配してここまで来てくれたのだ。

　罪悪感や嬉しさで心の中がぐちゃぐちゃになって、視界がぼやけていく。

「お願いですから、もうこんな心配はかけないでください」

「っうん、ごめんなさい。ルーク、助けに来てくれて、ありがとう……」

「はい。俺はサラのためならなんでもしますから」

　ルークは、私に優しすぎる。優しすぎて、怖くなる。いつかルークがいなければ駄だ目めになってしまいそうで、怖かった。

「サラが無事で、本当によかった」

　少しだけ泣きそうな顔をして微笑んだルークの顔を見た瞬しゅん間かん、私は今まで感じたことのない感情が、身体の奥から込こみ上あげてくるのを感じた。

　ルークの顔を見ているだけでどきどきして、胸がぎゅっと締しめつけられるように苦しくなるのだ。




　──この気持ちは、一体なんだろう。

　答えは出ないまま、私は目を閉じてルークの体温にそっと身体を預けた。
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　騎き士し団の遠えん征せいから、一週間が経たった。あの後、ルークのお蔭かげで無事に第三師団の皆みんなと合流することができた私は、いつも通りの生活を送っている。

　カーティスさんや第三師団の人々には、こちらが申し訳なくなるくらいに謝られた。

　騎士団でも迷めい光こう蝶ちょうに遭そう遇ぐうした事例は数十年ぶりだったようで、仕方ない事故だと私は顔を上げるよう言ったけれど、ルークは「ふざけるな」とカーティスさんに摑つかみかかって。

　カーティスさんもルークが怒おこるのも当然だとされるがままで、止めるのはかなり大変だった。私のために怒ってくれるのは嬉うれしいけれど、今のルークには立場があるのだ。

「ルーク、本当にごめんね。ありがとう」

「……サラは甘すぎます」

「うん、ごめんね」

　それからは拗すねたような表情のルークを宥なだめながら、二人で手を繫つないで帰路についた。

　あの日から私は、今まで通り彼に接することができている。

　未いまだにそわそわしてしまう時もあるけれど、それよりもルークと話したい、一いっ緒しょにいたいという気持ちが大きいことにも気がついていた。




　そんなある日の朝、仕事が休みでどこかへ出かけようと思った私は、向かいに座り朝食をとっているルークに声をかけた。

「ねえ、ルークも今日はお休みだったよね？　良かったら一緒に出かけない？」

「すみません、今日は外せない用事があるんです」

「そっか。残念」

　せっかくサラから誘さそってもらえたのに、と肩かたを落とすルークが可か愛わいくて思わず笑えみがこぼれた。

「食べ終わったら、一人で買い物に行ってこようかな」

「人の多い、街中だけを歩くようにしてくださいね。声をかけられても無視するように」

「はーい」

「後はなるべく早く帰ってきてください」

　相変わらずルークは過保護だけれど、子こども扱あつかいしないでと言っていた先日までとは違ちがい、不思議と今は嬉しいと思えていた。

　その後、支し度たくを整えて玄げん関かんへ向かうと、そこにはルークの姿があった。

「俺はまだ出かけるまで時間があるので、近くまで送ります」

「本当に？　ありがとう」

　差し出された手を取ると俗ぞくに言う恋こい人びと繫ぎをされて、どきりと心臓が跳はねた。ついこないだまでは、子どもの頃ころと同じ普ふ通つうの繫ぎ方だったのに。

　顔を上げれば幸せそうに微ほほ笑えむルークと視線が絡からんで、胸がぎゅっと締しめつけられた。




　ルークに送ってもらった後、私は一人でのんびりと王都の街中を散策した。

　前回も今回も、この世界であまり自分のためにお金を使ったことがなかった私は、お給料も結構入ったことだしと、散財するくらいの気持ちでいたのだけれど。

　元々物欲がある方ではないし、ドレスや装そう飾しょく品などはルークが買ってくれているお蔭で、半日経っても欲ほしいものは見つからなかった。

　何より今日の一番の目的はルークへのお礼の品を買うことだというのに、目ぼしいものは見つからず、内心頭を抱かかえていた。

「わあ、お洒しゃ落れなお店」

　そんな中、街角でレトロな雰ふん囲い気きの魔ま道どう具ぐ店を見つけ、絶対にここで何か買って帰ると意い気き込ごんで私は店内に足を踏ふみ入いれた。

　剣けんや盾たてなどの武器から日用品まで品揃ぞろえはかなり豊富で、見ているだけで楽しい。

　やがて私は、アクセサリーのコーナーで足を止めた。

「おや、お嬢じょうさん、このブレスレットが気に入ったのかい？　最近では恋人とつけるのが貴族の間で流行はやっているんだよ」

　店主らしき男性に声をかけられ顔を上げた私は、再び視線をブレスレットへと移した。

　ベースが金色で宝石の部分が美しい藍あい色いろのそれは、どこかルークを連想させる。サイズの違うものが二つセットになっていて、ペアで身につけるものらしい。

「これも魔道具なんですか？」

「ああ。お互たがいの身に何かあった時、もう一方が光るようになっていてね。お守り代わりに持つ人も多いんだ。お嬢さんも恋人とつけるのはどうだい？」

「こ、恋人だなんて……」

　私とルークはそんな関係ではないけれど見た目もとても綺き麗れいだし、お互いの安否確かく認にんもできるため、心配性しょうな彼もこれをつけていれば少しは安心するかもしれない。

　そう思い値段を聞いてみたところ、思わず「えっ」と声が出てしまうほどの高額だった。

　けれど散財するつもりだった私のお財さい布ふの中にあるお金で、ギリギリ買えてしまう。

　そして十分ほど店内をうろうろしながら悩なやんだ末、お買い上げしてしまったのだった。




「……ルーク、喜んでくれるかな」

　ブレスレットが入った鞄かばんをぎゅっと握にぎりしめながら、再び街中を歩いていく。

　お揃そろいのものを贈おくるなんて、正直恥はずかしい。恋人同士でつけるのが流行っていると言っていたし、もしもルークが知っていたら尚なお更さらだ。

　けれどルークなら、こちらが恥ずかしくなるくらいに喜んでくれるような気がした。

　お財布の中身もスカスカになってしまい、そろそろ帰ろうとした時だった。

「──ルーク？」

　道を行いき交かう人混みの中に、ルークの姿を見つけたのだ。もう用事というのは済んだのだろうか。そう思いながら声をかけようとした私は、慌あわてて口を噤つぐんだ。

　ルークの隣となりには、リディア様の姿があったからだ。

　外せない用事というのは、彼女と一緒のものだったらしい。

「ねえ見て、あの二人、すっごくお似合いじゃない？」

「わあ、美男美女。目の保養になるわ」

　すぐ近くから、そんな会話が聞こえてくる。そして私も、同じ感想を抱いだいていた。

　ルークはもちろん何もかもが完かん璧ぺきだし、リディア様だって美人で家いえ柄がらも良くて優やさしくて、ヒーラーとしての能力も高い素す敵てきな女性だ。誰だれが見ても二人はお似合いだろう。

　一方の私と言えば何もかもが平へい々へい凡ぼん々ぼんで、渡わたり人びとだからチートな魔ま法ほうが使えるだけ。

「……っ」

　そんなことを考えていると、じくじくと胸むねの奥が締めつけられるように痛む。

　私はたまたま、ルークを小さい頃に助けたから特別に思われているだけで。普通に出会っていたらきっと、雲の上の人であるルークとは関わることすらなかっただろう。

　そう思うと、なんだか泣きたくなってくる。

「あれ、サラちゃん？」

「カーティスさん」

「どうしたの？　暗い顔して」

　二人の姿が人混みの中に紛まぎれ、見えなくなるまでその場に立たち尽つくしていると、背中越ごしに声をかけられて。振ふり返かえった先には、カーティスさんの姿があった。

「せっかくの休みだったのに仕事関係の相手と昼間っから飲みに付き合わされて、最悪だったよ。男と二人で飲んでても楽しくないっつーの」

「ふふ、お疲つかれ様さまです」

　困ったように肩を竦すくめると、カーティスさんは「ねえ、サラちゃん」と私の名を呼んだ。

「一人なら俺と少し飲みに行かない？　美女と飲み直したい気分なんだ。こないだのお詫わびも兼かねて、ご馳ち走そうさせて」

「……美女じゃないですけど、私でよければ」

「やった、嬉しいな」

　このまま屋や敷しきに戻もどる気になれなかった私は、こくりと頷うなずいた。
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　カーティスさんに連れられてきたのは、お洒落なバーのようなお店だった。心ここ地ちよい音楽が流れ高級感漂ただよう落ち着いた店内は、デートなんかにはぴったりな雰囲気だ。

　さすがカーティスさんの選ぶお店だと思いながら、二人並んでカウンターの端はしに座る。

「とても素敵なお店ですね。今まで何人の女性を連れてきたんですか？」

「サラちゃんが初めてだよ？」

「カーティスさんの噓うそつき」

「あはは、バレた？」

　そんなやり取りをした後、彼のおすすめというカクテルを頼たのんだ。やがて手元にお酒が来た私達は、こつんとグラスを合わせた。

「さて、お兄さんがこないだのお礼とお詫びに悩みを聞いてあげるよ」

「私、そんなに悩んでる顔をしてました？」

　それはもう、と頷くカーティスさんを見つめながら、グラスに口をつける。

　柑かん橘きつ系の果物のカクテルのようで、爽さわやかな甘あま酸ずっぱさが広がっていく。とても美味おいしくて、すいすい飲めてしまいそうだ。

「とは言っても、予想はつくけどね。ルークのことでしょ？」

「……はい」

「俺、こう見えて口は固いし経験豊富だからさ、話してみて」

　私はグラスをテーブルにそっと置くと、「では、お願いします」と口を開いた。

「さっき、ルークとリディア様が二人で歩いているのを見かけたんです。お似合いだな、とか色々考えているうちに、なんかこう、もやもやとして……」

「うんうん」

「最近はなぜかルークといると落ち着かなくて、胸が苦しくなるんです。だからあまり近づいて欲しくないと思うのに、一緒にいたいとも思うし、訳が分からなくて」

　どうしてなんでしょうと呟つぶやいた私を見て、カーティスさんは首を傾かしげている。

「──もしかしてサラちゃん、それが恋こいだって気づいてない？」

　やがて告げられた言葉を理解するのに、かなりの時間を要した。

「……こい？」

「やだなあ、それ以外に何があるの？」

　カーティスさんは眉まゆ尻じりを下げ、くすりと笑う。一方の私は戸と惑まどいを隠かくせずにいた。

　恋ということはつまり、私がルークに恋れん愛あい感情を抱いているということになる。







「さすがにそれは、違うような……」

「どうして？」

「友人とか家族として好き、っていうなら分かるんですけど」

　子どもの頃、仲のいい友達が他の友達と仲良くしているのを見た時にも、嫉しっ妬とのようなもやもやを感じたことはある。

　自身がルークを異性として好きだというのが、やはりしっくりと来なかった。

「じゃあ、ルークがリディアちゃんとよりを戻したらどう思う？　サラちゃんと過ごす時間も変わらないとして」

　はっきりとしない私に対して、彼は意地の悪い笑みを浮うかべ、そう尋たずねた。

　もしもルークとリディア様が復ふく縁えんしたとしたら。たとえルークと今まで通りの生活ができたとしても、そんなことを想像するだけで泣きたくなる。

「……すごく、嫌いやです」

「ほらね。家族愛なんかじゃないよ、それ」

　それでもまだ納なっ得とくできていない私に、カーティスさんは続けた。

「じゃあ、俺と付き合える？」

「えっ？」

「こうやって手を繫いだり、キスをしたりできる？　他に好きな男がいないなら、俺相手で嫌がる子って少ないと思うんだけど」

　驚おどろくほどの強気な発言をしたカーティスさんの大きな手のひらに、指を絡め取られる。それでも、彼の言う通りなのだろう。彼のような人が嫌な女性の方が少ないに違いない。

「どう？　ドキドキしない？」

　整いすぎた顔が、ぐっと近づく。けれど、繫がれた手も大きくて温かいなと思うだけで、今朝ルークと繫いだ時とは全然違う。胸の高鳴りも感じないまま。

　そんな私の反応を見て、彼は「傷つくなあ」と大おお袈げ裟さな溜ため息いきを吐ついてみせた。

「今だって、サラちゃんはルークと会いたいと思ってるよね？　リディアちゃんと今頃何してるだろうって気になってるよね？」

「……はい。とても」

「その相手が男だったら、絶対にそんな気持ちにはならないと思うよ」

　確かに、カーティスさんの言う通りだ。

　相手がレイヴァン様だったなら、今頃楽しんでいたらいいなと思うだけだろう。

「幼おさな馴な染じみだか家族だか知らないけど、血は繫がっていないんでしょ？　二人ともいい大人なんだから、好きになってもおかしくないじゃん」

　彼のその言葉は、すとんと私の胸の中に落ちていく。

　──私がルークを好きになるのは、おかしいことではないのだろうか。

　十歳も年が離はなれていた頃を、姉し弟ていのように過ごしていた頃を思い出す度たびに、私は心のどこかで自分がルークを好きになるのは間ま違ちがっているような気がしていた。

　けれどカーティスさんの言う通り、私達は血も繫がっていなければ年ねん齢れい差だってない。

「そもそもルークみたいな奴やつに特とく別べつ扱いされて、好きにならない方がおかしいって」

　だから気にすることなんて何もないと、カーティスさんは笑って。彼のお蔭で、私は心がすうっと軽くなっていくのを感じていた。

「サラちゃんのそれは、絶対に恋だよ」

　きっと、カーティスさんの言う通りだ。

　恋こい心ごころを自覚した途と端たんに、胸の中の想おもいが、どんどんと膨ふくらんでいくような気がした。

「カーティスさん、ありがとうございます。私、ルークのことが好きです」

「うんうん。俺としては残念だけどね。サラちゃんのこと可愛いなって思ってたし」

「またまた」

「本当なのになあ。でも、これで両想いだね。さっさと付き合っちゃいなよ」

　そう言って、カーティスさんが微笑んだ時だった。

「──何をしてるんですか」

　えっ、と振り返った先には、なぜかルークの姿があって。
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　その視線はやがて、私とカーティスさんの繫いだままだった手へと向けられる。

「どうして、カーティス師団長と二人でここにいるんですか」

「ぎ、逆にルークはなんでここにいるの？」

「二人が歩いていくのを見たと知人から聞いたんです。行きそうな場所もここだと」

　どうやら、リディア様との用事はもう終わったらしい。ルークはこちらへと近づいてくると、カーティスさんと繫いでいた私の手を摑んだ。

「帰りましょう」

「えっ？　でも私は」

「ほらほら、俺のことはいいから仲良くね」

「……すみません」

　カーティスさんはひらひらと片手を振り、笑顔で見送ってくれる。

　そのまま、ルークにきつく腕うでを摑まれて店を出ると、人ひと気けのない壁かべ際ぎわにぐいと押しつけられた。顔の横に手を突つかれ、鼻先が触ふれ合あいそうなくらいにルークの顔が近づく。

「どういうつもりですか」

「ど、どういうって……カーティスさんと飲んでただけだよ」

「飲んでいただけ？　あんなに近づいて、手まで繫いで？」

「それはその、違うというか理由があって」

「サラは理由があれば、俺以外の男と手を繫ぐんですね」

　明らかに、ルークは怒っている。

　確かに誤解させてしまうような状じょう況きょうではあったものの、一方的に責め立てられていた私は、きつく手のひらを握るとルークを見つめ返した。

「ル、ルークだって、リディア様と出かけてたじゃない！」

　すると彼は一いっ瞬しゅんきょとんとしたような表情を浮かべたけれど、すぐに「はい」と頷いた。

「今日は第五師団員達との交流会後、負傷して入院している団員の見み舞まいに行く前に、リディアと街中で花を買いました」

「……へ」

　どうやらずっとリディア様と二人きりで出かけていたわけではなかったようで、また私の早とちりだったらしい。

「か、勘かん違ちがいして怒って、ごめんなさい……」

　恥ずかしさに耐たえきれず俯うつむいた私を、ルークは「サラ」と甘さを含ふくんだ声で呼んだ。

「どうしてサラは、俺がリディアと出かけたことに怒ったんですか？」

「……や、やきもちを、妬やいたの」

　先さき程ほど気づいたばかりの感情を、素す直なおに伝えてみる。

　すると目の前のルークが、息を吞のんだのが分かった。

「本当に？　冗じょう談だんではなく？」

　こくりと頷くと、彼は口元を片方の手で覆おおって。それからしばらく固まっていたけれど、やがてルークは私の肩にぽすりと頭を預けた。

　柔やわらかな髪かみが首元に当たって、くすぐったい。壁かべに突いていた手を背中へと回されたかと思うと、「サラ」とひどく優しい声こわ色いろで名前を呼ばれた。




「俺は、サラのことが好きです。昔から、ずっと」




　まっすぐな言葉に、心臓が大きく跳ねる。ルークへの好意を自覚したこともあり、こうして言葉にして好意を伝えられるのは、すごく嬉しかった。

「サラも俺と同じ気持ちだと、勘違いしてもいいんですか」

　縋すがるような声にまた、胸が締めつけられる。けれど彼が私へ向けている気持ちと同じと言うには、まだ少し早い気がしてしまう。

「……ルークの気持ちは嬉しい、本当に嬉しい。でも、なんていうか私はまだこの気持ちを自覚したばかりで、ルークと同じっていうには失礼な気がしていて……その、お返事？　はもう少し後でもいい？」

　しどろもどろになる私を見て、ルークはくすりと困ったように微笑んだ。

「分かりました。返事、待っていますね」

「ありがとう」

「俺は待つのが得意なので」

　ルークは悪戯いたずらっぽく笑い、手を差し出してくれる。

「帰りましょうか」

「うん」

　温かくて大きな手を取り、二人並んで歩き出す。

　──今までだって、何度もルークと手を繫いでいたのに。この日は、いつまでも胸の高鳴りが収まることはなかった。
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　時計へと視線を向けた私は「そろそろかな」と呟つぶやくと、煮に込こんでいたスープをかき混ぜる手を止めた。エプロンをつけたままキッチンを出て、二階のルークの部屋へと向かう。

　──ルークへの恋こい心ごころを自覚してから、二週間が経たった。

　ここ数日間、ルークの隊は大規模な討とう伐ばつのために遠えん征せいへ行っており、帰ってきたのは昨晩の深夜だった。ふらふらと帰ってきた彼はよほど疲つかれていたのか、玄げん関かんで出で迎むかえた私にぎゅっと抱だきつくなり、なんとそのまま眠ねむってしまって。

　使用人達が部屋まで運んだところ、少しの間だけ目を覚ました彼はなんとかお風ふ呂ろに入ると「明日の昼、サラに起こして欲しい」と言い、再び眠ってしまったのだという。

　無事に帰ってきてくれたことに安あん堵どしつつ、仕事が休みだった私はキッチンを借りて疲ひ労ろう回復に効きそうなものや、ルークの好きな料理を朝からのんびりと作っていた。

「失礼しまーす……」

　やがてお昼になり、そろそろ起こそうと部屋を訪おとずれたところ、ルークはまだ眠っているようだった。今から起こすというのに、なんとなくそろりそろりと歩いてベッドへ近づく。

「ふふ」

　子どもの頃ころもお世辞にも寝ね相ぞうがいいとは言えなかったけれど、それは今も変わっていないらしい。ベッドの端はしで枕まくらを抱きしめている可か愛わいらしい姿に、思わず笑えみが溢あふれた。

　ルークの近くに腰こしを下ろし、その寝ね顔がおを見つめてみる。

　形のいい唇くちびるや鼻などの整いすぎたパーツ全てが正しい位置にあり、本当に作りものみたいだと思ってしまう。肌はだ荒あれひとつない美しい肌や長い睫まつ毛げも、羨うらやましくなる。

　こんなにも綺き麗れいな人が私のことを好きだなんて、なんだか信じられない。

「……かわいい」

　気持ちよさそうに眠る寝顔にはまだあどけなさが残っていて、幼い頃のルークを思い出させる。柔やわらかな紺こん髪がみに手を伸のばし、つい当時のようにそっと撫なでた時だった。

　いきなり手首を摑つかまれたかと思うと、そのままぐいと引っ張られ、視界がぶれる。気がつけば私は、ルークの上に倒たおれ込むような体勢になっていた。

「えっ？　あ、あの」

「また子こども扱あつかいですか？」

　ぎゅっと身体からだに腕うでを回されたかと思うと、ルークは少し掠かすれた甘い声でそう囁ささやいて。一いっ瞬しゅんにして顔が火ほ照てり、心臓が早はや鐘がねを打っていく。

「お、起きてたの？」

「たった今起きました」

　あまりの至近距きょ離りに耐たえきれず必死に腕の中から抜ぬけ出だしたところ、髪かみの毛けがぐしゃぐしゃになっていたのか、ルークは起き上がると手で私の髪を梳すいて直してくれた。

　そのひどく優やさしい手つきに、また心臓が大きく跳はねてしまう。

「おはようございます、サラ」

「……お、おはよう」

「起きた瞬しゅん間かん、一番最初に目に映るのがサラだなんて幸せです」

　そんなことを言うと、ルークはぐっと両りょう腕うでを伸ばした。今にも心臓が飛び出そうな私とは違ちがい、いつもと変わらない様子の彼に悔くやしいような気持ちになってしまう。

「サラ、顔が真っ赤ですよ。かわいい」

「わ、私、料理の途と中ちゅうだから！」

　甘すぎる雰ふん囲い気きに恥はずかしさが限界に達した私は、逃にげるようにしてルークの部屋を出る。背中越ごしに、くすりと笑うルークの声が聞こえた気がした。




　その後キッチンへと戻もどり、深呼吸を繰くり返かえしてなんとか落ち着いた私は再び鍋なべを火にかけ、料理を再開したのだけれど。

「いい匂においですね」

「ひっ」

　突とつ然ぜん、ルークに後ろから抱きつかれたことで、口からは悲鳴に似た声が漏もれた。

「ち、近すぎるんですが」

「昔はよく、こうしていたじゃないですか」

「昔と今は何もかもが違うでしょ」

「そうですか？　俺のサラへの気持ちは、何ひとつ変わっていませんよ」

「……っ」

　ルークはさらりとそう言ってのけると、顔が真っ赤になっているであろう私を見て、満足げな笑みを浮うかべている。本当にずるい。

　暗に好きだと伝えてからというもの、最近のルークは私に対して遠えん慮りょがなくなったような気がする。以前よりもずっと甘い言葉を言い、私に触ふれるようになった。

　もちろん嬉うれしい気持ちはあるけれど、自身の気持ちを自覚した私はルークの一挙手一投足にドキドキしてしまっていて、心臓に悪い。そしてそんな私を見て、ルークは間ま違ちがいなく楽しんでいる。余よ裕ゆうたっぷりな態度の彼に、振ふり回まわされてばかりいた。

　このままでは料理どころではないと思った私はルークに広間で待つよう言い、なんとか全てを完成させた。出来たての料理達をテーブルへと運び、彼と食しょく卓たくを囲む。

　この国にはない習慣だけれど、ついつい癖くせで「いただきます」と言ってしまう私の真ま似ねをして、両手を合わせるルークがあまりにも可愛くて口元が緩ゆるんでしまう。

「とても美味おいしいです。サラの料理は世界一ですね」

「もう、大おお袈げ裟さだよ」

　寝ね起おきには少し重たかったかなと心配だったものの、昨日の昼から何も食べていないというルークは、「美味しい」と何度も言いながらたくさん食べてくれてほっとする。

「俺は本気でそう思っていますよ。一生食べたいです」

「じゃあ、私はレパートリーを増やせるよう頑がん張ばるね」

「え」

「えっ？　……あ」

　何気なくそう返事をしたところ、突然食事をする手を止めて顔を赤らめたルークをなぜだろうと不思議に思っていたけれど。少しの後、意味を理解した私も固まってしまった。

「一生って言いましたからね。約束ですよ」

　ルークはそれはもう嬉しそうに微ほほ笑えむものだから、再び落ち着かなくなってしまう。甘すぎる空気に耐えきれなくなった私は、何か別の話題をと慌あわてて口を開いた。

「それにしても、昨日は本当に疲れてたんだね。お疲れ様」

「ありがとうございます。魔ま物もの自体の強さはそれほどでもなかったんですが、とにかく数が多くて手こずりました。久しぶりに魔ま力りょくを限界まで使ったせいか、疲れてしまったようで……屋や敷しきに帰ってきてからの記き憶おくもほとんどありません」

「そうだったんだ……今日はお休みなんでしょ？　ゆっくり休まないとね」

「いえ、サラの手料理のお蔭かげですっかり元気になりました」

「もう」

「あんなに寝ねたのも久しぶりでしたから。サラさえ良ければ、この後少しだけ買い物に付き合ってくれませんか？　仕事の関係で、行きたい店があるんです」

　確かに昨日よりはずっと、顔色は良くなっている。それでも油断は禁物だろう。

「私でよければ、もちろん。でも本当に無理はしないでね。必要なものを買ったらすぐ帰ってきて、ゆっくりしよう」

「はい、分かりました。ありがとうございます」

　ルークは料理を全て綺麗に平らげた後、恥ずかしくなるほど「美味しかった」と褒ほめてくれた。内心浮かれ切った単純な私は、また次の休みにも作ろうと決める。

　それからはお互たがいに身み支じ度たくをして、馬車に乗り込んだ。行き先は王都の街中にある剣けんを取り扱うお店だという。

「……あの、ちかいです」

「ダメですか？」

「だめじゃない、けど」

　ルークは当然のように、向かいではなく私の隣となりに座っている。

　それも広い車内で、ぴったりとすぐ隣に。私が駄だ目めだと言わないのを分かっていて聞いているに違いない。ルークのせいで街までの道のりが、やけに長く感じた。




　やがて街中に到とう着ちゃくした私達は、馬車を降りた、けれど。

「あっ、ご、ごめん！」

　それと同時に私の手を掬すくい取ったルークの手を、つい恥ずかしくて振り払はらってしまった。今まで何度も手を繫つないでいたけれど、こんなことは初めてだった。

「本当にごめんね、嫌いやだったわけじゃなくて、その……」

　もちろん嫌ではないし、嬉しいくらいだったのに。

　きっと、嫌な気持ちにさせてしまったに違いない。そう思い謝りながら顔を上げたところ、ルークはなぜかにこにこと眩まぶしいくらいの笑みを浮かべていた。

「大だい丈じょう夫ぶですよ、サラ。謝らないでください」

「えっ？」

「サラは今、俺を男として意識してくれているんでしょう？　むしろ嬉しいです」

　ルークの心の広さに感謝しつつ、図星だった私は「その通りです」と頷うなずいた。

「俺の方こそ、驚おどろかせてしまってすみません。それでもやっぱり、サラと手を繫いで歩きたいです。いいですか？」

「……ど、どうぞ」

　照れつつも片方の手を差し出せば、ルークは「ありがとうございます」と子どものように笑って。再び私の手を握にぎりしめると、そのまま手を引き、歩き始めたのだった。




　買い物を済ませた後はまっすぐ帰るつもりだったのに、今日もルークのお願いを断りきれず、近くのカフェで甘いものを食べていくことになった。

　そうして大通りを歩きカフェへと向かっていたところ、やはりすれ違う女性達は皆みな、ルークを見つめていることに気がついた。

「…………」

　ルークは誰だれよりも格好いいと思うし、それは再会した当初から思っていたことだけれど、最近はよりそう感じるようになっていた。なんだかルークが、輝かがやいて見えるのだ。

　そんなことを考えながら隣を歩いている彼の顔を見上げていると、私の視線に気づいたらしいルークと、ばっちり視線が絡からんだ。

「サラにそんなに見つめられると、ドキドキします」

「ご、ごめんね」

「いいえ。俺の顔を見ながら、何を考えていたんですか？」

「それは……」

　格好いいなと思いながら見み惚とれていたなんて、言えるはずもない。私の心の中を見み透すかしたように、悪戯いたずらっ子のような笑え顔がおを携たずさえたルークは、ぐっと顔を近づけてくる。

「本当に、サラはかわいいですね」

「……っ」

　そのうち、負担をかけすぎている私の心臓は限界を迎むかえるかもしれない。

　そんなことを、本気で思った。
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「……ということがありまして」

「ふふ、ルーク師団長、絶好調じゃない」

　ティンカはそう言うと、くすくすと笑いながらグラスにワインを注いだ。

　──ルークと出かけた二日後の晩、仕事を終えた私はティンカやカーティスさんを含ふくめた第五師団の方々の飲み会にお邪じゃ魔ましていた。先日の遠征のお給料を貰もらいに騎き士し団本部を訪れたところ、ちょうどこれから飲みに行くということで、お誘さそいをいただいたのだ。

　元々飲みの場が好きな私は、この世界に来てから大勢で飲む機会もなかったこともあり、ありがたく参加させていただくことにした。

　その足でルークに報告に行ったところ、最初は思い切り嫌な顔をしていたものの、ティンカの説得もあり「絶対に飲みすぎないでください」「後で迎えに行きます」「彼女の隣以外は座らないでください」と色々言いつつ、なんとか送り出してくれた。

　ハイペースで飲むティンカとは裏腹に、私はルークの言いつけを守り、飲みすぎないよう度数の低いお酒をちびちびと飲んでいる。

　彼女には既すでに、ここ最近のルークとのことを一通り話してあった。

「でも、サラもようやく自分の気持ちを自覚したみたいでよかったわ。ルーク師団長も幸せいっぱいでしょうね」

　最近のルークは、背後にぽんぽんと咲さき誇ほこる花が見えそうなくらい、ご機き嫌げんだった。正直、とても可愛い。

「でも私はルークといると、前よりも落ち着かなくて……」

「今いま更さらそんなこと言ってるの？　何ヶ月一いっ緒しょに住んでるのよ」

　ティンカは呆あきれたように笑うと、グラスに口をつけた。

　恋れん愛あい初心者すぎる今の私は、中学生みたいだと自分でも思う。むしろ最近の中学生の方が、私よりもスマートに恋愛をしている気さえしてくる。

「なになに？　なんの話？」

　そんな中、グラスを片手にひょっこり現れたカーティスさんは、ティンカとは反対側の私の隣に座ろうとしたけれど、すかさずティンカが私と彼の間に腕を伸ばした。

「カーティス師団長は私の隣で」

「えっ、ティンカってそんなに俺のこと好きだったの？　独どく占せん欲？」

「寒気がするようなことを言うのはやめてください、セクハラですよ。サラにベタベタされるとルーク師団長に怒おこられるので」

「ああ、なるほどね」

　カーティスさんは楽しげな笑みを浮かべると、ティンカの隣に腰を下ろした。

「先日はありがとうございました」

「どういたしまして。あれからルークとはどう？　いちゃいちゃしてる？」

「……ええと」

　それからはカーティスさんにも軽く最近のことを話したところ、「かわいいね、初うい々ういしくて」「いいなー、俺もそういうのしたい」とのお言葉をいただいた。

　改めてカーティスさんを見てみると、やはり抜ばつ群ぐんに整った顔立ちをしている。けれどルークとは違い、目を合わせても胸が苦しくなったりはしない。それを伝えたところ「ねえそれ、喜んでいいの？」と、彼は拗すねたような表情を浮かべた。

　そんな私達を見て、お酒が回り始めたらしいティンカは思い切り笑っている。

「まあ、慣れよ慣れ。そのうち、普ふ通つうに接せるようになるから大丈夫よ」

　後は飲めばなんとかなるわ！　なんて言う彼女の言葉に笑ってしまった私は、二人と乾かん杯ぱいをした後、氷の溶とけ出したグラスに口をつけた。
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「サラちゃん、お迎えが来たよ」

　それからも皆みんなで楽しく飲み続け、ほろ酔よいになった頃、隊員の男性の一人にそう声をかけられた。きっと、ルークが迎えに来てくれたのだろう。

　伝えてくれた男性や周りの人々にお礼を言い、グラスに残っていたお酒を飲み干す。

「お先に失礼しますね。今日は本当に楽しかったです！　ありがとうございました」

「いーえ。遠征はルークに怒られちゃいそうだけど、飲み会はまた遊びにおいで」

「はい、ありがとうございます」

「外まで送るよ」

　そう言うと、カーティスさんはグラスを置いて、立ち上がった。彼は当たり前のように私の鞄かばんを持ってくれて、本当にモテそうだなあという感想を抱いだく。

　やがて外に出ると、店の前のベンチに腰こしかけているルークの姿があった。

「またね、サラちゃん。気をつけて」

「はい。ありがとうございました」

　笑顔で手を振ってくれるカーティスさんに頭を下げ、ルークの元へと向かう。ルークもまた、彼に対して小さく頭を下げていた。

　なんだか彼かれ氏しみたいだと思ってしまい、一人で恥ずかしくなった。

「ルーク、迎えに来てくれてありがとう」

「俺が勝手にしていることですから。帰りましょうか」

「うん」

　酔いを醒さますためにも、歩いて帰ることにする。そうして並んで歩き出したけれど、私の彼側の手は空いたままだった。いつもなら、絶対に繫いでいるのに。

　もしかすると二日前の振り払ってしまったことが原因だろうか、なんて考えてしまう。

　──ルークと手を、繫ぎたい。自分からそう思ったのは初めてで、もどかしいような、くすぐったいような気持ちになる。

　今日は少しだけお酒が入っていることもあり、今なら自分から繫げるような気がした。

　勇気を出し、隣で歩ほ幅はばを合わせて歩いてくれているルークの手を掬い取ってみる。

　するとその瞬間、ルークはぴたりと足を止めて、繫いだばかりの手に視線を落とした。

「……ルーク？」

　やがて驚いたように黄こ金がね色いろの瞳ひとみを見開いた後、彼は繫いでいない方の手で自身の口元を覆おおうと、ふいと私から顔を背そむけた。

「しばらく俺の方、見ないでください」

「えっ？」

　一体、どうしてだろう。もしかして今日は、手を繫ぐ気分ではなかったのだろうか。そう不安に思っていると、ルークは「すみません」と呟いた。

「嬉しすぎて、にやけてしまっているので」

「っふふ、何それ」

　予想していなかった理由に、つい笑ってしまう。同時に、最近彼にしてやられてばかりだった私は、少しだけ勝ったような気分になっていた。

「ルーク、可愛いね」

「……俺はサラに、可愛いより格好いいと言われたいです」

「大丈夫、どっちも思ってるよ」

「ちなみにサラは、世界一可愛いです」

「もう」

　そんな会話をしながら、月明かりの下を歩いていく。こんな幸せな時間がずっと続きま　すようにと、祈いのらずにはいられなかった。
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　ルークへの気持ちを自覚してから、一ヶ月が経たった。

　日々ルークへの想おもいが大きくなっていくのを感じながらも、少しずつ慣れてきたのか当初よりはどぎまぎすることはかなり減ったように思う。だからこそ、そろそろルークに想いを伝えたいと思い、タイミングを窺うかがっていたある日のことだった。

「そういや、ドラゴンが降りてきたらしいぞ」

「本当か？　恐おそろしいな」

「ああ、二日前にマゼンタ森林で目もく撃げきされたらしい」

　昼休みに休きゅう憩けい室にて受付のダリアおばさんと他愛たわいない話をしながら、お昼を食べていた時だった。近くのテーブルから、そんな会話が聞こえてきたのだ。

「あの、ドラゴンなんているんですか？」

「サラちゃん、ドラゴンを知らないのかい？　珍めずらしいねえ」

　気になって尋たずねてみたところ、ダリアおばさんは驚おどろいた声を上げた。

　どうやらこの世界では、普ふ通つうにドラゴンは存在しているらしい。魔ま法ほうだけでなく、そんなファンタジーど真ん中の生物が実在していたなんて。

「ドラゴンってのは数十年に一度、腹を空すかせて人里に降りてくるのさ。かなりの被ひ害がいが出るから、大災害みたいなもんだよ」

「えっ、大だい丈じょう夫ぶなんですか？」

「その度たびに、騎き士し団の方々がドラゴンを討とう伐ばつしてくれるんだ。今回も無事に討伐してくださるのを祈いのるしかないね」

「騎士団が……」

　漫まん画がやアニメの中では、ドラゴンと人間が絆きずなを深めるような話がよくあったけれど、ここでは完全なる厄やく災さいらしい。

　先日の巨きょ大だい蛇へびですらあんなにも恐ろしかったというのに、ドラゴンだなんて想像もつかない。その討伐にルークも参加するのだろうかと思うと、不安は膨ふくらんだ。




　そしてその日の夜、心配になった私は夕食の際にルークに尋ねてみることにした。

「サラのところにまで、ドラゴンの噂うわさが回っているんですね。騎士団では既に対策本部を立て、準備を始めています」

「もしかして、ルークも討伐に行くの？」

「はい、俺が指揮官を務めることになりました」

　本来なら、それはとても名めい誉よなことなのかもしれない。けれど心配のあまり、食事をする手が止まってしまう。

「それ、危なくないの……？」

「危険がない、とは言いきれません。ドラゴンとの戦いはどうしても、かなりの被害が出ると聞きますから」

　ルークはこないだのように「俺は強いから大丈夫です」とは言ってくれなかった。

　それほどにドラゴンというのは恐ろしく、手て強ごわい相手なのだろう。濃こい不安が、心にこびりついて離はなれなかった。




　それからはドラゴンの討伐に向けての準備で、ルークは多た忙ぼうを極きわめていた。家に帰ってくることも減り、一いっ緒しょに夕食をとることもなくなっていた。

　いつ見てもその美しい顔には、疲つかれが色いろ濃こく出ている。

「ルーク、おかえりなさい」

「ただいま、サラ。着き替がえを取りに来ただけなので、すぐに戻もどります」

「……そっか」

　寂さびしさよりも、心配が大きかった。ドラゴンに関しての恐ろしい噂を聞く度に、不安は募つのるばかりで。そんな私の頰ほおを撫なでると、ルークは困ったように微ほほ笑えんだ。

「討伐に向かうのは一週間後になったので、それさえ終われば落ち着きますから」

「本当に、気をつけてね」

「はい。数日後にもう一度帰ってきます」

　そう言って、ルークはすぐに馬車に乗り込んでいく。

　私はその背中を見つめながら、彼のために今自分ができることを考えていた。
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「……サラちゃん、それ本気で言ってる？」

「はい、本気です。ティンカも一緒に来てくれるので、安心安全ですし」

「もちろん私も止めましたよ。でもこの様子じゃ一人でも行きそうなので、しっかりついて行って、連れて帰ります」

　それから二日後、私はティンカと共にカーティスさんの元を訪おとずれていた。今回の討伐に彼も参加するらしく、こっそり一緒に連れて行ってくれないかとお願いしに来たのだ。

　……私にできることを色々と考えてみたけれど、やはり治ち癒ゆ魔法を使うことくらいしか思いつかなかった。けれど間ま違ちがいなく、この能力は役に立つはずだ。

　直接ルークに言ったところで、心配性しょうの彼が私を連れて行ってくれないのは目に見えている。だからこそ、こうしてカーティスさんの元を訪ねていた。

「ヒーラーはいくらいても困らないから、俺がうまく言えば連れて行けるとは思うけど」

「はい、なんとかお願いします」

「サラちゃんはドラゴン、怖こわくないの？」

「ルークに何かある方が怖いです」

「……なるほどね。ルークが羨うらやましいよ」

　カーティスさんはやがて溜ため息いきを吐つくと、私の頭にぽんと手のひらを乗せた。

「俺が手続きをしておくから、五日後の朝五時にティンカとここにおいで」

「あ、ありがとうございます……！」

「当日は俺も前線にいるから、何もしてあげられないよ。頼たのむから、大人しくティンカと後方にいてね」

「分かりました！」

　本当に二人には、感謝してもしきれない。

　それからは少しでもできることをしようと思い、ドラゴンや騎士団の陣じん形けいについて勉強をしたり、光魔法についても学び直すことにした。




　そしてルークは絶対に帰ってくると信じているからこそ、この討伐が終わった後、彼にきちんと返事をしようと決めた。

　すれ違ちがう日々の中、ずっとルークのことを考えていた私は、曖あい昧まいな家族のような関係ではなく、彼の恋こい人びととして側そばにいたいと強く思うようになっていた。

「……どうか、無事に討伐を終えられますように」

　そう祈りながら両りょう頰ほおを叩たたき気合を入れると、私は光魔法についての本を開いたのだった。


[image: ]



　遠えん征せい前日、屋や敷しきに荷物を取りに戻ってきたルークに少しだけ時間が欲ほしいとお願いしたところ、彼は支し度たくを終えた後、私の部屋へと来てくれた。

「ルーク、忙いそがしいのにごめんね」

「いえ、こうしてサラと話ができるのは何よりも嬉うれしいですから」

　ベッドに二人並んで座る。こうして落ち着いて話すのも、久しぶりな気がする。

　本当はもっとゆっくり話をしていたいけれど、私は早さっ速そく本題を切り出すことにした。

「あのね、良かったらこれ、ルークに受け取って欲しくて」

「……これは？」

「前にルークとお揃そろいで買ったの。ずっと渡わたせずにいたんだけど」

　そう言って私は以前、魔ま道どう具ぐ店で買ったペアのブレスレットをルークに差し出した。買ったはいいものの、どのタイミングで渡せばいいか分からず、渡しそびれていたのだ。

　改めて説明書をしっかりと読んだところ、持ち主の生命力が一定以下になると青白く光るのだという。命を落とした際には割れてしまうんだとか。

　このブレスレットがあれば無事を確かく認にんできることもあり、お守り代わりにつけて欲しいと告げれば、ルークは「もちろんです」と微笑んだ。

「ありがとうございます。すごく嬉しいです。一生大切に身につけます」

「喜んでもらえてよかった」

「サラがつけてくれませんか？」

「うん、いいよ」

　差し出された左手の手首に、大きい方のブレスレットをつけていく。すると今度は、ルークが私の手首に小さい方をつけてくれた。

「なんだか結けっ婚こん式しきの指輪交こう換かんみたい」

「結婚式、ですか？」

「あ、そっか。こっちとは結婚式の流れも違うよね」

　私の世界の結婚式では、指輪をお互たがいに交換するという話をしたところ、ルークは興味津々といった様子で聞いてくれている。

「他にはどんなことをするんですか？」

「うーん、ケーキを一緒に切ったり、誓ちかいのキスをしたりとか」

　後は何があったかなと考えていたところ、ルークの手が私の頰に触ふれた。突とつ然ぜんのことにびっくりしていると、不意に反対側の頰に柔やわらかいものが触れて。

　それがルークの唇くちびるだと理解するのに、かなりの時間を要した。じわじわと顔が熱くなっていく私に向かって、ルークは嬉しさに揺ゆれる微笑みを浮うかべている。

「サラ、本当にありがとうございます。絶対に無事に帰ってきます」

「……うん。気をつけてね。待ってるから」

　そっと抱だき寄せられた私は彼の無事を祈りながら、優やさしい体温に身体からだを預けた。
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　そして当日、私はフード付きのコートを着て、ティンカと共に馬車に揺られていた。

　私の顔を知っている人は少なくないため、なるべく顔が出ないようにしている。ルークに来たことがバレてしまえば、間違いなく追い返されてしまうからだ。

「すごい人数だね」

「騎士団の半数くらいはいるみたい。それも、師団長や強い人達はみんな揃ってるからね」

　お給料は貰もらわない分、邪じゃ魔まさえしなければ自由に動いていいということになっている。ティンカには、私からしっかりとお礼をするつもりだ。もちろん、カーティスさんにも。

「……皆みんなが無事に、帰れますように」

　私はそう呟つぶやくと、手元のブレスレットに視線を落とした。これを頼たよりに彼に何かあれば、すぐに駆かけつけるつもりだ。

　それ以外の時間は後方でヒーラーとして、仕事をしっかりとこなそうと思う。私に何かあってもブレスレットは反応してしまうため、気をつけなければ。

「ティンカもついてきてくれて、本当にありがとう」

「ううん。サラの気持ちは分かるもの。頑がん張ばろうね」

　ティンカの恋人は今回の討伐には参加せず、王城の警備にあたっているらしい。みんなで絶対に無事に帰ろうと、私達は頷うなずき合った。




　そうして三時間ほど経った頃ころ、ドラゴンが潜ひそんでいるというマゼンタ森林へと到とう着ちゃくした。

　ドラゴンがいるのは森の最深部だと聞いていたため、馬車から降りて吞のん気きに思い切り身体を伸のばしていた時だった。

「来たぞ！」

「──えっ？」

　そんな声が聞こえてきた瞬しゅん間かん、夜になったのかと思うくらい、周囲が暗くなる。空を見上げた私は、信じられないその光景に息を吞のんだ。

　ドラゴンが、すぐ真上を旋せん回かいしながら飛んでいたのだ。

　あまりの大きさと迫はく力りょくに圧あっ倒とうされ、私はその場に立たち尽つくしていた。こんな生き物に人間が勝てるのだろうかと、不安や恐きょう怖ふで胸が押し潰つぶされそうになる。

「こんなところまで降りてきているとは……！」

　ここに拠きょ点てんを作り、支度をしてから森の奥へと進む予定だったというのに、十分に準備も終えていないまま戦せん闘とうが始まってしまう。間違いなく、こちらの分は悪かった。

「急いで陣形を整えろ！　支し援えん部隊は離れて！」

「サラ、行くよ！」

「うん……！」

　ティンカと共にその場を離れる途と中ちゅう、遠くで指示を出すルークの姿が見えた。どうか、無事でいてくれますように。それだけを祈って私は走り続けた。




「次、こちらもお願いします！」

「っはい！」

　ドラゴンが現れてから、かなりの時間が経った。

　今もなお戦いは続いていて、私は後方で治癒魔法を使い治ち療りょうを続けている。思った数倍、怪け我が人にんの数は多かった。重じゅう傷しょう患かん者じゃもかなりいて、魔ま力りょくの消費も激しい。

　ブレスレットになんの反応もないのが、唯ゆい一いつの救いだった。

「サラさん、少し休まれてはどうですか？　ずっと治療し続けていますし、普通なら倒たおれていてもおかしくないのでは……」

「ありがとうございます。お言葉に甘えて、少しだけ休んでもいいですか？」

「もちろんです。奥のテントに飲み物もありますので」

　近くにいた護衛の人に勧すすめられ、少しだけ休憩させてもらうことにした。今の私はぽたぽたと汗あせが垂れているのが分かるほどに汗だくで、かなりの倦けん怠たい感に襲おそわれている。

「サラ、大丈夫？　これ、お水」

「ありがとう。私はまだ大丈夫そう」

「私は転移魔法以外何もできないから、見ていることしかできないのがもどかしくて……」

「そんなこと言わないで。ティンカがいてくれるから、安心して治療に専念できるんだもの」

　改めてティンカにお礼を言うと、私は近くの椅い子すに腰こしかけて汗を拭ふく。

　やがて少し汗が引いた私は、全体の様子が気になりテントを出ようと立ち上がる。その瞬間、隣となりにいたティンカがこちらを見て、息を吞んだことに気がついた。

　ひどく、嫌いやな予感がした。

　どうか勘かん違ちがいであってくれと願いながら、私は視線を手首へと向ける。

「……っ」

　──けれど無情にも、手元のブレスレットは青白く輝かがやいていた。
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　テントを飛び出した後、私は必死に森の中を走ってルークを探した。

　人が多すぎてなかなか見つけられず、焦あせりが募る。位置が分かる魔道具も購こう入にゅうすべきだったと、今いま更さらになって後こう悔かいが止まらない。

　やがて開けた場所に座るリディア様と、その奥に倒れているルークを見つけた私は、すぐに駆け寄った、けれど。その姿を見た瞬間、目の前が真っ暗になった。

「ルーク……？」

　彼の身体には、深く大きな傷があったからだ。地面には血ち溜だまりが広がり、大怪我だとか、もうそんなレベルではなかった。

　目の前の光景に理解が追いつかず、私はその場に立ち尽くしていた。

　名前を呼んでみるけれど、応えが返ってくることはない。私を追いかけてきていたティンカも、ルークの姿を見た瞬間、その場にへたり込んだ。

「……ど、して」

　誰だれが見たって分かる事実を認めたくなくて、何度も何度も彼の名前を呼ぶ。

　そんな私の目の前で一人の騎士がリディア様の肩かたを思い切り摑つかみ、大声を上げた。

「っリディア様、もうおやめください！　このままでは魔力切れを起こしてしまいます！」

「いや、いやよ……！　私がやめたら、ルーク様は……！」

　彼女のその言葉に、私ははっとして自分の手首へと視線を向けた。

　──まだ、割れていない。

　しっかりしろと自分に言い聞かせると、すぐに彼に駆け寄って両手をかざす。そんな私を見て、美しい顔を涙なみだでぐしゃぐしゃにしたリディア様は、その大きな目を見開いた。

「……サラ、さん？」

「後は私に任せてください」

「っわたし、現状維い持じしか、できなくて」

「絶対に、ルークを助けますから」

　そう言い切れば、リディア様の瞳ひとみからはぽろぽろと大おお粒つぶの涙が溢あふれた。

　……ルークはまだ、生きている。たとえ現状維持だったとしても、彼女がずっと治癒魔法をかけ続けてくれていたお蔭かげで、ルークはこんな状態でも命を落とさずにいたのだ。

　普通なら、とっくに諦あきらめていてもおかしくない状態だったというのに。

　もしも彼女が魔法を解いたならば、その瞬間にルークは命を落としていただろう。私だけでは間違いなく間に合わなかった。リディア様には、感謝してもしきれない。

　後は、私次し第だいだ。

　治癒魔法を使いながら、どうか元通りになるよう必死に祈る。

　暖かい光の中で、ほんの少しずつだけれど傷は塞ふさがっていく。まだまだ先は長そうで、嫌な汗が背中を伝う。それでも今の私ならできる気がした。

　そんな私とルークの傷の様子を見ていたリディア様は、やがて安心したように自身の魔法を解いた。それと同時に、ふらりと彼女の身体が傾かたむく。

　とうに限界など超こえていたのかもしれない。すぐに彼女は、近くにいた騎士によって安全な場所へと運ばれていった。

「……っ」

　必死に治療を続けてはいるものの、出血はひどく、焦しょう燥そう感が募る。

　この傷はきっとドラゴンの爪つめに貫つらぬかれたのだろう。青白い傷だらけのルークの顔を見ているだけで、視界がぼやけた。どれほど痛かっただろう。苦しかっただろう。

「っ絶対に、死なせないから！　私、まだルークに返事だってしてないんだよ……！」
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　溢れてくる涙を袖そでで雑に拭ぬぐい、魔法を使い続ける。

　これほど損傷の酷い身体を治療するのは初めてで、私自身にもかなりの負担がかかっているのが分かった。これまでにないくらいの速度で、魔力が減っていく。

　──それから、どれくらい経っただろうか。

　ルークの傷が完全に塞がったのを確認した瞬間、私はその場に倒れ込んだ。指先にすらもう力が入らないくらい、体力と魔力の限界だった。

　地面に倒れ込んだまま手元を確認すれば、ブレスレットは割れておらず、もう光ってもいない。心の底から安あん堵どした。

「……良かっ、た」

　震ふるえる手を伸ばして、瞳を閉じたままのルークの頰にそっと触れる。その温かさに再び涙が溢れて、地面にぽたぽたと染しみができていく。

　ルークが生きていてくれて、本当に良かった。そう思うのと同時に、彼がどれほど大切な存在なのかということを、私は改めて思い知っていた。

「っサラ！」

　すぐにナサニエル病院へ向かおうと言ってくれたティンカに、私はルークを連れて戻って欲しいと頼んだ。

「そんな、サラは……！」

「私は疲れただけで、魔力切れも、起こしていないから、大丈夫。ここから離れたところで、終わるのを待って、絶対に帰るから、おねがい……」

　見た目は治っているように見えるけれど、どこまで再生できたのかは分からない。輸血などが必要な可能性だってある。一刻も早く、ルークを病院へ連れて行きたかった。

　そんな私の気持ちが伝わったのか、ティンカはぐっと唇を嚙かむと、頷いてくれた。彼女には本当に、感謝してもしきれない。

「絶対に、戻ってきてね……！」

　その言葉に今度は私が頷くと、ティンカはルークの側で呪じゅ文もんを唱え始める。

　やがて二人の身体は眩まばゆい光に包まれ、消えていった。
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　あれから半日後、私はナサニエル病院内にあるルークの病室を訪れていた。かなりの被害は出たものの、ドラゴンの撃げき退たいには成功し、無事に戻ってくることができたのだ。

「サラ、良かった……！」

「本当にありがとう、ティンカ」

　ティンカはずっとルークにつき添そってくれていて、戻ってきた私の顔を見るなり涙を流し、抱きしめてくれた。今回、彼女にはたくさんの心配と迷めい惑わくをかけてしまった。これからしっかりと、ティンカには恩返しをしていこうと思う。

　そしてルークは、今も静かな寝ね息いきを立てて眠ねむっている。

　ルークのあの怪我は、部下達を庇かばった結果だったそうだ。彼がいなければ、何十人もの騎士が命を落としていたと聞いた。

　ティンカのお蔭ですぐに病院へと運ばれ様々な検査をしたけれど、彼の身体にはなんの異常もなかったらしい。安心するのと同時に、自身の能力が少しだけ恐ろしくなった。

　あんな状態から完かん璧ぺきに元に戻すなんて、人間の力を超えている気がする。

「……早く、目が覚めますように」

　怪我は全て治っているものの、ルークがいつ目覚めるかは分からないそうだ。なるべくルークの側にいたいと思っている。

　そんな私は現在も魔力は空っぽだけれど、帰りの馬車で休んでいる間に体力は少し回復していた。ただひたすらに眠いだけで、なんの問題もなさそうだ。

　エリオット様には、ルークの検査結果を聞いた際に全て報告した。

　こっそりとティンカと討伐についていったこと、ルークは間違いなく死んでしまうレベルの怪我をしていたこと、それを治せたこと。彼は黙だまって私の話を聞いてくれていた。

「サラはこの先、何が起きても後悔しませんか？」

「はい、絶対にしません」

　エリオット様のその言葉の意味を、私は理解していた。

「それなら、何も言うことはありません。……大切な人のために魔法を使えるのは、とても幸せなことですから」

　てっきり叱しかられると思っていたけれど、彼はそう言って困ったように微笑むだけで。

　──エリオット様が過去に、大切な人を亡なくしているという話は聞いたことがある。

　詳くわしいことも、そう言った彼の気持ちも私には分からない。けれど頭を撫でてくれるその手があまりにも優しくて、私は再び泣いてしまったのだった。
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　そうして、三日が経った頃。今日も朝からルークの病室にいると、静かな部屋にノック音が響ひびいた。

　誰だろうと振ふり返かえれば、そこにいたのはリディア様だった。彼女は私を見るなり驚いたように両目を見開いていたけれど、すぐに穏おだやかな笑えみを浮かべた。

「こんにちは。隣、座ってもいいかしら？」

「もちろん、どうぞ。お身体の方は大丈夫ですか？」

「ええ、魔力切れには至らなかったから。ありがとう」

　隣にあった椅子を勧めると、彼女は再び「ありがとう」と言い腰を下ろした。

　そんな仕草ひとつひとつも綺き麗れいで、見み惚とれてしまう。

　リディア様は手に持っていた美しいガーベラの花を、近くにあったテーブルに置いた。この広い病室は、騎士団の人達のお見み舞まいの品やたくさんの花によって埋うめ尽くされている。

　それほどルークは、大勢の人に慕したわれているのだろう。

「貴女あなたは、すごいのね」

「えっ？」

「今、エリオット様に聞いてきたの。あれほど酷い怪我をしていたルーク様が完治したなんて、信じられない」

　私は何もできなかったから、と彼女は長い睫まつ毛げを伏ふせた。

「そんなことありません！　リディア様の魔法がなければ、ルークはきっと命を落としていましたから。あなたのお蔭です」

「……ありがとう、サラさん」

　困ったように微笑んだ彼女はそれからしばらく、何も言わずルークの顔を見つめていた。その瞳はとても優しくて、穏やかなものだった。

「──最初はね、一ひと目め惚ぼれだったの」

　やがてリディア様は、静かにそう呟いた。

　突然のことに戸と惑まどいながらも私は顔を上げ、彼女の美しい横顔を見つめる。

「彼のことを知るうちに、内面にも惹ひかれていったわ。学院の卒業後は両親の反対を押し切って騎士団に入って、彼の隊の専属のヒーラーになったの。少しでも側にいたくて」

「…………」

「ルーク様が私に興味がないことなんて、分かり切っていたのに」

　私は黙って、彼女の話に耳を傾け続けた。

　リディア様はどこか遠くを見つめるように、窓の外へと視線を向けた。

「でも私はずるい人間だから、ルーク様にお願いをしたの。父に無理やり不本意な婚こん約やくをさせられそうだから、どうか一年間だけ恋人のふりをして欲しい、ルーク様がお相手なら父も文句は言わないでしょうから、と」

　ルークから聞いていた話と同じだと思いながら、次の言葉を待つ。

「けれどあなたのことが好きだから、ふりじゃなくて本当に恋人として過ごして欲しい、もし一年経って何も感じなければ振ってくれていい。……そんな無理な頼みも、ルーク様は分かった、とだけ言って聞いてくれたわ。本当に、優しい人よね」

　もちろん婚約の話は本当よ、とリディア様は眉まゆ尻じりを下げて笑う。

「そのお蔭で無事に婚約の話もなくなって、ルーク様とも仮とはいえ恋人になれて、私は幸せだったわ。付き合いも長いせいか、お互い気楽に過ごせていたとは思う。けれど一年経っても、彼が私を好きになることはなかった」

「…………」

「それでも諦めきれなかった私は最後に、どうしたら好きになってくれるのかって馬鹿な質問をしたの。そうしたら、無理だとはっきりと言われたわ。ずっと忘れられない人がいて、彼女を超える人はこの先一生現れない。だから誰の気持ちにも応えられない、って」

　やがて彼女はふわりと微笑むと、まっすぐに私を見つめた。

「それは、貴女のことだったのね」

　彼女の優しい、美しい声がゆっくりと胸の中に溶とけていく。

「カーティス師団長から聞いたの。私達、実は幼おさな馴な染じみで仲がいいのよ」

「リディア、様……」

「私とルーク様は、本当になにもなかった。ただ、他の人よりも一緒に過ごす時間が長かっただけ。ルーク様の心にはずっと、貴女一人がいたわ」

「……っ」

　きっと、カーティスさんから私が二人のことを気にしていたという話を聞いたのだろう。

　リディア様は両手をぎゅっと握にぎると、再びルークへ視線を向けた。その切なげな眼まな差ざしからは、彼女のルークへの想いが苦しいくらいに伝わってくる。

　だからこそ、この話を私に話すのは何よりも辛つらいはずだった。私なら、絶対にできない。彼女の優しさと強さに、視界がぼやけていく。

「私はルーク様に、たくさんのものを貰ったわ。だからこそ、彼には幸せになって欲しいの」

　そう言って、リディア様は今にも泣き出しそうな顔で微笑んだ。
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　一週間後、私は王城内の一室にいた。やけに豪ごう華かなこの部屋が地位のある人が使うようなものであることは、無知な私でも分かった。

「……いよいよ、かな」

　どきどきと緊きん張ちょうで、心臓の鼓こ動どうが速くなっていく。

　──今朝、未いまだに意識の戻らないルークのお見舞いに行こうと屋敷を出たところ、見覚えのない豪華な馬車が門の前に止まっていたのだ。

「貴女がサラ様ですね」

「は、はい」

　そして王城からの使者を名乗る男性に声をかけられ、あれよあれよという間に連れてこられてしまった。けれど、驚きはなかった。いつかこんな日が来ると思っていたからだ。

　雲のようなふかふかの座り心ごこ地ちのソファに座り待っていると、やがてノック音が室内に響いた。そうして部屋の中へと入ってきたのは、長いローブを身に纏まとった美しい男性で。

「初めまして、サラさん。私は王国魔ま術じゅつ師し長ちょうのスレンです」

　この国で一番の魔術師である彼は眩まぶしいくらいの笑みを浮かべ、私に右手を差し出した。艶つやのある黒くろ髪かみと太陽のような黄金の瞳が、彼の整いすぎた顔を引き立てている。

　スレン様の名前は、もちろん聞いたことがあった。圧倒的な魔力を持ち、いくつもの属性魔法を使いこなせる唯一の人だと。

　そんな彼が、こんなにも若くて美しい人だとは思っていなかった。

「どうしてここに呼ばれたか、お分かりですか？」

「はい、分かっているつもりです」

「それなら話は早いですね」

　もう隠かくしても無む駄だだろう。それから私は、この世界に来てからのことを全て話した。

　やはり国で把は握あくしていない、魔法学院の出身者でもない魔ま法ほう使つかいである私が渡り人である可能性は、ある程度予想していたらしい。

「生きている間に渡り人に会えるなんて、光栄です」

　そう言った彼は、ひどく嬉しそうな様子を見せている。スレン様のような人でも、異世界人というのは心惹かれる存在なのだという。

　渡り人は発見され次第、国の保護下に入ることになっているそうだ。けれど完全に自由がなくなるわけではないから安心して欲しいと、スレン様は微笑んだ。




「サラさんには今日から数日間、ちょっとした検査を受けていただきます」

　それからは私は王城に泊とまり込み、大勢の前でひたすら魔法を使い続けることとなった。

　スレン様はちょっとした検査と言っていたけれど、大噓うそだ。どの程度の怪我なら治せるのか、どれくらいのスピードなのかなどを調べられ続け、私は心身ともに疲れ果てていた。

「渡り人の能力は底が知れませんね」

「上級魔法使いの中でも、一線を画していますよ」

　やはり私の能力は規格外のものらしく、周りにいた人々は何度も驚きの声を上げていた。

　ちなみに魔力量を測るためにギリギリまで魔力を使わされた日だけは、本気で途中で走って逃にげようかと思った。早さっ急きゅうに測定器を開発して欲しい。

「つ、つかれた……」

　王城内で宛あてがわれた部屋へと戻った私は、ぼふりとベッドに倒れ込んだ。室内は広くて綺麗で食事も信じられないほどに美味おいしくて、ホテル生活のように快適だったけれど。

「……ルークに、会いたいな」

　ルークに会えないことだけが辛かった。検査の間は外部と連れん絡らくが取れないことになっているのだ。数日顔を見られないだけで彼が恋こいしくて、寂しくて仕方なかった。

　今いま頃ごろ、ルークは目覚めているかもしれない。

　そんな期待を胸に、私は布ふ団とんを被かぶると目を閉じた。




　そして五日目の夜、私はスレン様に呼び出され、向かい合って座った彼はなぜか開口一番に「おめでとうございます」と言ってのけた。

　一体なんのことだろうと首を傾かしげていると、スレン様はルークと同じ金色の瞳を柔らかく細め、ふわりと微笑んだ。

「晴れて貴女の、王国魔術師の仲間入りが決まりました。大変名誉なことですよ。共に頑張りましょうね」

「……本当、ですか？」

「はい」

　王国魔術師は、平民や貴族など生まれは関係なく、なんらかの魔法を極めた人がなるものだという。その地位が与あたえられた人の中には、ルークのように騎士団など王城外に所属している人もいるけれど、魔法使いとしては最高の役職だった。

　地位や名誉、そして富を得る代わりに、彼らは戦争や大規模災害など有事の際にも必ず駆り出される。もちろん危険も多い。とは言え、この国で戦争は数百年以上起きていない上に、私のような治癒魔法使いは比ひ較かく的てき安全な仕事ばかりだという。

　私はやがてぎゅっと手のひらを握ると、顔を上げた。

「王国魔術師になれば、この力をもっと生かすことができますか？」

　──元の世界での私はずっと、なんの目標も夢もないまま毎日をなんとなく過ごしていた。

　けれどこの世界に来て、日々命いのち懸がけで戦うルークやカーティスさん、騎士団の人々を側で見ているうちに、私もこの力をもっと役立てたいと考えるようになっていた。

「ええ。もちろんです。貴女のその力はきっと大勢の人を助け、救うでしょう」

　スレン様はそう言って、右手を差し出してくれる。

　……今までの暮らしも立場も変わってしまうのは、少しだけ怖い。

　それでも、誰かと自分を比べては自分には何もないと俯うつむいているのではなく、ルークの隣で胸を張って生きていけるような人になりたいと思ったのだ。

「ありがとうございます。よろしくお願いします」

　その手を握り返した私に、彼は「期待していますよ」と笑みを浮かべたのだった。




　翌朝、私はようやく王城から出ることを許された。

　王城勤めになっても通える範はん囲いであれば別の場所に住んでもいいらしく、安心した。ずっとあそこにいては、さすがに息が詰つまる。

　勤務は一ヶ月後に行われる就任式の後からで、時間はまだあるようだった。

　ちなみにスレン様からは、渡り人についての話も色々と聞くことができた。

『渡り人は時を司つかさどるなんらかの道具を媒ばい介かいに、こちらの世界へ来ている可能性が高いです。詳しい転移の発動条件は分からない以上、媒介の扱あつかいには気をつけてください』

　前回の渡り人は、懐かい中ちゅう時ど計けいをきっかけに行き来したと言われているらしい。

　きっと私にとっての媒介は、あの腕うで時ど計けいだ。

　最初のきっかけは祖母の腕時計だったけれど、対ついとなっている祖父のものとはなんらかの形でリンクしていたのかもしれない。

　祖父の時計は実家の物置に落としてきてしまったものの、祖母の時計はきっとあのアパートにまだあるはず。後ほど絶対に探そうと決めて、私は王城を出たその足でナサニエル病院へと向かった。




　病院に着くなり、受付にいたダリアおばさんがすぐに声をかけてくれた。

「サラちゃん、三日前にルーク様が目覚めたんだよ」

「っ本当ですか!?」

「ああ。早く会いに行っておいで」

　私は彼女にお礼を言い、急いでルークの病室へと向かう。

　ルークが目覚めてから三日も経っていたなんて。ノックをするのも忘れ、病室のドアを開けた先には、ベッドから起き上がり窓の外を眺ながめているルークの姿があった。

「ルーク！」

「……サラ？」

　ずっと閉じられていた輝くような瞳と、ようやく目が合った。それだけで嬉しくて、愛いとしくて。私は思わず駆け寄ると、その胸に飛び込んだ。

「よかっ、た……！」

　大丈夫だとは聞いていたものの、こうして意識のある彼を見ると安心して涙が止まらなくなってしまう。ルークもまた、そんな私をきつく抱きしめ返してくれる。

「……あ、病人に思い切り抱きついてごめんね。大丈夫だった？」

「はい。もう一度お願いしたいくらいです」

「もう」

　やがて離れた私達は顔を見合わせて笑い、ベッドの側の椅子に腰かけた。

「エリオット医院長から、話は全て聞きました。サラが俺を助けてくれたんですね。本当にありがとうございました。あんな場所までついてきてくれていたなんて……」

「ううん、勝手なことしてごめんね」

「サラが無事で、本当によかったです。……俺は、サラには助けられてばかりだ」

　そう言うと、ルークは静かに目を伏せた。かなり気落ちしているように見える。

　元気を出して欲しくて「私だって、ルークにたくさん助けられてるよ」とは言ったものの、彼は力ない笑みを浮かべるだけだった。

「エリオット医院長が、ここ数日サラの姿が見えないと心配していました」

「そうだよね、後で挨あい拶さつしてこなきゃ。実はね、ずっと王城にいて来られなかったの」

「……王城？　サラ、まさか」

「私、王国魔術師になれるんだって。すごいでしょ！」

　嬉しいという気持ちを伝えたつもりだったものの、なぜかルークの表情は一いっ瞬しゅんにして暗くなる。どうやら私の能力が国に知られたのは、自分のせいだと思ったらしい。

「俺のせいで、渡り人だと知られてしまったんですか」

「全然ルークのせいじゃないよ！　今まで隠し通せていた方が不思議だったくらいだもの。それにね、私の力をたくさん役立てられそうで嬉しいんだ」

「…………」

「本当だよ！　だから、そんな顔しないで」

　それからもルークのせいじゃない、本当に嬉しいと言い続けても、結局ルークは私が病院を出るまでずっと、思い詰めたような表情を浮かべていたのだった。
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　ルークの退院は、三日後の予定だそうだ。それを知った私は病院の帰り道に色々と考えた結果、とある作戦を決行することにした。

　名づけて「完全な状態で返事をしよう大作戦」だ。

　名前がそのままなのはさておき、先日ルークを失うと思った時の絶望感や、リディア様との会話を経て、私はもう彼と離れたくない、ずっと一緒にいたいと強く思った。

　そして何より彼に好きだと伝えたいと思った、けれど。元の世界と宙ぶらりんのような状態で好きだとかずっと一緒にいたいだとか言っても、いまいち説得力がない。

　だからこそ、この世界に残るということを確定させてから返事をしようと考えたのだ。

　もちろん元の世界の家族も友人も恋しいし、何よりも大切で。それらを捨てるなんて決断は、簡単にはできるものではない。

　それでもルークと再び離れ離ばなれになってしまったら、私は一生後悔するだろう。

「まずは、腕時計を探さなきゃ」

　私にとっての媒介であるあの腕時計に間違って触れたり壊こわしたりしないよう、封ふう印いん的なものをする必要があるだろう。話はそれからだ。

「……よし」

　気合を入れた私はルークに借りた鍵かぎを手に、以前住んでいたアパートへと向かう。




　──そしてこの作戦が裏目に出るなんて、この時のやる気満々な私は知らない。
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　アパートで二時間ほど必死に探し回った末に、ようやく腕うで時ど計けいは見つかった。

「良かった……！」

　古びた小さな木箱の中にしまわれており、直接触ふれずに持ち運びできそうで安心する。誰だれがそうしてくれたのかは分からないけれど、とてもありがたかった。

　間ま違ちがって落とさないよう注意して腕時計をテーブルに置いた後、私は荷造りを始めた。

　ルークがずっとこの部屋を残してくれていたのは本当に嬉うれしかったけれど、いつまでも借りておくわけにもいかない。

　このアパートがなくなっても、この世界に私の帰る場所はある。そう思える今、この場所に未練はもうなかった。

　要いるものと要らないものを分けていくものの、何ひとつ捨てられず困り果てていた。他の人から見ればガラクタでも、私からすればどれも宝物のように思えてしまうのだ。

「ふふ、こんなものもあったな」

　懐なつかしいものばかりで、手に取る度たびに思わず笑えみがこぼれる。

　ルークが初めて私のために料理をしてくれた時のお皿や、「いつもありがとう」と真っ赤な顔で摘つんできてくれた花で作った栞しおり。

　ひとつひとつにルークとのかけがえのない思い出があって、胸の中が温かくなる。

　そんな思い出の品達を大切にしまいながら、私は改めて彼への想おもいを嚙かみ締しめていた。




　かなり荷物が多くなり荷造りに大分時間がかかってしまったものの、ハワード家の使用人達も手伝ってくれたお蔭かげで、無事に全て部屋に運び込むことができた。

「次は、片づけかな……」

　けれど今度は屋や敷しきの自室の中が、だいぶ散らかってしまっていた。

　明日、ルークが退院して帰ってくるまでに片づけなければ。思い出の品は、いくつかそのまま部屋に飾かざるのもいいかもしれない。

　ふと窓の外を見れば、いつの間にか空はオレンジ色に染まっていた。明日の昼にはルークが退院してくると思うと、緊きん張ちょうしてしまう。

　私は明日の夜、彼に好きだと伝えるつもりなのだ。

「す、すきです！　……うーん、何か違ちがう気がする」

　とは言え、告白のセリフというのがなかなか思いつかない。

「……ふう」

　私は溜ため息いきを吐ついてベッドに腰こしを下ろすと、再び木箱を手に取った。

　この腕時計をどうするかも、非常に悩なやましい。スレン様に相談してみようか、なんて考えているうちに急に屋敷内が騒さわがしくなった。

　足音が近づいてきて、やがてノック音が部屋の中に響ひびく。

　どうぞと声をかけるとドアが開き、そこに立っていたのはなんとルークだった。

「えっ？　退院は明日のはずじゃ……」

　今もまだ病院にいるはずの彼がいることに驚おどろいて、うっかり持っていた腕時計を落としそうになった私はかなりの冷ひや汗あせをかいた。

　落とした拍ひょう子しに強制帰き還かんなんて、本気で笑えない。

「体調も問題はないようですし、少しでも早くサラに会いたかったので、エリオット医院長にお願いをして退院を早めてもらったんです」

「そうだったんだ。退院おめでとう、ルーク」

「はい、ありがとうございます」

　そうして柔やわらかな笑みを浮うかべ部屋の中へと入ってきた彼は、不意に歩みを止めた。

　その視線は運んできた荷物によって散らかっている、部屋の一角へと向けられている。

「あ、ごめんね、散らかってて。すぐに片づけるから」

「────」

「ルーク？」

　なぜか無言になってしまったルークの視線は、私の手の中にあった木箱へと移った。

　その瞬しゅん間かん、ルークは時が止まったかのように固まり、その表情からは笑みが消えていく。

「……いま、何をしていたんですか」

「えっ？」

「答えてください」

「そ、それは、ちょっと……」

　まさか告白の準備や練習をしていました、なんて言えるはずがない。私は彼から視線を逸そらし、口ごもってしまう。その結果、重苦しい空気が室内を満たした。

　あまりにも気まずい雰ふん囲い気きに、何か別の話題をと思った私は、明日ルークに頼たのもうと思っていたことを口にしてみる。

「あのアパートはもう解約して欲しいの。長い間、本当にありがとう」

　十五年間も借りていたのだ。いくら安いアパートとは言え、総額はかなりのものだろう。

　今後は王国魔ま術じゅつ師しとして働きしっかりと稼かせいで、その分もルークに返していきたい。

　けれどそんなことを考えている間も、なかなか返事は返ってこない。どうしたんだろうと顔を上げた私は、はっと息を吞のんだ。

「……ルーク？」

　なんと彼の瞳ひとみからは、一筋の涙なみだがこぼれていたのだ。

　もしや身体からだがどこか痛むのだろうか、私が何かしてしまったのだろうかと、不安になってしまう。とにかく落としてはまずいと思い、そっと腕時計の入った木箱をテーブルに置く。

「──でください」

「えっ？」

「帰らないで、ください」

　そんな私に彼は縋すがるような視線を向け、今にも消えてしまいそうな声でそう言った。

　その言葉の意味が分からず、私はルークをただ見つめ返すことしかできない。

「無理なお願いだというのは分かっています。俺はサラを守るどころか助けられてばかりで、王国魔術師になることまで決まってしまって……嫌いや気けが差すのも当たり前です」

「ちょ、ちょっと待って」

　ちょっとどころか、かなり待って欲しい。ルークは一体、何を言っているんだろう。

　私はこの世界に戻もどってきてからというもの、ルークに助けられてばかりだった。むしろ今なんて、嫌気が差すどころか告白しようと思っているくらいだというのに。

　──もしやルークはこの荷物や腕時計を見て、私がこっそり元の世界に帰ろうとしているとでも思ったのだろうか。

　まさかそんな、と思いつつも、病院でひどく思おもい詰つめた様子だったルークを思い出してみると、あり得ないことではなさそうで。

　とにかく誤解を解こうと私が口を開くよりも早く、ルークは続けた。

「それでも、俺はサラと一いっ緒しょにいたいです。そのために、もっと強くなります。サラといるためなら、なんだってしますから」

「……ルーク？」

「っどうしようもないくらい、貴女あなたが好きなんです」

　突とつ然ぜんのその告白に私は息をするのも忘れて、ルークを見つめていた。

　必死な表情や言葉から、私への想いが苦しいほどに伝わってくる。じわじわと、身体中に愛いとしさが広がっていく。

　私は目の前のルークに手を伸のばすと、そっとその頰ほおに触れた。彼は少しだけ驚いたように目を見開いた後、私の手の上に自身の温かな手を重ねる。

「……サラは昔からずっと、俺に幸せになって欲しいと言ってくれていましたよね」

　私は静かに、深く頷うなずいた。

　小さい身体には大きすぎるほどの悲しみや苦しみを抱かかえてなお、まっすぐで優やさしいままの男の子。そんなルークが、どうか幸せになれますように。

　今も昔も変わらない、何よりの願いだった。

　やがてそんな私の気持ちを見み透すかしたようにルークは柔らかく目を細めると、今にも泣き出しそうな顔で、言ったのだ。




「俺はもう、サラがいないと幸せになんてなれません」




　そんな言葉に、視界がじわりと滲にじんだ。それは何よりも、私にとっては胸に響く愛の言葉で。気がつけば私は、彼の胸の中に飛び込んでいた。

「ルークは、分かってない」

「サラ？」

「本当に、何も分かってない。私だって、とっくにルークがいないと駄だ目めだよ」

　そう告げた瞬間、遠えん慮りょがちに背中に回されていた手が、戸と惑まどったようにびくりと震ふるえた。そんな仕草ひとつひとつも愛しくて、余計に視界がぼやけていく。

「……好き」

「────」

「ルークが、世界で一番好き。大好き。この世界でルークと一緒に、生きていきたい」

　なんて告白しようとか、そんなことを考えていたのが馬鹿らしくなるくらいに、彼へ伝えたかった言葉は自然と出てきた。

　全てが精せい一いっ杯ぱいの、素す直なおな気持ちだった。

「…………」

　しばらくの沈ちん黙もくが続いた後、ルークは「サラ、は」と口を開いた。

「本当に俺のことが、好きなんですか」

「そうだよ」

「それは、家族として、とかじゃなく」

「一人の男性として、ルークが好きなの」

　そこまで言ったところで、ようやく理解したらしいルークの瞳からは、再びぽたぽたと涙がこぼれ落ちていく。

「ルーク、好きだよ。すごく好き」

「俺の方が、絶対に好きです。比べ物にならないくらい」

「ふふ、そうかもね」
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　そう言って笑う私を、ルークは更さらにきつく抱だきしめる。そして彼は、まるで宝物に触れるように優しく「サラ」と名前を呼んで。

「愛しています」

　そんな愛の言葉に、私はまた泣いてしまうのだった。
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「……全部、俺の勘かん違ちがいだったんですね」

「私も、紛まぎらわしいことをしてごめん」

　お互たがいに泣なき止やんだ後、私はルークと並んで座り、これまでの経けい緯いを全て話していた。

　彼は自身が早とちりしたのだと気がついてからというもの、照れたように両手で顔を覆おおい続けている。私もまさか先に告白されるだなんて、思ってもみなかった。

　王国魔術師になるのが嬉しいという話も、私がずっと渡わたり人びとだというのを隠かくしていたのを知っていたからこそ、気を遣つかって無理をしているのだと信じて疑わなかったらしい。

　無事に誤解が解けて本当に良かった。

「この腕時計、どうしようかな。あ、ルークの魔ま法ほうでずっと凍こおらせたりとかできる？」

「できますよ」

「えっ、できるの？」

「はい。溶とけない上に、かなりの衝しょう撃げきがないと割れない氷を出すことはできます。あまり大きいのは無理ですが、この程度の大きさなら大だい丈じょう夫ぶです」

「それなら安心だね。ぜひ、お願いします」

　これで一安心だと喜ぶ私とは裏腹に、ルークはなぜか少し戸惑ったような様子を見せた。

「……本当に、いいんですか」

「何が？」

「俺にしか溶かせないんですよ。サラがもし後から元の世界に帰りたいと言い出しても、帰してあげられないかもしれない」

　そんなことを不安げに言うルークがあまりにも可か愛わいくて、思わず笑ってしまう。やっぱり、彼は何もわかっていない。

「ルークが私を振ふったり浮うわ気きしたりしない限り、絶対にそんなこと言わないよ」

「俺がそんなことするわけないでしょう」

　そう言って少し怒おこったような表情を浮かべる彼に、再び笑みがこぼれる。心の底から、幸せだと思った。それと同時に気づいてしまう。

　私の幸せもまた、ルークがいなければもう成り立たないということに。
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　ルークのあの告白から、一ヶ月が経たった。

　ナサニエル病院は退職しており、就任式まで無職となった私は、ルークに手料理を振ふる舞まったりモニカさんのところへ遊びに行ったりと、のんびりとした日々を過ごしている。

　お世話になったエリオット様には、今後別の形で恩返しをしていきたい。

　ちなみに腕うで時ど計けいもルークによって凍こおらせてもらい、大切にしまってある。

「……当たり前だけど、本当に何もなくなっちゃったね」

「はい。この部屋、こんなにも広かったんですね」

　そして今日は、ルークと共にアパートの解約に来ていた。

　既に荷物は全て運び出し、掃そう除じも済ませた部屋の中はがらんとしていて、暮らしていた頃ころよりもずっとずっと広く見えた。

「あ、ここ、ルークの背を測ったところだ！　ふふ、こんなに小さかったんだ」

「この頃の俺は、サラの背を追おい抜ぬきたくて必死でした」

　ルークの背の丈たけにつけた柱の傷を見つけ、懐なつかしさに笑えみがこぼれる。

「……なんだか、寂さびしいね」

「はい、とても」

　小さなルークと二人でこの部屋で過ごした時間はたった半年だけれど、たくさんの思い出が詰つまっている。

　隣となりに立つルークの手のひらをぎゅっと握にぎれば、彼もまた笑え顔がおで握り返してくれた。

「ルーク、ありがとう。ずっとこの場所を残しておいてくれて」

「いいえ。こうしてサラが戻もどってきてくれて良かったです。きっとサラがいなければ、俺はいつまでもこの部屋を手放すことはできませんでしたから」

　二人で前に進んでいける幸せを感じながら、私達は部屋を後にした。




「サラ、屋や敷しきに帰る前に一カ所だけ、寄ってもいいですか？」

「もちろん」

　アパートを出たところでルークに手を引かれ、着いたのは小さな公園で。

「この場所、覚えていますか？」

　私が小さく頷うなずくと、ルークは困ったような顔をして微ほほ笑えんだ。

　──この公園は、彼の合格祝いのデートの待ち合わせ場所だった。その直前に私が元の世界に戻ってしまったせいで、叶かなわなかったけれど。

「あれ以来ずっと、ここには来られませんでした」

　それほど、彼にとって辛つらい思い出なのだろう。この場所で一人で私を待ち続けていた幼いルークの姿を想像すると、胸が痛む。彼はそんな私を、腕の中に閉じ込めた。

「毎日のようにこの街に来ていましたが、心のどこかではもう会えないと思っていたんです」

「……うん」

「そう思っていても、会いたかった。毎日、サラのことだけを考えて生きてきました」

　切実な声に、言葉に。視界が揺ゆれる。ルークがそんなにも私のことを思ってくれていたのだと知り、嬉うれしさと切なさが身体からだ中を満たしていくのが分かった。

　私の肩かたに顔を埋うめたルークの頭をそっと撫なでると、よりきつく抱だきしめられる。

「もう一度、サラがこの世界に来てくれて良かった」

「私もルークにまた会えて良かった。……あの日、来られなくてごめんね」

「いいえ。こうして今、サラに触ふれられるだけで俺は幸せですから」

　縋すがるように、背中に腕を回される。私は昔から、ルークの優やさしい体温が好きだった。

「もう、絶対にいなくならないでください」

「うん。ずっとルークの側そばにいる。ずっと私を、好きでいてくれてありがとう」

　そう言って、私もまた、彼の身体をきつく抱きしめた。
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　それからは公園内のベンチに並んで腰こしを下ろし、手を繫つないだまま思い出話をした。

「ふふ、よくそんなことまで覚えてるね」

「言ったでしょう？　俺はサラとのことは全て覚えていますから」

　私が忘れてしまっていた些さ細さいな出来事もルークは全部覚えていて、驚おどろいてしまう。

　自じ慢まんげにそう言ったルークが可か愛わいくて、愛いとおしさが溢れていく。

「そう言えばルークって、いつから私のことが好きだったの？」

「出会ってすぐです。兄から守ってくれた時から、ずっと」

「そうだったんだ……じゃあ、私がルークの初はつ恋こいだね」

「はい。サラは知らなかったかもしれませんが、この国では初恋の相手に白い小さな花を贈おくるんですよ」

　そう言われて初めて、昔ルークに貰もらって栞しおりにした花も、白くて小さな可愛らしい花だったことを思い出す。

　あれも一種の告白だったのかと思うと、記き憶おくの中の顔を真っ赤にしていた可愛らしい彼の姿に、また胸の中が温かくなった。

「素す敵てきな風習だね。私がいた世界では、最初の恋こいは実らないなんて言われてるんだよ」

　やっぱり迷めい信しんは迷信なんだね、なんて私は吞のん気きに思っていたけれど。ルークが一度、その恋こい心ごころを過去形にしていたなんて、知る由よしもない。

「確かに、そうかもしれませんね」

「えっ？　だって、」

　だからこそ今は両りょう想おもいだというのに、肯こう定ていするような返事に疑問を抱いだいてしまう。

　そんな私の気持ちを見み透すかすようなルークの眩まぶしい金色の瞳ひとみと、視線が絡からむ。ゆっくりと彼の顔が近づいてきたかと思うと、ふわりと唇くちびるが塞ふさがれた。

　まるでそれ以上の言葉はもう、必要ないとでも言うように。

「……っ」

　生まれて初めての、キスだった。恥はずかしさや驚きといった様々な感情が溢れてきたけれど、一番に感じたのは「嬉しい」という気持ちで。

　まるで存在を確かめるかのように何度も角度を変え、口づけられる。重なった唇から、泣きたくなるくらいの多幸感が広がっていく。

　やがて離はなれた彼の形のいい唇には、愛しさに満ちた微笑みが浮うかんでいた。




「これはきっと、二度目ですから」
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　サラと想おもいを通わせてから、一週間が経たった。

　これが現実なのかどうか不安になるくらい、幸せな日々を送っている。

「昨日もサラは俺と少しでも話がしたいからって、眠ねむい中起きて待っていてくれたんです。可か愛わいすぎてどうしようかと思いました」

「へえ、良かったね。俺がお前をどうかしてやろうか？」

　カーティス師団長は爽さわやかな笑えみを浮うかべそんなことを言うと、グラスに入っていた酒を一気に飲み干し、深い溜ため息いきを吐ついた。

　──今日は騎き士し団の幹部会議があり、その後は近くの酒場で飲み会が行われている。

　一分一秒でも早くサラの待つ屋や敷しきへと帰りたかった俺は、適当な理由をつけて断ろうとしたものの、上司に捕つかまってしまい今に至る。

「それにしてもルーク、酒強いね。さすがの俺もちょっと酔よったわ」

「俺も酔っていますよ。顔に出づらいだけで」

　俺やカーティス師団長は今日のメンバーの中ではかなり若いため、前半は上司達の標的になりかなり飲まされてしまった。

　お蔭かげで元々酒が弱いわけではない俺もカーティス師団長も、結構酒が回ってきている。

　そんな中、なんとか端はしのカウンター席へ避ひ難なんした俺達は二人で静かに飲み直していた。

　口を開けばついサラの話ばかりをしてしまう俺に対して、カーティス師団長は「ムカつく」「ずるい」を繰くり返かえしている。

「あー、いいな。俺もそういうのしたい」

「すればいいじゃないですか」

　カーティス師団長の女性からの人気は、騎士団内でもトップクラスに高い。いくらでも恋れん愛あいができそうだというのに、浮いた話を聞いた記き憶おくはほとんどない。

　そんな彼は丸氷の入ったロックグラスをからんと傾かたむけると、「実はさ」と口を開いた。

「こう見えて俺、割と人間不信なんだよね」

「そうなんですね」

「いやそこ、何かあったんですかとか詳くわしく聞いてくれるところじゃない？」

「すみません。何かあったんですか」

「お前は本当にサラちゃんにしか興味がないのな」

　呆あきれたような視線を向けてくるカーティス師団長は、やがて楽しげな笑みを浮かべた。

「でも俺はお前のそういうところが好きだし、信用できるんだけどさ」

　それは以前から、彼に言われていたことだった。地位や名めい誉よになんの興味もない、基本的に欲というものがない俺は、一いっ緒しょにいて安心するのだと。

　力のある伯はく爵しゃく家の令息であるカーティス師団長は、かなり家族関係が悪いという話も過去に聞いたことがあった。そのことも関係しているのかもしれない。

「……カーティス師団長もいつかきっと、信じられる相手に出会えますよ」

　過去の俺も、どうしようもない義母や義ぎ兄けいのせいで他人を信じられなくなっていた。それでもサラと出会えたことで、変われたのだ。

　俺の言葉にカーティス師団長は一いっ瞬しゅん、切れ長の瞳ひとみを見開いたけれど、やがて気が抜ぬけたように微ほほ笑えんだ。

「ありがとな。そう祈いのっとく」

　わしゃわしゃと、頭を雑に撫なで回まわされる。

「お前はやっぱり可愛い後こう輩はいだなあ、好きだわ」

「すみません、俺にはサラがいるので」

「おい」

　そうは言ったものの、サラが俺への恋こい心ごころを自覚したのもカーティス師団長のお蔭だと聞いている。

　口には出さないけれど、なんだかんだ面めん倒どう見みのいい彼のことを俺も慕したっていた。

「あと少しだけなら、惚気のろけを聞いてやってもいいよ」

　俺のグラスに自身のグラスを軽くぶつけると、カーティス師団長は悪戯いたずらっぽく笑う。

　けれどその後、ほんの少しサラの話をしただけで「やっぱり羨うらやましくて腹立ってきたから、もう聞くのやめるわ」なんて言い出して、思わず笑ってしまった。
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　それから小一時間ほどして再び上司に絡からまれたところで、カーティス師団長は「俺が相手をするから、帰っていいよ」とうまく帰してくれた。

　今度なんらかの形でお礼をしようと決め、礼を言って店を後にする。

　──早く、サラに会いたい。もう眠ってしまっただろうか。そんなことを思いながら、どこで馬車を拾おうかと辺りを見回していた俺は、ふと足を止めた。

「……サラ？」

　視線の先には、ここにいるはずのない愛いとしい彼女の姿があったからだ。

　ベンチに腰こしかけ、夜空を眺ながめていたらしいサラは俺に気がつくと立ち上がり、それはもう嬉うれしそうに微笑んだ。大好きな彼女の笑顔に、心臓が大きく跳はねる。

「どうしてここに？」

　すぐに駆かけ寄より、そっと頰ほおに触ふれてみる。温かくて、柔やわらかい。サラに会いたいと願いすぎたあまり、いよいよ幻げん覚かくすら見るようになったのかと本気で思った。

「たまには私がルークを迎むかえに来ようと思って。場所はティンカから聞いたの」

　どうやらついさっきまで馬車の中で待っていたらしく、少し離はなれたところには彼女を見守っていたらしい使用人の姿もある。

　過保護な俺が心配しないよう万ばん全ぜんの状態で待っていたと、サラは笑った。

「あとね、少しでも早くルークに会いたくなっちゃったんだ」

　──どうしようもなく嬉しくて、愛しくて。俺ばかりが彼女のことを好きなわけではないのだと、泣きたくなるくらいに実感する。

　気がつけば俺はサラの腕うでを引き、抱だき寄せていた。

「嬉しいです、すごく嬉しい。大好きです」

「喜んでくれて良かった。私もいつもルークが迎えに来てくれるの、嬉しいんだ」

「本当に？　迷めい惑わくではないですか？」

「えっ？　迷惑だなんて思うわけないよ」

　実は周りから過保護だとか独どく占せん欲が強い男は嫌きらわれるだとか言われていたため、内心不安に思っていたのだ。

「いつもありがとう、ルーク」

　けれどサラは、本気で嬉しいと思ってくれているようで。「毎日どこにでも迎えに行きます」と言えば、サラは「ルークはやっぱり大おお袈げ裟さだね」と可笑おかしそうに笑った。

　華きゃ奢しゃな肩かたに顔を埋うめれば、サラはくすぐったそうに身を捩よじらせる。

「今日のルークは甘えん坊ぼうだね、子どもの頃ころみたい」

「そうかもしれません」

「あれ、前は子こども扱あつかいしたらあんなに拗すねてたのに」

「もういいんです」

　彼女にこうして甘えられるのなら、子ども扱いされてもいいと思えた。以前とは違ちがい、今のサラは俺を男として見てくれていると分かっているからだろう。

「……サラのお蔭で、今とても幸せです」

「良かった。私も幸せだよ」

　愛しい彼女を、誰だれよりも優やさしい彼女がくれた幸せを、これからも大切にしていきたい。

　そう心の中で誓ちかい、俺はサラを抱きしめる腕に力を込こめた。
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　初めまして、琴こと子こと申します。

　この度たびは「二度目の異世界、少年だった彼は年上騎き士しになり溺でき愛あいしてくる」をお手に取ってくださり、ありがとうございます。




　本作は昨年、「二度目の初はつ恋こいを君に」というタイトルでＷＥＢに投とう稿こうしたお話です。

　私自身とてもとても思い入れがあり、読者さまからも私の作品の中で一番好きだと言っていただけている作品でもあります。

　いつかそんな大切なサラとルークのお話を形にできたらいいなと夢を見続けて一年半が経たち、憧あこがれのビーズログ文庫さまから書しょ籍せき化、そしてコミカライズという素す敵てきな機会をいただけて、本当に本当に幸せでいっぱいです。ありがとうございます……！




　突とつ然ぜんですが、私は「年ねん齢れい逆転もの」「溺愛」が大好きです。年上ヒロインのことが好きで好きで、でもどう頑がん張ばっても恋れん愛あい対象としては見てもらえなかった年下ヒーローが、何らかのきっかけで年上になってここぞとばかりに猛もう攻こうする……。最高ですね。最高です。

　ずっとサラだけを一いち途ずに想おもっていたルークに、ときめいていただけたら幸いです。







　今回、書籍化にあたって改かい稿こうに改稿を重ね、サラがルークを意識して恋こいに落ちていく過程を丁てい寧ねいに書くことができ、本当に大満足の一冊になりました。これも全て、色々と不慣れな私を導いてくださった担当編集さまのお蔭かげです。ありがとうございます！

　私自身、このお話が前よりずっとずっと好きになりました。

　また、イラストを担当してくださり、素敵なサラとルークに出で逢あわせてくださった氷ひ堂どうれん先生、本当にありがとうございます。全てが美しすぎます……。

　コミカライズもサラが可か愛わいい、ルークが格好いい最高にときめくお話になっていますので、ぜひ……！　子どもルークの可愛さが天元突とっ破ぱしています。ありがとうございます。

　本作の制作・販はん売ばいに携たずさわってくださった全ての方々にも、感謝申し上げます。




　現在、嬉うれしさなど色々な感情が爆ばく発はつし、めそめそしながらあとがきを書いております。

「二度目」を応おう援えんしてくださった皆みなさま、ここまで読んでくださった皆さま、本当に本当にありがとうございます。サラとルークを、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

　それではまた、お会いできることを祈いのって。


琴子　









電子書籍特典　書き下ろし短編

『君の好きなところ』







　ある日の晩、寝る支度を終えて自室のソファでのんびりと読書をしていたところ、お風呂上がりのルークがやってきた。

「こら、髪の毛はしっかり拭かないとダメだよ」

「すみません」

　子どもの頃からルークは、十分に髪を乾かさないまま過ごすことが多かった。風邪を引くから駄目だよと言っても、なかなか直らないのだ。

　まだ濡れている髪のせいで色っぽい姿に、ついドキドキしてしまう。水も滴る、という言葉は彼のためにあるのではないかと本気で思った。

　こんなにも綺麗な人が自身の恋人だなんて、未だに不思議な感じがする。

「おいで」

　そう声をかければルークはすぐにやってきて、私の目の前の床に腰を下ろした。石鹼の柔らかい良い香りにもまた、心臓が跳ねてしまう。

　そのままタオルで髪をしっかりと拭いてあげれば、ルークは「ありがとうございます」とそれはもう嬉しそうに微笑んだ。

　彼の後ろで、尻尾をぶんぶんと振っているのが見えるようだった。

　最近は、私にこうされるためにわざと濡れたままやってきているのではないか、と思い始めている。私自身、ルークに世話を焼くのは好きだから良いのだけれど。

「サラ、何を読んでいたんですか？」

「流行りのロマンス小説を読んでたの」

　髪を乾かし終えたルークは私の隣に座ると、ぴったりとくっついてきた。

　この距離感にまだ慣れない私は、心臓の鼓動が早くなっていく。一方のルークはいつもと変わらない様子で、開いて見せた手元の本を覗き込んでいる。

「サラがそういった本を読むのは、なんだか珍しいですね」

「本屋の店員さんがすごく売れてるって言うから、つい気になっちゃって。でも、本当に面白いよ。人気なのが分かるかも」

　前回も今回も、この世界での私の読書といえば魔法などに関する本ばかりで、娯楽用の本を読むのは初めてだった。元の世界で読んでいた恋愛小説とはまた違って、面白い。

　ちなみに今は男性主人公がヒロインに告白をするシーンを読んでいたところで、ヒロインの好きな所を伝える姿に、私はついときめいてしまっていた。

「ねえ、ルークって、私のどこが好きなの？」

　何気なく、そんな問いを投げかけてみる。以前、好きになったのは子どもの頃だという話は聞いていたけれど、詳しく聞いたことはなかったのだ。

　するとルークは一瞬きょとんとした表情を浮かべたものの、すぐに口を開いた。

「そう言えば、話したことはなかったですね。俺はサラの全てが好きですよ」

「全て？」

「はい。性格も容姿も、声も話し方も、全てです。サラの全てが愛しくて仕方ない」

　ルークは当たり前のように、そう言ってのけた。自分で尋ねておきながら、いざ答えが返ってくるとかなり恥ずかしいものがある。

「あ、ありがとう」

　もちろん、とても嬉しかった。全てが好きだなんて、これ以上ないくらいにありがたくて幸せな答えだろう。

　それでも羞恥で落ち着かなくなった私は、お礼を言って別の話題に移らせてもらおうと思ったのだけれど、ルークは何故か私の手元の本を片手でパタンと閉じた。

　そんな彼の顔には、満面の笑みが浮かんでいる。

「せっかくの機会なので、俺がサラのどこを好きか、もっと詳しく話しても？」

「えっ？　そ、それは嬉しいけど」

「ありがとうございます。長い間ずっと、サラへの気持ちを口に出す機会がなかったので、俺も嬉しいです」

　好きなものについて語るのが、嬉しくて楽しいのはわかる。誰かが好きなものについて嬉しそうに話す姿を見るのも、私は好きだった。

　ただ、それが自分についてとなると話は別だろう。

　恥ずかしさに耐え切れる自信がない。

「俺はサラの笑顔が何よりも好きです。可愛くて眩しくて、温かくて。今までサラの笑顔に、どれほど救われたか分からない」

「……っ」

「サラの声も好きです。優しくて甘くて、名前を呼ばれるだけでドキドキする」

　ルークがそんな風に思ってくれていたなんて、知らなかった。

　溶け出しそうなくらいに熱を帯びた瞳で見つめられ、そんなことを囁かれて、平気でいられる訳がない。私の顔は今、間違いなく真っ赤になっている。

「サラ？」

　声ひとつ出せなくなっている私を見て、ルークは更に近づき、顔を覗き込んでくる。

「あ、ありがとう。も、もう十分伝わってきた」

「まだ俺は、一パーセントくらいしか話せていませんよ」

　すでに私の心臓は悲鳴を上げ続けているというのに、ひどく嬉しそうなルークは、ここからが本番だという顔をしている。

　今のが一パーセントだなんて、お願いだから待ってほしい。

　まるで逃がさないとでも言うように、腰にぎゅっと腕を回される。




「俺の十五年分のサラへの想い、しっかり聞いてくださいね？」

　──その後もひたすらに愛を囁かれ続け、私はそれから数日間、ルークの顔をまともに見られなくなるのだった。



















二に度ど目めの異い世せ界かい、少しょう年ねんだった彼かれは年とし上うえ騎き士しになり溺でき愛あいしてくる
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